






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大だい丈じよう夫ぶ、キミたちは──

『パラレルワールド？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんなものね、あるわけないんですよ！』

　絶対に見捨てない。一いつ緒しよに──

『飯島さん。研究も打ち切られるようですが、そのことについてはどう思われますか？』

『残念ですが当然でしょうね。結果の出ないものを、これ以上続けるのは無意味ですから。それに最近、海外ではテロや武装集団という物ぶつ騒そうなニュースもありますし、国家防衛のために予算を割きたいというのが本音なんですのよ。カカカ……』

　その時、少年の声とテレビの音声が重なった。

「キミたちは僕ぼくの──」『ありえないんですよ、異世界なんて』
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　ラマーサという村に住んでいた少年カルマは、七歳さいの誕生日をすぎた頃ころから不思議な夢を見るようになる。見知らぬ洞どう窟くつの中、一本の剣けんが地面に刺ささっている夢だ。

　ある日カルマは、真昼にその夢を見た。いや、それは夢というよりは頭の中に地図が流れ込んでくる感覚。

　あの剣に呼ばれている。そう思ったカルマは、家を飛び出して誘さそわれるままに走った。

　いつもならば絶対に足を踏ふみ入いれない迷いの森。しかしカルマは頭に流れ込む光景を頼たよりに、森の奥おく深ふかくへと歩ほを進めていく。するとあの洞窟が見えてきたではないか。

　中に入ったカルマを待っていたのは、聖せい剣けんグランカリバー。この運命の出──




「あ、ロード終わった」

　前の席に座っていたクラスメイトは、そう言うと画面をタップして次に進む。後ろにいた四よつ葉ば亞あ紋もんは、思わず声を出しそうになり、グッと堪こらえた。

　現在、自習時間。教室のテレビでは、教育チャンネルの『ネイチャーワールド・まだ誰だれも知らない地球の真実』が垂れ流されている。映像ではシマウマが殺されて、ライオンに美味しく頂かれているが、それを真面目に見ている者などほとんどいない。

　亞あ紋もんや前の席のクラスメイトもそうだ。こっそりソーシャルゲームに勤しんでいる。

　一いつ緒しよにプレイしているわけではないが、遊んでいるのは同じゲームだった。

　キングダム・ファンタジア。ファンの間では『Ｋ・Ｆ』と略されている。

　魔ま王おうと戦う勇者を助けるため、トランプのスートを冠した四つの勢力（スペード、ダイヤ、クラブ、ハート）から一つを選び、プレイヤーは『グランマスター』となって、『従者』と呼ばれるキャラクターを使役して戦う。ありがちなファンタジー系のゲームではあるが、ダウンロード数はゲームアプリの中でも長らく一位をキープしていた。

　ゲームジャンルは戦略的アクションＲＰＧ。リアルタイムで進む戦せん闘とうは、プレイヤーが従者に命令を出して敵に向かわせるタワーディフェンスや戦略系ゲームの要素を取り入れており、一方でプレイヤー自身は爽そう快かい感かんのあるアクションで敵を倒たおすシステムになっている。

　どのキャラをどう動かすのかで戦せん況きようが変わるゲーム性、著名な作曲家や旬しゆんな声優を多く起用していること、アクション性は高いが、あくまでも片手で気軽に遊べる操作性などなど、例を挙げれば様々な魅み力りよくがあった。亞紋もこのゲームに心を奪うばわれた者の一人で、一日中コソコソと隠かくれてはプレイしている。

　だから、ファンとしてストーリーをスキップされるのは納得いかないものがあった。

　亞紋はたまらず、心の中で先ほどの続きを思い浮かべる。




　──洞窟に入ったカルマは、そこで聖剣グランカリバーを手にするが、村に戻もどるとそこには凄せい惨さんな光景が広がっていた。

　辺り一面を包む炎ほのお。崩ほう落らくしていく家いえ々いえ。村は既すでに壊かい滅めつ状態だった。

　カルマは叫さけび、走る。そして家の前で血まみれで倒れている母親を見つけたのだ。

『空が、割れたの。そこから何かが出てきて、村が爆ばく発はつし……』

　それが母の最さい期ごの言葉だった。カルマは、たまたま近くを通りかかった騎き士し団だんに助けられたが、生存者はカルマのみ。友も、両親も、弟も失ったカルマは、騎士団長の養子となった。

　村が一つ消し飛んだ事件は、『ドゥームズデイ』と名づけられたが、何があったのかは誰にも分からず、調査は難航した。

　そんな時、停戦協定を結んでいた魔ま人じんに疑いがかかる。もちろん真相は定かではないが、疑いが不和を生み出してしまい、和平は決けつ裂れつ。戦いが始まってしまう。

　ドゥームズデイはきっかけにすぎなかったのかもしれない。お互たがいの不満が怨おん念ねんを繋つないでいき、戦いは長きにわたって続いていく。

　十年後。成長したカルマは、グランカリバーの使い手となり、勇者の称しよう号ごうを与えられた。そんな勇者を助けるために結成されたのが『グランナイツ』であり、その中の一人がグランマスター、つまり『主人公プレイヤー』というわけだ。




（──ッていうストーリーなんだけど……）

　亞紋はそこで眉まゆを顰ひそめた。この情報を教えてあげれば会話も弾はずむのだろうか？

　そうしていると、前の席のクラスメイトが周囲とはしゃぎ始める。どうやらチュートリアルが終わって、初めてのガチャを引くらしい。

「せっかくだから勇者欲しいなー」

「カルマは実装されてねぇよ。特別なアイテム使うと来てくれる、お助けキャラだな」

「じゃあ、あのチュートリアルで色々教えてくれた子は？　賢けん者じやだっけ？」

「ああ。アイツは強いぞ。回復も攻撃も、魔ま法ほう系けいなら何でもできる」

　きらびやかな衣装を着た女性キャラクターがガチャ──『降こう臨りん召しよう星せい』の案内人だ。チュートリアルが終わると貰もらえる星せい岩がんを五〇個渡わたして、パーティメンバーとなる従者を召しよう喚かんしてもらおう。

『運命を切り開く扉とびら。星の光があなたを誘います。銀河の使徒よ──』

「お、お、おお、来た！　え？　なんだ？　モネって子が出たけど、コレ強い？」

「一番クソ。マジでゴミ。ウンコよりクソ」

「なんだよソレ！　げぇー、じゃあリセマラしよ」

　盛り上がるクラスメイトの声を聞きながら、亞紋は無言で画面を見つめていた。




「なあ四葉。この後、皆みなでゲーセン行こうかって話してるんだけど、お前もどう？」

　ホームルームが終わり、亞紋はクラスメイトの一人に話しかけられた。

「……ごめん。僕ぼく、この後用事があって」

「そっかぁ。じゃ、また今度な」

　なんだか胸の奥おくに重たいものを感じて居心地が悪くなった。

　何やらヒソヒソと他のクラスメイトの声も聞こえてくる。

「誘っても無む駄だだって。アイツ本当、ずっとあのゲームばっかしてるんだもん」

「一日中凄すごいよな。俺おれも一応ダウンロードはしてるけど、そんな面白いか？」

　確かに。亞紋だって、もっと面白いゲームはたくさんあると思っている。

　だが学校が終わり、皆がそれぞれの帰路に就つく中でも、亞紋は携けい帯たいを片手に道の端を歩いていた。ふと、いつか誰かに言われた言葉を思い出す。

『アイツ、いつもつまんなそうにしてるよな』

　それは本当だ。勉強もスポーツもパッとしないが、それでいい。一番になれなくても、勝てなくても問題ない。別にいい。悔くやしくないし、悲しくもない。

　でもキングダム・ファンタジアだけは違ちがう。このゲームだけは亞紋のくすんだ心を輝かがやかせてくれる。亞紋は音量を上げると、画面と会話を始めた。

『お兄ちゃんっ。わたし頑がん張ばったよ！　ほめてほめて！』

「くぁわいぃいいぃ……ッッ!!」

　先ほどまで無表情だったのに、今はマヌケな顔でニヤついている。

　実に簡単な話である。亞紋は『従者たち』に恋こいをしていたのだ。『俺の嫁よめ』や、『ガチ恋』というものだ。このゲームは従者を、必殺技を発動するためのゲージが早く溜たまる『Ｘテン』、防ぼう御ぎよ力りよくが上じよう昇しようする『Ｊジヤツク』、攻こう撃げき力りよくが上昇する『Ａエース』、全てのステータスが上昇する『Ｑクイーン』の枠わくに選んでセットするのだが、亞紋は初めてゲームをプレイした時から今の今まで、ずっと同じキャラクターを使い続けている。

『わたしっ、お兄ちゃんのためにもっと頑張るから！　きたいしててねっ！』

　敵を倒して勝利画面になると、キャラクターが喋しやべる。

　黄色い髪かみの少女が笑った。Ｑにセットされた従者『モネ』は、亞紋が一番最初に手に入れたキャラクターだ。地属性の魔法を使う女の子で、甘あまえんぼで、ちょっとあざとい妹属性が亞紋の心をガッチリと摑つかんだのである。早い話が『ひとめぼれ』である。

　しかし悲しいかな、周りの評価は驚おどろくほど低い。

　レアガチャで引けるキャラクターの中で、モネは一番ランクの低い『ブロンズ（レア）』なのだ。上になると、シルバー（スーパーレア）、ゴールド（ウルトラレア）が存在しており、最上級となると一時期、本当に存在するのかと言われたほど出現率の低いレインボー（アルティメットレア）がある。

　先ほど、クラスメイトが引き当てたのもモネである。ユーザーの不満を集めたのはそのステータスだ。脆もろくて遅おそくて火力なし。覚える技も軒のき並なみ微び妙みよう。

　さらに特定のキャラクターの出現率が上がるピックアップガチャにおいて、何故か一緒に確率が上昇して、『アタリ』の演出が流れるふざけた仕様がある。

　これにより、欲しいキャラクターが来たと思ったらモネちゃんでした！　なんてことが多々報告され、掲けい示じ板ばんやＳＮＳで付けられたあだ名は『ハズレちゃん』だ。

　しかし亞紋は気にすることなく、ずっとモネを愛用しているのだ。




『お疲つかれ様さまでございます、ご主人様。お見事な立ち回りでした』

　次はＪの枠にセットしている従者が画面に表示された。

　藍あい色いろの髪が似合う和装の少女。水を操る魔法少女『雫しず奈な』は、清せい楚そな見た目とふるまいが亞紋のハートにドストライクであり、嫁となった。

　しかしランクが最も簡単に手に入るカラーレス（ノーマル）で、キャラクターに存在する固有スキルやステータスで上じよう位い互ご換かんのキャラクターが多いため、あだ名は『劣れつ化か姫ひめ』である。しかし亞紋は（以下略）。




『……コレで調子に乗ったらあかんよ。アタシちゃんと見てるかんね』

　Ａ枠。臙えん脂じ色いろの髪の少女、『ペティ』。

　火を操る魔法少女。適当な性格であり、たれ目で、いつもアンニュイな表情をしている。ちょっとギャルっぽくてＳッ気があるところが、隠れＭの亞紋を──

　そんなペティもカラーレス。さらにはキャラクター説明（フレーバーテキスト）の部分に『最強と呼ばれた炎使い』などと書かれてしまったため、あだ名は『最強（笑）』だ。




『頑張りましたねマスターくん。後でナデナデしてあげましょうか？　なんちゃって！』

　Ｘの枠にいるのは『フィリア』だ。へッドベールをつけ、切りそろえた前まえ髪がみに、美しい黄緑色のロングヘアが似合う、風を操る占うらない師しの女性で、常に目を閉じている。

　モネが一三歳、雫奈とペティが亞紋と同じ一六歳だが、フィリアは二二歳、つまり年上である。お姉さん。もはやその響ひびきだけで亞紋はメロメロのメロちゃんなのだ。オフショルダーの服も、年とし頃ごろの男子には刺し激げきが強い。ナデナデされたい。

　ちなみに四人の中では一番胸が大きい。いや、だからどうしたという話ではあるが。

　しかし既にお気づきかもしれないが、やはり彼かの女じよもカラーレス。出現率が低い割には強いわけでもない。フレーバーテキストには、開眼すれば覚かく醒せいするわけでもなく、ただシャイになると書かれているだけだった。この設定が拍ひよう子し抜ぬけだと、ユーザーからの人気はイマイチで、『ババア』なんて呼ばれている。これは酷ひどい。




　そもそもＫ・Ｆには従者がたくさん出てくる。動物の特性や耳や尻尾しつぽ、体毛を持っているファンタジーではおなじみの『獣じゆう人じん』や、虫の特性や見た目を獲かく得とくした『甲こう人じん』。強大な力を持っている『ドラゴン』。強い魔ま力りよくを持っているために迫はく害がいや差別を受けてきた『魔人』、『魔ま女じよ』。一部、あるいは全てが機械でできている『マキナロイド』なんてのもいる。

　しかしそうなるとキャラが被かぶるものも出てくるわけで、レアリティの高い方がより細かくキャラクターが描写されているパターンが多い。

　つまり、妹キャラが何人もいるのに、わざわざモネを使う理由は限りなく薄うすいのだ。

　だが問題ない。全く問題ない。嫁が既に四人という矛む盾じゆんも関係ない。

　亞紋はモネたちを使ってじっくりプレイできれば、それでオールオッケーだった。

　誰かのためにならなくとも、誰かと関わらなくても、彼女たちがいればそれで良かった。

「……次回のイベントは四つの宝石を奪い合うバトルか」

　五日前くらいから出ている告知。期間限定のイベントバトルは定期的に行われるが、近ちか々ぢか用意されるのは絶大な魔力を持った四つの魔ま石せきを各かく陣じん営えいが奪い合うとかなんとか。

　楽しみ？　いや面めん倒どうだ。弱い従者を使う亞紋では結果は残せない。プレイヤーネームである『クロス』が、スコア（強敵を倒した数や、イベントの貢こう献けん度ど）のランキングに掲けい載さいされたことは一回もないし、今後もないだろう。だがそれでいい。イベントをプレイしても、モネたちのボイスが追加されるわけじゃないし、イラストが変わるわけでもない。

　しかし一つを面倒だと思うと、なんだか全てが面倒になる。

　ふと気づけば横断歩道を渡っていた。正確にはそこで初めて横断歩道の上に立っていたことに気づいた。信号は赤だった。右を向くと、トラックが目の前に迫せまっていた。

（え？　あ、死ん──）

　そう思った時、亞紋は歩道にへたり込んでいた。全身から冷ひや汗あせが滲にじむ。しかし何ともない。亞紋はそこでやっと自分が助かったのだと理解した。

　トラックの運転手が何か文句を言って走り去っていったが、聞こえない。

　なぜ助かったのだろう？　ぼんやりと考えていると、後ろから声が聞こえてきた。

「気をつけろ。もっと命を大事にするんだ」

　亞紋が振ふり返かえると、金きん髪ぱつの男性の後姿が見えた。彼かれが助けてくれたに違いない。お礼を言おう、そう思ったが、なにせ気が動転していて記き憶おくも飛んでいる。足も震ふるえて、上手く立てない。

　そうしているうちに、顔も分からぬ金髪の男性は、さっさと歩き去ってしまった。

　亞紋はまだ、その場にへたり込んで呼吸を荒あららげていた。

（駄だ目めだ。やっぱり歩きながらの携帯がよくなかった。も、もうやめるべきだ……！）

　しばらく放心していると、ふいに肩かたを叩たたかれた。

「コレを、あげるよ」

　話しかけてきたのは白衣を着た男だった。先ほどの金髪の男性とは声が違っているので別人だと分かった。白衣の男は、そのまま一枚のカードを差し出す。

　亞紋も混乱していたものだから、半ば反射的にカードを受け取ってしまった。

　カードの絵え柄がらはトランプのキングを模している。

　スートはクラブ。描えがかれている王様の顔は、一いつ般ぱん的てきに販はん売ばいされているトランプと同じだが、着ている服や持っている剣のデザインが違っていた。

（あれ？　コレってＫ・Ｆに出てくるキングの絵柄と同じデザインじゃん……）

　亞紋はクラブのカテゴリに所属しているため見覚えがあった。しかしこんな商品があるなんて知らなかった。しかもクラブマークの一つが深緑に光る宝石で作られている。

　玩がん具ぐとは思えない高級感だ。そこで──亞紋は意識を失った。





　　　　◆






『亞紋くんってさ、楽しいなぁって思うことある？』

　亞紋は白はく亞あのことが好きだった。女性としてではなく、従姉としてだが。

『私はないよ。何かあったのかもしれないけど、でももう今は……』

　彼女が悩なやんでいることは親しん戚せきから聞いていたし、両親だってそれとなく口にしていた。

『お願いがあるの。私の仲間になって。同じになってよ』

　だから少しでも力になりたかった、本当だ。亞紋は彼女を助けたかった。

『テストでは六〇点以上は絶対取らないでね、パパとママがうるさいから。でも亞紋くんよりできたって言えば、少しはアイツらも……』

　ありがとう。そう、言ってほしかった。

『友達とは遊びに行かないで。そもそも作らないでね。大だい丈じよう夫ぶ、一人もいいもんだよ』

　頭のおかしなフリをすれば、優しくしてもらえると思っていたのか。

『ケーキ買ってきて』『学校一緒にサボろ』『叩かせて』『お金ちょうだい』

　いつしか彼女は、相手を困らせることで愛情を確かめるようになっていた。

『漫まん画がとかアニメとか見ても、ゲームとかしても、楽しいと思わないでね、絶対だよ』

　限界がある。亞紋は期待に応えようと思ったが、苦しいのは辛つらい。

『亞紋くん。今から会える？　会えるよね。お菓か子しもあるから、来て。約束ね』

　亞紋は約束を破った。クラスメイトに誘われてゲームセンターに行き、たっぷり遊んだ。帰ってくると、白亞がいなくなったと聞かされた。遺書があったらしい。その時は見せてもらえなかったが、捨ててはいないと聞いていたので、高校に入学した時、こっそりと部屋に忍しのび込こんで盗ぬすみ見みてやった。

　亞紋は思わず呆あきれてしまった。中学生だった当時は、白亞には白亞にしかない大きくて特別な悩みがあると思っていた。だが実際は勉強が嫌いやだとか、進路が分からないだとか、ありふれた悩みがつらつらと書かき綴つづられていた。

　しかも母が言っていた。ここだけの話にしてほしいが、白亞は生きているらしいと。叔お母ばさんとは今もこっそり連れん絡らくを取り合っているらしい。家出したのは叔お父じさんが彼かれ氏しとの学がく生せい結けつ婚こんを認めてくれなかったからだとか……、いろいろ。

　警察の捜そう索さくも早そう々そうに打ち切ってもらったみたいだし、未だに死体も見つかっていない。

『亞紋くんへ──』

　そして亞紋は最後に見つける。どこまでも勝手な人だった。

『あなたは私の王子様になってくれませんでしたね。私の最後のお願いです。どうか何も愛さないでね。辛いだけだからね』




　亞紋が目を開けると、眩まぶしいほどの青空と、白い雲が広がっていた。

（またあの夢か……）

　亞紋は体を起こすと、大きなため息をついて俯うつむいた。

　風が髪を揺ゆらす。草の匂においが心地いい。ふと顔を上げてみると、先ほどまで住宅街にいたはずなのに、今は平原にこんにちは。

「はッッ!?」

　思わず跳はね起おきる。おかしい、絶対におかしい。鞄かばんもいつのまにか消えている。

「え？　どこココッ？　噓うそだろオイ……！」

　制服の内ポケットを探ってみると、携帯電話の感かん触しよくがあった。

　急いで取り出してみると、携帯カバーが変わっていることに気づく。

　先ほど手て渡わたされたクラブのキングが、亞紋の携帯の背面にピッタリとくっついていた。

「あれっ、な、なんだコレ……！　なにがいったいどうなってッ」

　剝はがしてみようとしても無駄だった。キングのカードは携帯の裏にピッタリとくっついているようだ。仕方なく、ここはまず携帯を起動させてみる。

　するといつものメニュー画面ではなく、青い空が表示されてタイトルロゴが現れる。

「キングダム……、ファンタジア」

　いや、いや、そうじゃない。今はゲームなんてしてる場合じゃない。亞紋は携帯のホームボタンを押おすが、なぜかアプリは中断されず、代わりにキングダム・ファンタジアのメインメニューが表示された。

　何度も見ている画面である。プレイヤーが家具や壁かべ紙がみを変更して自由にメイキングできる『拠きよ点てん』と呼ばれている部屋に、セットしている従者がランダムに一人、３ＤＣＧアニメで表示される。

　ログイン時は『おかえり』だの『待ってた』だのと声を掛かけてくれるのだが──

　いつもと変わっている点が二つ。まず一つは、何故か画面の中に誰も出てこないこと。

「あ、あの、すみません……っ」

　もう一つは、後ろから聞こえてきた声が、初めて聞くボイスパターンだったこと。

「──え？」

　亞紋が振り返ると、モネと目が合った。

　お互いどうしていいか分からず、そのまましばらく二人は見みつめ合あっていた。




「「えぇええぇええええええ!?」」

　悲鳴が見事にシンクロする。亞紋は全身がカッと熱くなった。

　それは仕方ない。ずっと恋こい焦こがれてきた女神がそこにいるのだから。

「モネっ、モネなのッ？　う、うううう噓だ！　だってッ！　え!?」

「や、やっぱりお兄ちゃんっ!?」

　はじめは一いつ瞬しゆんコスプレかと思ったが、髪かみ質しつを見てもウィッグには見えないし、服だって安物の素材には見えない。背せ丈たけもイメージ通りだし、声だって──

（ん？　声？）

　はて？　声が同じとはどういうことなのだろう。当然モネには担当声優さんがいて、顔も知っている。しかし今、目の前にいるモネの顔は、その声優とは全く違っている。

　でも声は同じで──……、などと亞紋が混乱していると、モネの後ろに立っている他の三人に気づいた。

「マジですか」

　火を操るペティ。

「ほ、本当に、ご主人様でございますか……？」

　水を操る雫奈。

「あらあら！　まあまあ！」

　風を操るフィリア。

　四人の『嫁キャラ』が確かに亞紋を見つめていた、それも期待と歓かん喜きの表情で。

　まず動いたのはモネだ。タタタタと早足で亞紋のもとへ向かう。彼女が一歩近づくたびに亞紋の心臓の鼓こ動どうが、ますます早くなった。

「ほ、本当にお兄ちゃんなんだよねっ！　クロス──お兄ちゃん！」

　クロス。Ｋ・Ｆで使っている亞紋の名前だ。『亞』の中に十じゆう字じ架かがあるから名づけた。

「え？　あッ、はい！　キミは……！　えっと、その、僕のモネなの？」

　そこで亞紋はアッと声を漏もらして口を閉じる。『僕のモネ』とは……。

（なんて、お気持ちの悪い……言い方）

　やらかした。全身にジットリと嫌な汗あせが浮かんできた。

　しかしモネは引くどころか、目に涙なみだを浮かべてコクコクと頷うなずいている。

「うんっ、貴方の、貴方だけのモネだよ……っ！」

「へ？」

　亞紋は真っ赤になって、引きつった表情のまま固まった。

　モネが両手を広げたかと思えば、次の瞬しゆん間かん、亞紋を強く抱だきしめていたのだ。

（ぅお、ぉぉぉぉおおおおっっ!?）

　なんて柔やわらかい。モネは背が低いため、頭が亞紋の肩くらいにある。
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　今はグッと密着しており、顔を亞紋の胸に埋うめていた。

「はふっ、お兄ちゃん……良い匂い」

「んほぉぉお」

　自分でもゾッとするほど気持ち悪い声が出た。死にたくなった。

　いや本当にダメだ。こんな間ま抜ぬけな声を出している場合ではないのだ。するとそんな想いが伝わったのか、フィリアが傍そばに来て、モネを引き剝がしてくれたじゃないか。

「あら、いけませんよモネちゃん。嬉うれしいのは分かりますが、マスターくんが困っているじゃありませんか」

「ンーっ、そうなの？　お兄ちゃんっ」

「いや、やッ！　困ってるっていうかッ、その、ほら！　僕も混乱してて！」

「そうでしょう、そうでしょう。ええ、ええ。お気持ち分かりますわ」

「で、ですよね！　そ、そそ、それであの、フィリアさん。一つ質問があるんですが！」

「はいー、なにかしら？　あ、恋こい人びとならもちろんいませんよ。うふふふっ！」

「やッ、そうじゃなくて！　なんで貴女も密着してくるんですか！」

「うーん、どうしてかしらぁ？　不思議ですねぇ」

　わけが分からない。亞紋が助けを求めようと辺りを見回すと、ペティと目が合った。

　たれ目なので柔らかい印象を受けるが、逆に言えばアンニュイにも見える。ペティは冷めた瞳ひとみで、つまらなそうに亞紋をジッと見つめていた。

（たまらねぇ……）

　ゾクゾクとした物が亞紋の背中を駆かける。あの目ですよ皆さん。あの目がいいんです。

（踏まれてぇ。なじられてぇ。もっと見下されてぇ）

　そんなアホなことを考えていると、ペティの方から口を開いた。

「ってかさ、何なん？　さっきからジロジロ見て」

「……大変申し訳ありません。二度としません。いくら払はらえば許してくれますか」

「いや謝り方の重さよ。や、ちがくて……。お退のきフィリア」

　ペティがフィリアを退どかして亞紋の傍らに立つ。亞紋はつい太ふと股ももを見てしまう。

「……バカじゃね。ガン見しすぎ」

「うッッ!!」

　蹴けられると思ったが、どうしたことだ。ペティは亞紋を抱きしめたではないか。

　どうなっているんだ一体。好きな人がそこにいて、好きな人が抱きしめてくる。もうダメだ。もう無理だ。こんなのまるで──お祭りだ。オラ、ワクワクしてきたぞ！

　そうしていると再びモネとフィリアが迫ってきて、腕うでにしがみついてくる。

「んもーっ、長いよペティお姉ちゃんっ！　わたしももっと抱っこしてほしいのにっ」

「そうですよぉ、マスターくんだって私とギュッギュしたいですよねぇ？」

（い、いかん！　このままでは僕のリトルクローバー【下ネタ】が!!）

　最低なことを考えていると、そこでポワンとファンシーな音がして、モネたち三人の体が大きなシャボン玉に包まれて空中をフワフワ漂ただよう。

「いい加減にしてくださいませ！　ご主人様がお困りでございます！」

　雫奈は呆れた様子でシャボン玉に入ったモネたちを見ている。

　どうやら水の魔法少女の手に掛かれば、脆もろく儚はかないシャボン玉も、相手を閉じ込める固いシールドになるようだ。

　亞紋は初めて見る『魔法』に腰こしを抜ぬかし、絶句していた。すると雫奈はヒラヒラとした和風のドレスを揺らし、涼すずしげな表情で亞紋に手を差さし伸のべる。

「大丈夫でございますか。ご主人様」

「え？　あ、ありがとう──ございます」

　亞紋は差し出された手を取って立ち上がる。

　しかし雫奈は亞紋が立ち上がった後も、ずっと手を握にぎったままだった。

「えーっと、あの、雫奈さん？」

　手を離はなそうと力を抜く亞紋だが、雫奈はむしろキュッと繋ぐ力を強めてくる。

　見れば雫奈は視線を下に落とし、頰ほおを桜色に染めているではないか。

「……マジか」

　亞紋も釣つられて赤面である。それを見てフィリアたちがブーブー叫んでいる。

「ズルイですよ雫奈さぁんッ！　卑ひ怯きようだと思いますッ！」

「かぁー！　ちゃっかりしてんね～ッ！」「んむぅ！　出してよ雫奈お姉ちゃんーっ！」

　そうしていると、雫奈がモゴモゴと、

「こ、このシズナっ、ご主人様のことをずっとお慕したい申もうしておりました……！　よ、よよよよろしけれびゃ！　シズナのことも、ギ、ギュギュギュってしっしいししてくくくっ」

　声が震え、声量も小さすぎて何を言っているのか全く分からないが、とっても可愛い。

　ポケットの中にある携帯電話や、クラブのキング、そしてキングダム・ファンタジア。気になることは山ほどあるが、今は全て無視しよう。目の前のことだけを受け入れよう！

　ココが──天国か。亞紋は涙を流しながら天を仰あおいだ。





　　　　◆






　目の前には創作物でしか見たことのない、ファンタジーな世界が広がっていた。

「うぉぉ、凄いなぁ、絵本の中に入ったみたいだ」

　石いし畳だたみの道、遠くに見える馬車。

　かと思えば、空には見たことのない技術が使われているのだろう飛行船が見える。

　亞紋の世界も海外、特にヨーロッパ辺りに似ている風景はあるが、道を行く人々の姿はとてもじゃないが現実的ではない。獣人や、鎧よろいに身を包んだ戦士、マキナロイドというロボット。思わず喉のどが鳴る。亞紋は表情が引きつり、緊きん張ちようした様子で歩を進めた。

『沼ぬま地ちの魔女が姿を消したらしい。怖こわいねぇ、見たら呪のろわれるって噂うわさじゃないか』

『今度のクエストはワイルドボアの肉を取ってくるんだって』

『新しい魔法を覚えたんだけど、後で見てよ』

　聞こえてくる会話も、現代世界ではありえない内容ばかり。

　亞紋はふと立ち止まり、遠くにそびえ立つ『城』を睨にらみつけた。

「やっぱり僕はッ、キングダム・ファンタジアの中に入ったんだ……！」




　違う世界に飛ばされる──最近の小説やアニメじゃ頻ひん繁ぱんに使われる題材だ。

　パラレルワールド、異世界。亞紋だってよく知っている。

　だがもちろんそれは、フィクションのはず。しかし亞紋は現に今、Ｋ・Ｆのタイトル画面にもあったお城がある場所、『王都・マジガルド』に立っているじゃないか。

　王城の形はアプリと同じで、町の中も記憶と違いはない。

　ただ、全てがゲーム通りでもなかった。たとえば先ほど、平原で改めて携帯を触さわっていると、亞紋はステージセレクトのページが気になった。

　そこには今までストーリーモードで訪れたダンジョンなどが、ずらりと並んでいる。

　亞紋はこれから向かおうとしていた王都のアイコンに触ふれてみた。すると──

『王都・マジガルドにワープしますか？』

　本来、アプリ版ならば『ワープしますか？』ではなく、『移動しますか？』になっている。

　気になって『はい』をタップすると、『ゲートを出現させます』と表示された。

　すると携帯裏にあるキングの目から、発光する光の円が射出されて亞紋の前に広がる。ファンタジーではお馴な染じみの魔ま法ほう陣じんだ。中央には大きなクラブのマークがあった。

　亞紋もゲーマー。先ほどのアナウンスを見れば、この魔法陣がどういう物かくらいは察しがつく。まさかと思い魔法陣をくぐってみると、向こうに王都が広がっていたわけだ。

　つまりワープ、空間転移。雫奈の魔法を見ていたとはいえ、半ばパニックである。

　震えが止まらなかった。ワープなんて原理が分からない。体の一部とか臓器の一つや二つとか、置き忘れちゃいないだろうか？　亞紋はすぐにパンツの中をチェックした。

　あった。よかった。




　さて、現在亞紋たちがいるのは『セントラル』だ。王様が住んでいる大きな城があり、王都の中でも一番広いエリアになっている。王都はセントラルを囲むようにしてエリアスペード、エリアダイヤ、エリアハート、エリアクラブの四つのブロックが存在し、そこから各エリアが管理する町や村に移動できる。

　しかし、なぜトランプなのだろうか。アプリでは特に触れられていない。

　気になって聞いてみると、フィリアが答えてくれた。

「かつて、ブラックジャックと呼ばれたドラゴンが暴れていたんです。がおー、がおーって。それを魔ま法ほう使つかいや戦士、合わせて五二人で退治したらしく、中でも活かつ躍やくした四人の武器が、剣や聖せい杯はいであったことから、その功績を称たたえてこうなりました」

「へえ、そうだったんですか……」

「ええ、そうなんですよ。勉強になりましたね！」

　フィリアは微笑ほほえみ、人差し指で亞紋の頰を軽くつっついた。フィリアがずっと目を閉じているのに人とぶつからないのは、風の魔法で周りを把は握あくしているかららしい。亞紋にはよく分からなかったが、視界を封ふうじることで、感覚を研とぎ澄すましているのだ。

　さらに魔法を使える人は『魔力』というエネルギーを体内に宿しているらしく。そういうのも風や空気に乗ってくるのだとか。

「見えるからこそ、見えなくなるものがある。見えないからこそ、見えてくるものがある。私は占い師、もっと視野を広げるための練習なんですねぇ」

　ということで、亞紋は摩ま訶か不ふ思し議ぎアイテムとなった携帯電話の調査をフィリアにお願いしてみる。魔法が使われているとなれば、何かを感じ取ってくれるかもしれない。

　今も携帯の画面には、いつもプレイしていたＫ・Ｆの画面が表示されていた。拠点のページにモネたちの姿がないのは、今まさに隣となりにいるからだろう。

　アプリと『今』が連動しているのは明らかだが、あのワープ機能といい、アプリ版では存在していなかったシステムも追加されている。

（あの白衣の男、アイツは一体何者なんだ？　あの人にトランプを渡されて僕は……）

　そこでフィリアは、亞紋に携帯を返した。

「とても凄い物かと思います。私は機械工学の専門ではないので詳くわしくは分かりませんが、複雑な魔法式で構成されているように感じますね。そしてそれを可能にしているのが、その魔石……」

　フィリアは携帯裏にあるクラブマークの宝石を示す。どうやらただの石ではなく、中に魔力が内包されている『魔石』と呼ばれるアイテムらしい。

　ストーリーモードでも何度か出てきている。たとえば炎の魔石を剣に埋め込むと、刃はから炎が出てきたりと、応用次第で幅はば広ひろい使い方ができる便利アイテムなのだ。

「この内包された魔力の質は相当なものですわ。おそらく、この機械の動力源も担っているのではないでしょうか。これほどまでの魔石は見たことがありません」

　亞紋は改めて携帯を確認してみる。アプリ以外の画面は開けないがＫ・Ｆ内のメニューで電でん卓たく、メモ、カメラ（王様の目がレンズになっている）が使えるようになっていた。

　あとは上部に画面をつけるスイッチ、下部にはホームボタンが存在するが、音量調節ボタンやイヤホンジャックがなく、充じゆう電でん器きを挿さす穴もない。

　ディスプレイには時刻は表示されているが、充電のパーセンテージが消えていた。

（動力源ってことは、もしかして充電しなくてもいいのかな？　いやッ、でも肝かん心じんな時につかなくなったら困るから、なるべく温存しておくか……）

　亞紋は携帯の画面を消して、制服の内ポケットに入れておく。

「私は魔石の専門でもないのですが、モネちゃんの家が確かそうでしたね」

「んん、そうだよ。わたしの住んでたところは石細工とか、宝石加工が盛んなんだよっ。たまに魔石も扱あつかってるみたい！」

　フィリアの隣にいるモネがニコリと微笑ほほえんだ。しかし亞紋はポカンとして固まる。

「え？　お父さんとお母さんがいるの？」

「んもー、なに言ってるのお兄ちゃん。いるに決まってるでしょ」

「え？　あ……、そっか。ごめん。そうだよね、決まってるよね……」

　アプリ版だと従者は『リビアス』というキャラクターが召喚してくれることになっており、宇宙みたいな背景に魔法陣が広がって、そこからポンと出てくる。

（あぁ、でも考えてみればゲーム通りなわけないか）

　そしたらモネなんて出現率が高いんだから、町中がモネだらけになっているはず。

　モネ祭り。亞紋としては素敵な響きだが、辺りを見ても同じ姿の人間は見かけない。

　チラリと右を見てみる。するとモネとフィリアは、ニコリと笑みを返してくれた。

　チラリと左を見てみる。雫奈は恥はずかしそうに頷き、ペティは無表情でウインクを返してくる。普ふ通つうなら知らない世界に飛ばされたとあれば、不安と恐きよう怖ふでどうにかなってしまいそうだが、彼女たちがいれば恋こい心ごころがマイナスを全て吹ふき飛とばしてくれる。

　しかれども……。

（ゲームと一緒だけど、ゲームと一緒じゃないのか……）

　寂さびしさのようなものが心に浮かんだ。亞紋はすぐに首を振って話を続ける。

「そう言えばさ。どうして僕があの場所にいるって分かったの？」

　ご主人様のお役に立てる。雫奈は目を輝かせて前に出た。

「実は──」

「凄く大きなピカピカの柱が見えたのっ！　わたしたちにしか見えなかったんだよ！　変だなって思って。駆けつけてみれば、お兄ちゃんがいたってわけ！」

　モネ！　ここでモネ！　まあよいでしょうと雫奈は唇くちびるを嚙かみ、無言で頷く。

「……実は、聞いてほしいことがあって」

　亞紋は少し迷ったが、包み隠さず今までの流れを彼女たちに説明した。

　自分は別世界の人間かもしれない。地球ではＫ・Ｆは、ゲームの一つだということ。学校の帰りに男からカードを渡されたかと思えばあそこに立っていたこと。本当の名前はクロスではなく四葉亞紋だということ。

　かいつまんだ説明ではあったが、モネたちはちゃんと理解してくれたようだ。

　その中で、雫奈は目を光らせていた。

（よくぞ話してくださりました！　お任せくださいませご主人様！　ここは包容力が試される場面！　シズナが貴方様の不安を一気に消してみせま──）

「大丈夫。なんとなく分かってたし、アタシらもそんな気はしてた。そういう話が前まえ々まえからあったのよ。なんちゅーか、精せい霊れい説せつとか前世説とか色々あったけど、異世界説ってのもあって」

　ペティが早ぇ！　雫奈は顔を覆おおってうな垂れる。

　真面目な会話に突とつ入にゆうするが、雫奈は聞いちゃいない。

（な、なにか、なにかないものでしょうか！　シズナだってご主人様とお喋りがしたいのです！　はッ、そうです、これなら……！　あぁぁ、でもこのシズナの性格ではそんな恥ずかしいこと……。い、いえいえいえ、何を弱気になっているのでしょうか。ここは一つ距きよ離りを詰つめるためにも!!）

　雫奈は強く頷くと、ダッシュで亞紋たちの前に回りこむ。

「そ、そそそそそれもありますが、やはり何と言っても、シズナたちとご主人様を結びつけましたのは、や、やややはりあのそのあのえの」

「運命、でしょうね！　うふふっ！」

　フィリアは亞紋の腕にしがみつくと、ニコリと微笑んだ。

「うッ、ぅぅ、ぐすっ！」「!?」「!?」

　亞紋とフィリアがギョッとして視線を移動させると、顔を押さえている雫奈が見えた。

「あ、あら雫奈さん？　な、なぜ泣いてるんでしょうね!?」

「だってぇ、えぐっ、ひんっ！　い、言われるからぁ。シズナが……、ひっく、言おうとちてたのにぃ……！」

　亞紋は意味が分からず真っ青になって慌あわてているが、フィリアは理解したようだ。

（なるほど。それは悪いことしてしまいました）

　フィリアは周りを確認して、亞紋に耳打ちを。

「マスターくん。雫奈さんはたい焼きが大好きなんですよ。あそこに見えるカフェにはそれが置いてあります。後は分かりますね。うふふふ！」




「あはっ、なんて美味なんでございましょう！」

　七分後、雫奈は満面の笑みで、たい焼きを齧かじっていた。

「モネたちはさ、僕のことを知ってたんだよね？」

「ん。何となくだけどね。従者登録されると頭にマスターの声が聞こえるようになるの」

　なんでも、勇者を助けるためにギルドと呼ばれる場所で従者の登録を行うと、頭の中にグランマスターの声が聞こえてくるのだとか。

　さらにそこから一定期間が経つと、今度はその声の主が頭に浮かんでくる。

　ギルドでは声せい紋もんを調べてくれる人や、マスターの似顔絵を描かいてくれる人がおり、同じマスターを持つ者同士がチームを組むようになっていた。

　先ほどペティが精霊だの前世だの言っていたのは、このマスターとは何者なのかという話だ。アプリではグランマスターとは、勇者を助ける集団・グランナイツの一員ということになっているが、コッチの世界ではどうも違うみたいだ。

　マスターと呼ばれる存在は勇者を助けてくれるから、国が正体不明の存在を勝手に味方と認識しているだけである。

「頭の中にいるマスターは結構コロコロ変わる人が多いんだけど、わたしたちはもうずっと同じマスター──つまりお兄ちゃんが頭に浮かんでたのっ！　おかげでみんなすっごく仲良しになれてね！　今じゃ、わたしのお家でルームシェアもしてるの」

　嬉しそうに笑うモネを見ていると、亞紋も嬉しくなる。

　しかし同じ従者を入れているプレイヤーは多かったはず。

　でも脳内のマスターは一人。コレは何を条件とするのやら……。

「ねえモネ。脳内にいた僕はどんな感じだった？　この見た目？　この声だった？」

「うん。お兄ちゃんの姿はいつも浮かんでくるわけじゃなくてね、たとえば魔ま物ものと戦う時とか、ふとした時に浮かんでくるの。わたしね、お兄ちゃんが早く頭に浮かんできますようにって、いつもお星様にお願いしてたの！」

「あ、ありがとう」

「どーいたしまして！　あとね、お兄ちゃんは、いつも四角の中にいたのっ」

　するとフィリアが亞紋の胸を指す。正確には、ポケットの中にある携帯だ。

「四角い枠、というのは私も気になっていましたが、今やっと分かりました。おそらくその電話の画面だったのでしょう」

　電話や、携帯電話もこの世界にはあるらしい。マキナロイドというロボットがいるのだから、ファンタジーと言えど科学技術も発達しているようだ。

　ただ使える範はん囲いが、セントラルと一部のエリアだけであることで、情報伝達に関しても通信魔法や、手紙、伝でん書しよ鳩ばとなど、亞紋にとっては時じ代だい遅おくれに感じるものが魔法の力によって発達しており、それほど電話は普ふ及きゆうしていないらしい。

「あと、ちょっとお値段が……。だから私たちは持っていないんです」

「とにかく要はつまり、皆は画面を覗のぞき込こむ僕の姿を脳内で視てたってわけ──」

　亞紋、フリーズ。一つ、凄すさまじいことが脳のう内ない検けん索さくにヒットしてしまう。

「あ、あれっ？　も、もももしかして僕、キミたちにとんでもないこと、しちゃった……!?」

　亞紋は神に祈いのった。頼たのむ、違っていてくれ。そうじゃないと人生が終わる。

「た、たとえばその……！　キッ、キス──ッ！　とか」

　モネを見る。彼女は小さく悶もだえるような声を上げると、コクリと首を縦に動かした。

（いやああああああああああああああああああああああッッ!!）

　モネたちは画面の向こうにいる亞紋を知っている。だったら亞紋はその画面の向こうで何をしていた？　正直に言いましょう。はいそうです。はじめてのキスは液えき晶しようの味がしました。画像を大きく表示させるモードを使って、アホ面で唇を押し当てたのでしょう。

（キメエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ!!）

　それだけじゃない。可愛いだの、嫁だの言っていたのも全部、聞かれていたわけで。

『雫奈のパンツは水色かなー？　テュホホホ！』

『あーあ、ペティに馬ば鹿かにされた後に頭ナデナデされてーなー』

『いけねっ、フィリアさんに●●●●される妄もう想そうしてたらもうこんな時間だ！』

『四人とも俺の嫁だ！　ちゅっちゅっ！』

（オゥッェエエエエエエエエエエエエエエエエエエ!!）

　凄い、凄いや。どこ回想しても気持ち悪いんだもの。本気で吐はきそうになってきた。

　そうだ。もう気持ち悪くないところがない。凄まじい罪悪感。ごめんなさいゴミ虫で。

「本ッ当にゴメン！　ごめんなさい！　僕ッ、皆にとんでもないことをッッ！」

「お兄ちゃん！　何してるのっ!?」

「何って！　まずは土下座をッ！」

「気にしないでいいよ！　わたしたちは大丈夫だから！　ね？　みんなっ」

　確かに他の三人も慌てたように頷いていた。表情に不快感はないようにも見える。

　噓だ。亞紋は己の恐おそろしさとおぞましさに怯おびえ、完全に無言のまま固まってしまう。

「マスターくん。お料理が来るまで占いでもしませんか？　手相が得意なんです」

　気き遣づかってくれたのか、フィリアが話しかけてきた。未だに心はザワザワしたままだが、ずっと占ってほしかったのも事実。半ば押し切られる形で頷くことに。

「じゃあ、えっと……、総合運をお願いします」

「まあ、ごめんなさい。私、恋れん愛あい専せん門もんなんですよ」

「初めて聞いたぞい」

　フィリアはペティを無視すると亞紋の手を摑んだ。目を閉じているのに手相が分かるのだろうか？　亞紋が不思議に思っていると、なんだか異常に指を触られているような。

「うふふっ！　スベスベで綺き麗れいなおてて！　ふむふむ！　なるほどぉ。へー！」

「ど、どうなんでしょう。どんなもんですか？　いい感じですか？」

「ええ、ええ！　マスターくんは既に運命の人に出会ってますね。相性がバッチリなので、是ぜ非ひその人と仲良くなってください。これほど良い相性の人はもうおそらく一生見つかりませんよ。むしろ逃のがしたら天てん罰ばつが下るかもしれません！」

「そ、そうなんですか!?」

「そうなんですよ！　いいですか、よく聞いてくださいね。その人の名前はッ！　むあぁぁ視えます！　視えますよ！　えっとですね、名前の始まりは『フィ』ですね！　終わりの文字は、うっぅうんッ、これは『ア』かしら！　ちなみに年上です。いいですかマスターくん。フィから始まって、アで終わる年上の女性が貴方と一生を添そい遂とげる女性ですので是が非でも見つけてください。見つけ次第、愛を囁ささやいてください！　ほら、どうしたの！　早く！　プリーズ！　ハァハァ……！　それにしても可愛い手ですね、指も柔らかくて。ほら、もうちょっとよく見せて。ハァハァ、大丈夫怖くないから！」

　フィリアは呼吸を荒くしながら亞紋の指に顔を近づけると、パクっと人差し指を咥くわえる。その直後だった。ペティの掌しよう底ていが飛んできて、フィリアの頭を直ちよく撃げきしたのは。

「ぐげぇ！　ちょっとペティ！　何をするんですーッ！」

「セクハラババアに天てん誅ちゆうを一つ。真面目に占え。ショッケンランヨー」

「スキンシップですよ！　いいじゃない！　せっかくマスターくんに会えたんだから間ま違ちがいを起こしても！　あと私は二二です！　お姉さんです！　そもそもペティだって嬉しいでしょう？　短冊とか絵馬とかサンタさんへの手紙とかお祈りとか、願いが叶かなうってイベントは、全部マスターくんに会えますようにって内容だったじゃないの！」

「ちょっと！　い、言うなし！」

　ギャーギャー言い合う二人を見て、亞紋は思わず喉を鳴らす。

　本当にペティがそんな風に思ってくれていたなら嬉しいが、まさかそんな……。

「ッていうか、絵馬とか短冊とかってあるんだ」

「うん。雫奈お姉ちゃんに教えてもらったの」

　その雫奈はたい焼きをペロリと美味しく召めし上あがったようで、大きな咳せき払ばらいを一つ。

「フィリア様、ペティ、いい加減にしてくださいませ！　ご主人様の前で品のない行動は情けのうございま──ってなんですか二人とも。な、なにゆえに睨むのですか」

「いや……、雫奈さんだって。ねぇ、ペティ」

「そそそ。マスターと自分の恋愛小説書いてるようなヤツが、何を真面目ぶって……」

「ぎえええええええええええええ」

　雫奈からアプリじゃ聞いたことのない叫び声が上がり、真っ赤になって立ち上がった。

「ななななななんで言うのですかぁぁぁぁあ！」

「えッ、本当なの雫奈？」

「ぃ嫌でございますねご主人様ってば。なななな何のことでございますか！　シズナはあれもこれもどれもそれも知らないでございます本当でございます噓じゃないでございますマジでございますイヤンでございますバカンでございますウゥゥウゥゥゥゥゥ！」

　言葉のマシンガン。もはや本人も何を言っているのか分からなくなっているのだろう。

　しかし、もはや絶ぜつ叫きようである。周りに他の客はいないが、遠くに座っている人には聞こえているはず。亞紋は立ち上がって周りに頭を下げることに。それを見てペティも困り顔だ。

「や、雫奈……、言ったのはマジゴメン。でもずっと妄想で終えてたことを実際にしてもらえるんよ？　もっと喜びなって。一緒にアヒルちゃん乗ってもらいな？」

「アヒルじゃなくて白鳥でございますーッッ！」

　耐たえ切きれなくなったのか、雫奈は席を立って走り出した。すぐにペティとフィリアが追いかけて走っていくが、もう何がなんだか、カオス状態である。

「気にしないでね。いつもあんな感じなの。雫奈お姉ちゃんは大人しいから、ペティお姉ちゃんにちょっと強引に引っ張ってもらう方がいいの。あ、でも後で雫奈お姉ちゃんとスワンボートに乗ってあげてねっ。お兄ちゃんと乗るのが夢だったみたいだから」

　モネもオムライスを食べていた手を止め、雫奈を追いかけようとする。

　しかしそこで、誰かがテラス席に駆け寄ってきた。

「モネさん。大丈夫でしたか？」

「あ、レンくん！　うん、大丈夫だったよ！　おかげでとっても素敵な人に会えたの！」

　中性的な容姿、声も高い。年ねん齢れいは亞紋よりも下で、おそらく中学生くらいだろうか？

　レンと呼ばれた少年はモネたちのもとにやって来ると、すぐに亞紋に気づいた。

「素敵な人？　もしかして彼が？」

「うんっ、わたしたちのマスター！　四葉亞紋くん！」

「はじめまして亞紋さん。ボクはレン、集会所ギルドで案内の手伝いをしています」

　レンは近くにある大きな建物を指差す。

　ゲームでは買い物や従者の変へん更こうはフリック、スワイプ、タップ動作で簡単にポンポン進むことではあるが、リアルとなるとそうもいくまい。ちゃんと店員さんが必要なのだ。

　亞紋はレンを見たことがなかった。きっとゲームではそうしたＮＰＣだったのだろう。

「しかし驚きました。まさかマスターと呼ばれた存在が実際に現れるなんて。やっぱり四本の光の柱が関係しているんでしょうが、特定の人にしか見えなかったみたいで。国の方も調査に苦労してるとか何人か噂してましたよ」

　亞紋は先ほどから一度もレンと目が合っていない。

　レンは常に目線を下げていて、居心地悪そうに肩を竦すくめている。

（人見知りなのかな。分かるなぁ、僕もどっちかって言うとそうだし）

　軽い親近感を覚えたところで、亞紋はピタリと止まった。

「……ちょっと待って。四本？　それって光の柱が？」

「みたいですね。出現時期はバラバラらしいですが」

　衝しよう撃げきが走った。一瞬頭が真っ白になって、それから心臓がバクバク音を立てる。

「そう、そうかッ、どうしてその可能性に気づかなかったんだ僕は！　どうして『自分だけが巻き込まれた』と思っていたんだ！」

　そこで丁度フィリアとペティが雫奈を引っ張ってきた。

　亞紋はすぐに従者たちに説明を行う。それはつまり亞紋と同じように、Ｋ・Ｆの世界に送られた者がいるかもしれないということだ。

「そのッ、何か知らないかなレンくん！」

「たしか今日、集会所でモネさんと同じようにマスターに会ったって人が、セレン湖こ畔はんに行くって言ってましたが……」

　セレン湖畔。ストーリーモードの四章に出てきた場所だ。

　死者を蘇よみがえらせたとされる伝説の天使・セレンが眠ねむると言われている湖。その伝説は今も語かたり継つがれており、死者を蘇らせてほしいと頼みに行く者は多い。

　しかし凶きよう暴ぼうな魔物が潜ひそんでいるため、死人が増えるだけに終わる可能性も──

　そんな説明があるステージだった。

「セレン湖畔に行きたい。今ならまだその人に会えるかもしれない……！」

　ずっと好きだったモネたちにも会えて、こんなに嬉しいことはない。なのに心の中が変に燻くすぶっているのも事実だった。他の人間に会えば、その理由が分かる気がしたのだ。

「ん！　いこっかっ。お兄ちゃん」

　モネはパクパクと猛もうスピードでオムライスを詰め込むと、プリンジュースで一気に流し込んだ。雫奈たちも出発の準備を始める。

「レン。アタシのサンドイッチあげる。食べといて」

「レンくん。私のお紅茶もどーぞ！」

　ペティは戸と惑まどうレンを無理やり椅い子すに座らせていた。

　当たり前のようについて来てくれる。亞紋は四人にお礼を言って、携帯を取り出した。

　セレン湖畔は既にマップに表示されている。タップすると、ワープをするかどうかの確認画面が表示された。

　その前に食事の金を用意しようとするが、そこで動きがピタリと停止した。

「あ、あれ？　お金ってどうやって具現化させるんだ!?」

　ずっと同じパーティと装備なので、ゲーム内通貨の『ジェス』は割と持っている。

　しかし携帯の中には現在の所持金が表示されているものの、それをどうやって取り出すのかが分からない。

「あ、だったらボクが代わりに出しておきますよ、お急ぎのようなので」

「ご、ごめんレンくん！　本当ッ、後でちゃんと返すから！」

　そう、お急ぎなのだ。亞紋は僅わずかに震える指で画面をタップ、ゲートを出現させる。

「お気をつけて！」

　レンの言葉を背中に受けて、亞紋たちはセレン湖畔へと向かった。
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「本当……、一いつ瞬しゆんだなぁ」

　亞あ紋もんたちがいるのはテラス席ではなく、大きな木の下だった。

　平地が広がっていて、さらにその向こうに巨きよ大だいな湖が見える。

「お兄ちゃんっ、あれ！」

　モネが声を荒あららげたが、亞紋も既すでに確認していた。湖の前に大きなクマの魔ま物ものが見えた。

　魔物とは、魔ま人じんが作ったとされる異形の存在だ。セレン湖こ畔はんの大ボス、『タイタン』は、クマに魔ま力りよくを注入して凶きよう暴ぼう化かさせたモンスターである。

　巨大な爪つめで獲え物ものを引ひき裂さく、魔物の中でも凶きよう悪あくなタイプだった。

　問題は今、そのタイタンの前に、三つの人ひと影かげが見えること。

「まずい！」

　亞紋は叫さけぶ。あんな大きな爪なんて受けたら、すぐに殺されてしまう。

　だがそこで気づいた。タイタンの様子がおかしい。体の至るところに細かい傷きず跡あとや、点てん々てんとした血の痕あとが見える。牙きばもところどころが折れており、片目が腫はれて青アザになっていた。
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「グオオオオオオオオオオオ!!」

　タイタンが怒いかりと焦あせりに吼ほえ、大きな腕うでを思い切り振ふり上あげる。

　本能が告げているんだろう。このままでは狩かるのではなく、狩られるということを。




「体たいちゃん！　決めちゃえー！」

　右にいた従者、『キャミー』が声を上げた。

　黒い猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを持つ、獣じゆう人じんの少女であった。

「体くーん。がんばるっすー！」

　左にいた従者、『ラミー』が声を上げる。

　白いウサ耳と、まぁるい尻尾。動物の種類は違ちがうが、キャミーの姉である。

　そんな二人の応おう援えんを受けているのは、中央にいた少年だ。

　彼かれはタイタンの爪が届く前に、グッと両手の拳こぶしを握にぎり締しめてクマの懐ふところに入った。

「わりぃな。クマ公。今日のオレは、一〇〇パーセントなんでなッッ！」

　亞紋は目を奪うばわれた。少年の右みぎ腕うでのジャブがタイタンの脛すねを叩たたき、直後左ひだり腕うでから放たれたブローがタイタンの膝ひざに叩たたき込こまれる。

　すると、タイタンの全身に亀き裂れつが走り、そのまま爆ばく散さんしたではないか。

　といっても血や肉が飛び散るわけじゃない。ガラスのように破片が四散したかと思えば、破片は意思を持ったように、少年が持っていた携けい帯たい電でん話わの中に吸収されていく。

「あれ？　体ちゃん、誰だれかいるよ？」

「あん？」

　そこで向こうも亞紋たちに気づいたのか、目が合った。

　お互たがいデザインは違えど制服であること、なによりも亞紋の表情で察したようだ。

「よぉ、オメーもコッチ側か」

　ボサボサの髪かみ、鋭するどい目つき。そして両りよう隣どなりには猫ねこ少しよう女じよとウサギ少女。

　それもあってか、まさに獅し子しをイメージさせる少年だった。

「オレは快かい心しん体たい人と。ハートのキングだ」

　体人は携帯の背面を見せた。そこには亞紋と同じく、トランプのキングがあった。





　　　　◆






「じゃあ、体人くんも僕ぼくと同じなのか……」

「まぁな。カードを貰もらったらこの世界ってわけだ。オレは三日前にココに来た」

　湖のほとり。揺ゆらめく木こ陰かげの中で二人のキングは木にもたれかかり、情報を交こう換かんしていた。

　遠くの平地ではモネたちと、姉妹が楽しそうに談笑中である。

「柱の数と、トランプのスート的に考えて、四人こっちに来てるんだよね」

「だろうな。つうかオレ、ダイヤに会ったぜ。何か専門学校生らしい」

　体人は自分の携帯を取り出して、画面を見つめる。

　亞紋も、チラリとそちらを見ると、見覚えのないものが映っていた。エネミーリストと書かれたページで、そこに先ほどのタイタンの名前がある。

「それは？」

「分からん。アプリじゃこんなのなかったもんな。ただ、コッチの世界で倒たおした魔物はああやって携帯に吸い込まれてよ。ここに名前が追加されるんだぜ」

「そ、そうだ！　魔物を倒すなんて……、一体どうやって!?」

「忘れたのかよ。ゲームの中で戦ってたマスターは、そもそもオレたちの分身なんだぜ」

　体人がグッと拳を握り締めると、手首に美しい装そう飾しよくが施ほどこされたブレスレットが現れる。

「じゃ、じゃあ……、つまり僕たちが武器を持って戦うってことッ？」

　Ｋ・Ｆはどんなに弱い従者でパーティを組んでもストーリーを進めることができる。

　それが自己強化システム。つまりプレイヤーは、本人のアバターを強化すればいいのだ。

　従者ガチャではなく、装備ガチャで武器やアイテムを集めて、パーティ全体のステータスを上げる。亞紋はこれを利用して、ステータスの低い従者で頑がん張ばっていたわけだ。

「オレの武器はキングブレスレット。コイツが打だ撃げき力りよくを跳はね上あげてくれる。携帯とアプリはよく調べておいたほうが良いぜ。少なくとも、もうオレたちが知ってる代物じゃねぇ」

　世界に関しても不思議なことは多い。たとえばそれは文字、カフェのメニューは間ま違ちがいなく日本語だった。ご丁てい寧ねいに漢字やカタカナで表記されているものもある。

「なにかしらの翻ほん訳やく機き能のうが働いてるんじゃねぇかって思ってる。ヤベェとか、ぶっちゃけとか、普ふ通つうの日本語じゃねーのも伝わりやがるしな」

「そっか。そう言えばそうだね……、気づかなかった」

「ただでさえこんなヤベェことに巻き込まれてるんだぜ？　もっと警けい戒かいしとけって。あとオレが一番気になった点としてはよ、降臨召星ガチヤがねーんだよ」

　体人に言われて亞紋は改めて携帯を確認してみる。

　すると確かに降こう臨りん召しよう星せいのページが消えているではないか。

「何となく分かるよ。アプリじゃ簡単にできてたことが、ここじゃそうもいかない」

「天星のリビアス。アイツが降臨召星を仕切ってたからな。会おうとも思ったけど、誰も居場所どころか、名前も知らねぇときた」

「ストーリーにも出てこないもんね。謎なぞのキャラだし」

「まぁ会ったところで、星せい岩がんも持ってねぇしな」

　星岩。それを五〇個集めれば一回、降臨召星ができる。

　そして中にはイベントや記念日のみに配布される『極きよつ光こう星せい岩がん』という上位種も存在している。これを一個リビアスに渡わたせば、ゴールドランク以上の従者や武器が確定なのだ。ただし、その二つの星岩や、所持していた素材や貴重品、つまりアイテムがまるごと消失していた。亞紋も体人もコチラの世界に来た時は手ぶらだったので、その点とリンクしているのかもしれない。

「金だけはアプリのままなんだけどな……。まあ、いいや、とりあえず大事な音声認識を教えてやるよ」

　体人は携帯に向かって話しかける。

「オール・レスト」

　ピロンと音がした。携帯が音声を認識したのだ。

　すると遠くでお喋しやべりをしていたキャミーとラミーが光に包まれ、猛もうスピードで体人の携帯の中へ吸い込まれていく。

『ちょっと体ちゃん！　いきなり呼ばないでよ！』

『うぴーッ！　びっくりしたっす！』

「悪い。ちょっと亞紋にいろいろ説明してんだ」

　休息や休きゆう憩けいを意味するレスト。そう言えば従者を携帯電話の中、あの誰もいなかったアプリのホーム画面である『拠きよ点てん』に入れることができるのだ。

「コール！　キャミー、ラミー」

　呼ぶ時はコール。すると携帯の中から光の球体が射出され、モネたちの方へ戻もどると同時に、人のシルエットを形成する。そして光は元のキャミーたちに戻った。

「凄すごい……！」

「ああ。オレもダイヤのヤツに教えてもらうまではサッパリだったからな」

　誤発動しないように、アプリの方で設定を変えることもできるらしい。

「この携帯、バッテリーも切れないらしいぜ。三日間それなりに使ったけど大だい丈じよう夫ぶだったしな」

　画面下部にある電話マークをタップすれば、従者とテレパシーで会話もできるようだ。

「従者と脳内でやりとりができるってことはだ、周りには聞かれたくないこととか、作戦会議とかに使えるってことだな」

　さらに体人の教えで、亞紋はステータス画面に『武器の具現化』という項こう目もくを見つける。

　今までのＫ・Ｆにはなかった項目だ。武器を具現化しますか？　と書いてある。

「はい、にしとけ」

　言われた通り『はい』をタップすると、さらにショートカットの項目が表示された。

「それにチェックを入れておけば、頭の中で念じただけで武器を召しよう喚かんできる」

　武器よ出ろ。亞紋が一つ念じてみると、手に光が集い、確かな感かん触しよくが宿る。

「す、すごい！　マジで銃じゆうが出てきた……ッ！」

「ゲームで使ってたヤツと同じだろ？　それを使えば、テメェもモンスターと戦える」

　亞紋の手に現れたのは『ワイルダー』という名の銃だ。リボルバータイプで、腰こしには専用のホルスターも装備される。

「武器にはアプリと同じく、それぞれ固有の能力スキルがあって、それも使える。あとは一度武器を出せば体に魔力が宿る。これでお前も魔ま法ほう使つかいだ」

「魔力が？　でも確かに！　なんか体が軽くなった！」

「試しに跳とんでみ？　ビビるぜ」

　言われた通りジャンプを一つ。体感的には、体人の頭くらいまでは跳べる気でいたのだが、ふと気づけば体人の頭を超こえてさらにその上、木々の頂いただきへとたどり着く。

「おおおおおおおお!?」

　亞紋は自分が跳んだ高さに怯ひるみ、眼下の視界に目が眩くらんだ。

　しかし、そのまますんなりと痛みなく着地することに成功した。

「凄い、凄すぎる。自分の体じゃないみたいだ！」

　さすがにテンションが上がる。亞紋はピョンピョンピョンピョン、木の上を跳び回る。

「楽しい、うはは！　最高に気分が良いや！」

　モネたちも亞紋の変化に気づいたのか、笑顔で手を振っている。

「あ」

　その時だった。距きよ離り感かんを間違えた亞紋。その尻しりに、木の頂の太い枝が刺ささったのは。

「──うそやん」

　亞紋がポツリと呟つぶやいた。誰もが無言だった。みんな固まっている。

　唯ゆい一いつ、無表情で見ていたペティが静かに真実を口にした。

「ズッポシじゃん」




　亞紋が意識を取り戻した時、そこにあったのは好きな女の子にケツを治ち療りようされているという地じ獄ごくのような光景だった。ようこそ、黒歴史。

（あ、キャミーさんとラミーさんが笑いを堪こらえている。体人くんは僕を見てゲラゲラ笑ってる。コイツは酷ひどいヤツだ！　クソ野や郎ろうが！）

　荒あれる思考回路。亞紋はうつ伏ぶせになりながら、周囲に睨にらみを利きかせていた。

　とはいえ、やはり魔力の恩おん恵けいは凄すさまじい。身体強化が施されているようで、フィリアはすぐに治療を打ち切った。

「体はすぐに治っても、大切な物は戻ってこない気がするけれど……」

「ギャハハハ……ハ、ワリぃ笑いすぎた。そんなに睨むなって」

　そこで体人は、心配そうに亞紋を見つめているモネたちに注目した。

「亞紋、お前ちゃんと従者が四人いるんだな。オレ、ついこの前もゲームで良い従者引いてセットしたばっかなんだけど、会えたのはキャミーたちだけなんだよ」

「マスターが途と中ちゆうで代わるって言ってたし、何か条件があるのかもしれないよ」

「まあ、そうかもな。つーか、お前のパーティってマジで……」

「？」

「いや……、何でもねぇ」

　亞紋は何となくだが察した。なにせ、いくら好きな従者で戦えるとはいえ、限度という物がある。しかし世のゲーム用語には『マイオナ』や『縛しばり』といった専門用語があり、ステータスの低い従者でプレイするのは珍めずらしい話ではない。

「ん？　四……？」

　ふと、体人の表情が険しいものに変わった。

「あー、悪い！　恨うらむなら、恨んでくれて良いぞ」

　体人は前まえ髪がみをかき上げ、アンニュイな表情でそう言った。

　その手首にはキングブレスレットが──つまり武器が見える。その目、振りかぶった拳こぶし、嫌いやな予感がする。気づけば亞紋は叫んでいた。

「み、皆みんなッ！　体人から離はなれろ！」

　反射的に離れるフィリアたち。しかし唯一、モネはおろおろと困ったようにしているだけだった。だから亞紋は素早く体を起こすと、モネを抱だいて地面を蹴ける。

　反射的に振り返ると、つい先ほどまで亞紋がいた場所に地面を凹くぼませるほどのパンチが見えた。当然それを行ったのは、体人その人である。

「ハッ、よく避さけたな亞紋ッ！　トロそうに見えてなかなかやるじゃねぇか！」

「ぐッ！　本気か!?　なに考えてんだお前！」

　とにかくこのままではマズイ。そんな中でフラッシュバックする光景。

　そうか、そうだ。こういう時のための機能があるじゃないか。

「オール・レスト！」

　亞紋が叫ぶと、モネたちの体が光となって携帯の中へと吸い込まれていく。

　コレで良い。亞紋は立ち上がると、すぐに走り出した。

　だが時を同じくしてラミーが地面を蹴った。さすがはウサギ、凄まじい勢いで宙を舞まい、そのまま一回転した後に亞紋の前に着地する。

「おわっ！　あ、あの！　えっと！」

　亞紋が戸と惑まどっていると、ラミーがニコリと微笑ほほえむ。

（良かった。なんて無む邪じや気きな笑顔なんだ。これぞまさに人じん畜ちく無む──）

「ごめんなさいッす！　テヤァア！」

「痛いッスゥゥウウ！」

　バシィィと音がしたかと思うと、亞紋の頰ほおに凄まじい衝しよう撃げきが走った。

　その正体は、ラミーの平手打ちである。亞紋は凄まじい勢いで吹ふっ飛とぶと、地面の上を転がっていく。

「な、なんつう女性だ！　優しそうな顔をして……！　あぁ、痛い！」

　殴なぐられた部分を押さえて吼ほえる亞紋。痛い、本物だ。リアルな痛みだった。

（だがちょっと気持ち良い！　ちくしょう、僕のＭ魂だましいを刺し激げきしやがる！　きたねぇぞ！　ありがとうございます！）

　亞紋は病気かもしれない。

「って違う！　だああ、もう！　ラミーさん？　いきなり何をするんですかッ！」

「申し訳ないっす。でもコレ、体くんのためだから仕方ないっすよね！」

　どこからともなく鞭むちを取り出すと、ビシッと伸のばして威い嚇かくする。

「ウチは、ご褒ほう美びが欲しいんすよ。また体くんにいっぱいナデナデしてもらいたい。また熱いのもいっぱいお腹の中に欲しいからぁ。ごめんっすよ、亞紋さん！」

「!?」

　亞紋は目を見開き、停止する。

（ご褒美？　熱いの？　下ネタか!?　っていうか体人の奴やつ、もうそこまで進展してるのか？　いくら三日もあったとはいえ、最近の若者は乱れに乱れおって──ッ！　くそ！　羨うらやましい！　僕だってモネたちともっとキャッキャウフフしたいんだぞ！　おのれ体人ォオッ！　なんだか無性に腹が立ってきたな！　ファ●ク！　絶対許せねぇ！）

　一方で体人もまた同じように目を見開き、停止していた。

（ご褒美？　熱いの？　下ネタか!?　っていうか、いつの間にそんなに進展してんだよオレたち！　だいたい『また』って言うけど一回目いつだよ？　噓うそだろ!?　卒業したことが嬉うれしくて記き憶おくを失っていたとでも言うのか!?　だ、駄だ目めだ！　男として清く正しく責任を取らなければ──ッッ！）

　ちなみに亞紋も体人も童どう貞ていである。いや、本当にちなみに、なんだが。

　それにラミーが言っている『熱いご褒美』とは、熱あつ々あつのキャロットパイであって、断じて下ネタなどではない。

　そもそもこんな話をしている場合ではなかった。体人は咳せき払ばらいを一つ。

「覚えてるか亞紋。この世界に来る前、イベントの告知があっただろ」

「ッ、確か魔ま石せきを集めるイベントだったような……」

「そう、それだ。魔石は全部で四個。各スートを模した形をしていた。そしてココに来ているであろうキングも四人だ。オレがハート、お前はクラブ」

　体人は携帯の裏を指し示した。亞紋のクラブがそうであったように、体人もまたハートの一つが宝石になっている。亞紋はそこで、体人の狙ねらいを理解する。

「コレがその魔石ってことか！」

「そうだ！　説明では魔石を四つ集めれば、莫ばく大だいな力を手にすることができるってあったぜ。一つでもこんな不思議な携帯を動かす動力源になるんだ。四つとも集まれば、それこそ元の世界に帰るだけのパワーを得ることができるかもしれねぇ！」

「む、むちゃくちゃだ！　いくらなんでも確証がない！」

「だが、少なくとも大きな力を手にすることはできるはずだぜ！」

「バカ言うな！　付き合ってられるかッ！」

　亞紋は携帯を取り出してセントラルへ続くゲートを後方に出現させる。

　だが同時に体人の携帯が震ふるえた。急いで画面を確認すれば、『クラブのキングがゲートを出現させました。許可しますか？』と表示されているではないか。

　体人はすぐに『いいえ』をタップする。すると亞紋のゲートに×マークが重なり、そこを通とおり抜ぬけようとした亞紋は壁かべにぶつかるように弾はじかれた。

「は！　マジかよ！」

「へぇ！　こんな機能まであるなんざ知らなかったぜ。さあ、続きだ亞紋」

「お、落ち着いてよ体人！　僕たちが戦う理由はないだろッ！」

　消え去るゲート。前に出る体人と、後ろに下がる亞紋。

「ほ、宝石を集めるなら携帯を奪わなくても、キングたちが集合すればいいだけだ！」

「だったら、もしも帰れる人間が一人だけだったらどうする？　亞紋、オレは元の世界に帰りてぇんだよ」

　仮に奪い合いのルールにでもなった時、体人は勝利を目指さないといけない。

「オレは賢かしこい大人にはなれない。今ココで中ちゆう途と半はん端ぱにお前たちと仲良くなっちまったら、オレはお前を殴れなくなる。安心しろ、何も殺すわけじゃねーし、みんなで帰れるならオレはお前をちゃんと元の世界に帰してやるよ」

「でも……！　だからって──ッッ!!」

「この世界は、オレには魅み力りよく的てきすぎる」

　体人がポツリと漏もらした言葉がいやに引っかかった。深く心に刺さった。

　すると携帯から声。どうやら中にいるモネたちも話を聞いていたようだ。

『マスター、出して！』

　ペティの大きな声が聞こえた。

『早く！』

「あ、ああ！　コール！　ペティ！」

　携帯からペティが飛び出してきた。彼かの女じよは体術で戦うファイターだ。炎ほのおを纏まとった蹴りで体人を狙うが、飛び出してきたラミーが同じく蹴りでガードに入った。

「なあウサちゃんさんよ。ウチのマスターになにしてんの？　しばき倒すよ」

「怖こわいっすねぇ。カリカリするとブスになるっすよ」

　それぞれのマスターは若干引き気味で、その競り合いを見ていた。さっきまで笑顔でお喋りしていた者同士とは思えない。まあ、その理由が自分たちなのだが。

「や、やっちまえラミー！　キャミーも頼たのむぜ！」

「任せて体ちゃん。亞紋の携帯を奪えばいいのね！」

　戦いたくはないが、向こうがやる気である以上、抵てい抗こうしないわけにもいくまい。

　亞紋はコールを使用して、従者を全員呼び出す。

「ペティと雫しず奈なはラミーを！　モネとフィリアさんはキャミーを止めてくれ！」

「おけ！」「お任せを！」「任せてお兄ちゃんっ」「了りよう解かいですわ」

　それぞれ走り出す従者たち。二対一という状じよう況きようは亞紋側が有利に思えるが、この戦いは非常にマズイものがあった。それは性能の差である。

　亞紋はラミーとキャミー姉妹には見覚えがあった。というのもスコアランキング上位のプレイヤー、『Ｎ・Ｇ』があの姉妹を使用しているのだ。

（レア度は共にシルバー。モネたちよりも高い……！）

　ということは？　亞紋は注意深く観察してみる。

「むきぃいいいいいい！　どうして全然ッ当たらないのぉお！」

　掠かすれたフィリアの声が聞こえてきた。彼女の武器はロッドだ。長い棒の先せん端たんに、おみくじでも入っていそうな六角形の筒つつがくっついている。それを振るうと、三日月状のエネルギーが発射されて、キャミーに向かって飛んでいった。

　しかし何度飛ばしても全く当たらない。キャミーはニヤニヤしながらステップでそれを回かい避ひしている。

「ニャハハハ！　どうしたの？　全然当たってないよおばさん！」

「ゼェゼェ！　にじゅうッにさい！　ハァハァ！」

　何故か攻こう撃げきしている側のフィリアが汗あせだくになって息を荒らげている。

　フィリアは空くう間かん把は握あく能のう力りよくに特化しているため、当然キャミーの動きは手に取るように分かっている。分かっているのだが──攻撃を当てる技術がない。

「え、えいっ！」

　フィリアを助けようとモネが加勢に入る。彼女は大地の力を操る魔ま法ほう少しよう女じよだ。武器は魔法のステッキだ。先端にはネコちゃんの顔がくっついている。随ずい分ぶんと可愛らしく、ファンシーなデザインだった。

　モネがステッキを前に出すとネコちゃんの両目が光り、攻撃魔法が発動される。

　飛んでいくのは石ころだ。スピードはそれほど速くない。キャミーは何のことはなく体を反らして回避してみせる。

「んぁ」

　モネは口を開けて困った。

　何もかも足りていないのがモネの弱さだった。威い力りよくやスピード、攻撃のバリエーション。なによりも優しさから、相手を叩きのめすという闘とう志しが足りない。

「あー、もう全然ダメッ！　いい？　攻撃っていうのは──」

　キャミーが着ている服の両りよう肩かた部分は毛皮になっており、そこからブチリと毛を抜くと、それが小型のナイフへと変化する。

「こうするの！」

　数は三本、キャミーはそれを一斉に投げた。

　黒い閃せん光こうはあっという間にモネに直ちよく撃げきし、その体からは虹にじ色いろの光が飛び散る。

「きゃぁああぁッ！」

　モネが悲鳴を上げた。しかしナイフの刃はが刺さらずに地面に落ちたのは、今モネの体から散った光に秘密がある。それは血液ではなく光の粒りゆう子し、『マナ』というものだ。

　魔力を持っている者は皆、このマナを生み出すことができ、それを炎に変えたり水に変えたり、体の周りに鎧ベールとして纏わせたりする。

　これがあれば華きや奢しやに見えるモネだって、刃やいばを受けたとしても立っていられるわけだ。だがもちろんマナは無限ではない。攻撃を受ければ今のようにベールは削けずられていき、体を纏うマナが全て剝はがれ落おちれば、次に流すのは赤い血液というわけだ。

　その厚さや防ぼう御ぎよ力りよくは才能によって左右されるが、少なくともモネは優秀な方ではない。

「うぅぅ、いたいよぉ」

　モネはナイフが当たったお腹を撫なでている。痛みで戦意を喪そう失しつしてしまったらしい。




　一方で、亞紋は別の悲鳴を聞いた。

　顔をそちらに向けると、ペティが地面を転がっているのが見えた。

　亞紋は確認していなかったが、ラミーがドロップキックを命中させたのだ。

　さらにその反動を利用してラミーは雫奈の方に跳んでいく。

「次はお嬢じようさんっすよ！」

「浅はかな！　撃うち落おとしてくれる！」

　雫奈の武器は弓だ。リムの部分に氷のブレードがついており、接近戦も可能である。

　弦つるを引ひき絞しぼると水が出現し、収束して矢の形に変化する。そして弦を放すと、水の矢が発射されて、ラミーに向かって飛んでいく。

　狙いは良い。実に的確だ。だが威力が足りない。ラミーが毛を一本抜くと、それが短鞭に変わり、振るえば次つぎ々つぎに矢が粉ふん砕さいされて飛沫しぶきに変わってしまう。

「良いでしょう。来なさい！　このシズナ、ご主人様のために絶対に負けませ──」

　一分後、負けた雫奈はうつ伏せに転がされ、鞭でお尻を叩かれていた。

「えいっ！　えい！　えいっすッ！」

「あぁッ！　んひゃぁ！　ふぁんっ！　ひぐッッ！　ごめんなさぃ、もうゆるひてぇ！」

　結局、戻ってきたペティがドロップキックでラミーの背中を蹴って雫奈を救出するが、受けたダメージと羞しゆう恥ち心しんは相当な物だろう。

　それを見ていた亞紋はゴクリと喉のどを鳴らす。

「……えろいことになったな」

　あ、間違えた。えらいことになってしまった。

　しかし雫奈の姿に見み惚とれてしまったが、本人からしてみれば苦しいことだったろう。

　そこでまた浮うかんでくるアプリとの差。モネたちは大きなモンスターだの従者だのに殴られたり、蹴られたり、斬きられたりする。だがそれは作り物だと分かっているから何も思わなかった。でも今は違う。モネたちは確かにそこにいて、攻撃を受ければ苦しむリアクションがダイレクトに伝わってくる。

　それをただ見ているだけというのは心苦しい。かといってただの人間である亞紋が前に出ても、それは逆に足を引っ張ることになってしま──

「あ。ぼ、僕も戦えるんだった……！」

　ハッとして前を向く。するとそこには丁度動き出した体人が見えた。

「さて、そろそろ始めようぜ亞紋！　安心しろ、オレたちもマナの鎧は纏ってる。思う存分やればいい！」

「マジか……」

　だが亞紋もこのままではいけないと思っていたところだ。丁度いいと銃を抜く。

「覚かく悟ごを決めるしかないってか……！」

　臆おくすることはない。体人の武器はゴールドランクだが、亞紋のワイルダーだって同じだ。条件はそこまで違わない。亞紋は銃じゆう口こうを体人に向けて、狙いを定める。

（体人はインファイター。大丈夫ッ、銃なら勝機はある！）

　体人が走り出した。だから亞紋も発はつ砲ぽうする。

　放たれた高速の弾だん丸がんを、体人は僅わずかに体を反らして回避した。

（え？　う、噓だろ!?）

　連射したが同じだった。体人は迫せまる弾丸を的確に回避していく。そうしているとカチカチと音がするだけでワイルダーから弾たまが出なくなった。

　焦る。なにせゲームじゃ何発撃っても弾切れなんて起きなかった。適当に銃に触さわると、どうやら中折式だったようだ。銃の中央が割れて銃口が地面に、シリンダーの穴が空に向く。さらに薬やつ莢きようが排はい出しゆつされるが、これは使用者の魔力の塊かたまりだ。亞紋に纏わり付いたマナが自動的にシリンダーの穴に装そう塡てんされていき、リロードは完かん了りようする。

　一安心？　いやいや、ふと気づけば、体人がすぐ目の前にいた。

「クソッ！」

　撃っても当たらない気がしたので、亞紋は銃を持った腕を横に振るった。硬かたいグリップ部分で殴りつけようというのだ。だが結果は空から振ぶりである。

　体人は上体を後ろへ反らすことで、完全に攻撃の範はん囲いから外れていた。

「その動きッ、スウェーバック、ボクシングか！」

「へぇ、知ってんのか。正解」

「漫まん画がで見たことがあ──」

　バンッと衝撃を感じたかと思うと、亞紋の視界がブラックアウトする。

　顔面を殴られたということは分かった。だがそれほど痛くはない。肉体が強化されているからなのか？

「シュッ！」

　いや、訂てい正せい。体人は本当に軽く、右手のジャブで亞紋の顔を小こ突づいただけだ。

　目的は亞紋を怯ませ、反射で目を閉じさせること。視界がゼロになった亞紋は、殴られた事実を踏ふまえて、『顔のみ』に神経を集中させるだろう。

　体人はその隙すきをついて、亞紋の腹部に渾こん身しんのパンチを打ち込んだのだ。

「ゴォオ──ッ！」

　やられた、亞紋がそう思った時には、体が『く』の字になって吹き飛んでいるところだった。パンチで吹っ飛ぶなんて、まるで漫画みたいだ。

『漫画とか、ゲームとか見ても、楽しいと思わ──』

　あぁ。それは今思い出すことなのだろうか……？




「がはぁっ！」

　亞紋が我に返ったのは、木の幹に体がぶつかった時だった。

（まずい、息ができない！　くそ、ふざけんなッ、本気で殴りすぎだろ！）

　吸うことも吐はくことも無理だった。そして時を同じくして悟さとる。

（駄目だッ、体人には勝てない！　実力も気持ちも、何もかも負けてる……ッ！）

　一いち撃げきで戦意を喪失させるだけの威力と迫はく力りよくがあった。

　拳を打ち込んでくる体人の目は、紛まぎれもなく獲物を狙う獅子のそれだ。

「おらおらどうした？　まだダウンには早すぎるぜ！」

　何とか立ち上がった亞紋だが、既に体人が目の前にいた。

　右のジャブが再び胸を打つ。痛くはない。直後、左ストレートが亞紋の肩かたを強打した。

　痛い。重い。亞紋は数歩後ろに下がった後に地面へ倒れた。そんな亞紋の周りに、同じく吹き飛ばされたモネたちが転がってくる。

「よし、お前ら良くやってくれたな」

「もっちろん！　体ちゃんのためだもんね！」

「体くん！　後でいっぱいナデナデしてほしいっすー！」

　体人たちは余よ裕ゆうの表情で並び立つ。そう、彼らはまだ余裕なのだ。

「おいおい頼むぜ亞紋。オレはまだスキルすら発動してないんだ」

　武器についている特とく殊しゆ能のう力りよく。亞紋のワイルダーのスキルは『ホークアイ』。視力が上じよう昇しようし、狙いやすくなるというものだった。

「オレのスキルはグローリー、攻撃を受けるたびにオレの攻こう撃げき力りよくも上がっていくんだぜ」

　体人は、ご丁寧に自分の力を教えてくれたわけだが、それは勝つ自信があったからだ。

　亞紋にとっては絶望の情報である。いよいよもって勝てる見み込こみがゼロになってきた。それだけならば、まだ良かったのだが……。

「お前、クラブのキングだろ、あんまりガッカリさせんなよ？」

「にゃはっ！　意地悪言っちゃ駄目だよ。だって体ちゃんより強いクラブの人っていないんでしょ？」

　何故クラブに限定する？　いや、言葉通りの意味だとしたら一つだけ心当たりがある。

「体人、お前まさかッ、Ｎ・Ｇか!?」

　体人は自じ慢まんげな笑みを浮かべ、親指で自らを指し示すジェスチャーを取った。

「ああ、そうだぜ！　Ｎ・Ｇはこのオレ！　快心体人様よ！」

「マジか……ッ！　総合ランキング三位ッ！」

　スコアランキング、ハート部門では一位、総合ランキングでは三位のプレイヤー。

　亞紋が確認した時点では一位がスペード、二位がダイヤのため、キャミーが言った通りである。つまり体人より強いクラブは存在しないのだ。

　スコアランキングにすら載っていない亞紋は論外である。

　まじまじと力の違いを理解する。しかしそれを知らない亞紋の従者たちは、今がチャンスと思ったのか抵抗の意を示した。

　モネがステッキを上にかざすと、体人たちの視界を埋うめ尽つくすほどの砂すな煙けむりが発生する。それが目に入ったのか、体人たちは呻うめきながら後退していった。

　すぐに砂煙からペティ、雫奈、フィリアの三人が飛び出していった。

　だが体人を守るため、キャミーとラミーも前に出て応戦する。

　そこで体人は気づく。砂煙が晴れると、亞紋とモネの姿が消えていたのだ。

「ん？　隠かくれたのか？」

　そう、モネは亞紋を連れて近くにあった木の上に身を隠した。

　葉っぱに囲まれながら、二人は太い枝の上に座っている。

「大丈夫お兄ちゃんッ？　ごめんね、わたし……、回復魔法も使えないの」

「いや、いや……、大丈夫、平気だよ。ありがとう」

　亞紋はチラリと下を確認した。予想通りの結果が見えた。

　皆、やられてる。だから携帯を取り出して電話のマークをタップした。

「みんな、降参しよう。僕たちじゃ体人たちには勝てない」

　テレパシーを使う。モネだけではなく、他の三人にも聞こえているだろう。

「……お兄ちゃんがそう言うなら、そうだよね」

　モネの返事に亞紋は思わず息を呑のんだ。それは今までアプリじゃ一度だって見たことのない悲しい笑顔だった。眉まゆ尻じりを下げ、目を細め、呆あきれたような──ガッカリしたように笑う。モネの印象はいつも無邪気で、楽しそうに笑っている顔が亞紋は好きだった。

　なのにそれとは違う、歪ゆがみきった笑顔だった。

　モネはこんな顔をするのか……。亞紋はそう思った。

「降参賛成。正直もう無理。あいつら強すぎっしょ」

　ペティは仰あお向むけになってため息をついた。

「い、いいの？」

「いいよ、おけおけ。頑張るとかサムいだけだし……」

　なんだか変だ。

　ペティは確かにアンニュイだけど、そんなことを言うキャラクターでもなかった。

　だって、彼女は炎を操る少女だ。性格は冷めているように見えても、その根っこには熱いものがある。そういうところを好きになったのに……。

「そうですね。我われ々われには当然の結果でございます。蛙かえるは大海に出てはいけないのです」

　震える声で雫奈が賛成してくれた。悔くやしげで、目には涙なみだが浮かんでいた。

「負けるのは運命だったのでしょうね。そうですよ、弱いから負ける、当然じゃないですか。簡単ですね……」

　フィリアの掠れる声が脳に響ひびいた。よく分からない。何かが剝はく離りしていく感覚があった。亞紋はたくさんＫ・Ｆで遊んだ。毎日モネと顔を合わせた。ボイスパターンは全部覚えた。担当声優さんの他のアニメを見て、会話を脳内で妄もう想そうした。

　モネたちのことなら全部分かった気がしてた。してたのに……。

「ママとパパがね、お家に帰ってこないの」

　モネは薄うすく笑みを浮かべながら、両親のことを話し始める。

「たまに帰ってくるんだけど、またすぐに出ていっちゃう。お仕事だって言ってたけど、何をしてるかは教えてくれないの。モネにはまだ早いって……」

　モネはギュッと自分の肩を抱いた。亞紋には分からない苦しみがあるのだろう。

「ママから言われたの。従者になって世界を見てきなさいって。モネが成長したら、お仕事のことを教えてくれるって……。でもそんなの噓だったのかもしれない。わたし、とっても弱いし、できそこないだしっ。もしかして捨てられちゃったのかも……」

　ジワリと、モネの目に涙が浮かぶ。

「でも、いいもん。お兄ちゃんが慰なぐさめてくれるからいいもん……」

　亞紋は馬ば鹿かなことを思った。自分で言い出したくせに、これでいいのかと思った。

「諦あきらめたみたい。やったね体ちゃん！」「ウピャピャ！　ウチらの勝利っす！」

　一方でキャミーとラミーはハイタッチ。だが、肝かん心じんの体人が腕を組んで唸うなっている。

「……納得がいかねぇな」

「「へ？」」

「おい亞紋！　ざけんなよお前ッッ！」

　体人は声を張り上げる。どうやら独り言ではなく、亞紋に話しかけているようだ。

「テメェを慕したってくれてる女に戦わせて、自分は安全なところに潜せん伏ぷくってか？　臆おく病びよう者ものが！　腐くさってんぞお前ッ！」

（ふ、ふざけてるのはどっちだよ、そっちが仕し掛かけてきたんだろうが！）

　そうは思ったが、その怒りはすぐに消え去る。どうせ今から降参するんだから。

「お黙だまりなさい！　貴方にマスターくんの何が分かるんですか！」

　だがその時だった。体人の声よりも大きなフィリアの声が聞こえてきたのは。

「その通り！　ご主人様は臆病者ではございまぬ！　未熟なシズナたちのためにずっと戦ってくれた勇ゆう敢かんな人です！　これ以上バカにするというのなら、たとえ刺し違えても討ち取ってくれようぞ！　俗ぞく物ぶつがッ！」

　雫奈も続き、声を荒らげる。

「ま、アンタみたいな脳筋ライオンよりは百倍素敵なマスターだな」

　ペティがニヤリと笑って呟いた。

「俗物……。の、脳筋って──ッ！」

「ちょっと！　そっちこそ体ちゃんの悪口言わないでよ！」

「そうっすよ！　体くんとっても良い人っすよ！　昨日なんてカレーに入ってるニンジンを全部ウチにくれたっす！　美味しかったっすよ！」

「……あれはオレがニンジン嫌きらいなだけ」

「え」

　怒ど号ごうを浴びせられたのがショックだったか、体人は怯み、動きを止めてしまう。

　そこに向かって走っていくペティたち。キャミーたちもすぐに迎むかえ撃うとうと走り出す。

　しかし──ショックを受けたのは亞紋も同じだった。何かがおかしい。何かが違う。分からないことばかりだ。でも確かに分かる『傷』があった。

　そうだ。今まで感じたことのない痛みが胸の奥おくにあるのは、決して気のせいではない。

「──して」

　小さく呟いた。聞こえないので、モネは首を傾かしげる。

「どうしてキミたちは僕を慕ってくれるんだ。僕なんか、むしろ気持ち悪いところばかりで、嫌われるのが普通なのに──ッ！　苦しいんだ……、理由の分からない好意は」

　怖いんだ。亞紋はそう付け加える。するとモネはギュッと両手で亞紋の手を包み込んだ。モネの表情は未だにどこか硬いが、それでも必死に笑顔を浮かべていた。

「僕なんかなんて言わないで。お兄ちゃんは、わたしたちの希望なんだよ」

「ッ、希望？」

「大丈夫、キミたちは役立たずなんかじゃない。僕の希望だ」

　目が見開かれる。その言葉には覚えがあった。

　モネは亞紋のリアクションを見て悟ったのか、ニコリと嬉しそうに微笑む。

「覚えててくれたんだね」

　今でこそモネたちは亞紋の従者であるが、亞紋がゲームを始めたのはアプリがリリースされてから少し後。彼女たちもまたマスターが代わったことはある。まだ誰の姿も具現化できていない頃ころ、脳内に響く声。四人とも同じようなことを言われてパーティからすぐに外された。

『弱い』『使えない』『ゴミ』『ハズレ』『雑魚』『いらね』『劣れつ化か』

「悲しかった。弱いのは……、わたし自身分かってたけど」

「モネ……」

「死ねって言われたこともあったよ！　ひどいよね……、さいあくっ」

　仕方ない。亞紋の世界の人間は、モネたちが実在していることを知らない。だからなんとでも言える。そもそもモネはプレイヤーのヘイトを集めやすく設定されているのだし。

「でもね、そんな時、お兄ちゃんが来てくれた」

　亞紋は一番初めに組んだパーティを一度たりとも変へん更こうすることはなかった。

「わたしたち、どこに行ってもすぐにパーティから外されちゃうから、お友達ができなくて……。でもお兄ちゃんのおかげで素敵な親友ができたの！」

　それだけじゃない、亞紋はモネたちが負けても必死に励はげましてくれた。勝てたらいっぱい褒ほめてくれた。そしていつだったか、亞紋は微笑みかける。

『大丈夫、キミたちは役立たずなんかじゃない。僕の希望だ』

『絶対に見捨てない。一いつ緒しよに強くなろう』

『キミたちは──』

　無意識に、亞紋は続きを口にしていた。

「キミたちは、僕の……、希望だ」

「うんっ！　本当にっ！　本当に嬉しかった！」

「モネ、僕は──」

「だから……、わたしたちはお兄ちゃんが大好きなんだよっ！」

　モネは、泣きそうな顔で笑った。

「わたしたちを見捨てないでね。お願いっ、嫌いにならないでね……」

　同じだった。

　今のモネが浮かべている笑顔は、あの時、白はく亞あが浮かべていたものと全く一緒だった。

　亞紋が一番嫌いな笑顔だった。




　それはまさに──雷らい光こうの到とう来らいだった。亞紋の心に雷かみなりが落ちた。




「なにやってるんだ……、僕は」

　声が漏れる。馬鹿な男だ──つくづくそう思った。

「何もかも違う」

　降参しようと言った時、みんなは賛成してくれたが、亞紋はそれが嫌だった。

　だって解かい釈しやくが違う。アプリの中の皆はもっとプラス思考で、そんなことを言わないはずなのだ。モネは怖がるけど必死に立ち向かう。ペティは冷めてるけど熱い。雫奈は凜りんとして。フィリアは苦しい運命にある人を助けようとする。

　僅かなテキストとデータの中で、亞紋はそんな彼女たちに恋こいをした。だからモネたちにはいつも前を見ていてほしかった。自分の腕を引っ張ってくれる気がしたから……。

　なら、今、後ろ向きなことを言わせたのは誰だ？　彼女たちの魅力を有う耶や無む耶やにしてしまおうとしているのは誰なんだ？

（決まってるじゃないか。僕だ……！）

　違う。いや、こんな話じゃない。亞紋は頭を抱かかえる。

　そりゃ戦うのは嫌なはずだし、諦めたくなるのも不思議ではない。

　だってモネたちは生きている。生きていれば──怖いと思うことだってあるだろう。

　そうだ。ずっと亞紋はモネたちのことを『架か空くう』の存在だと思っていたのだ。

　だから愛したし、だから愛せた……。

（一緒に強くなろう。あの言葉はモネたちに向けた言葉じゃない。ただのデータ、幻げん想そうに向けた言葉なんだ──ッ！）

　それをずっと信じてきたのか。それを糧かてにしてきたのか。

　あんな、適当に口にした言葉を……、ずっと大切にしてくれていたのか。

「でも──違うんだ、違う。そうだ、僕は本物を愛することが怖かっただけだッ！」

　亞紋は目を閉じ、歯を食いしばる。好きになりたいのに好きになってはいけないと、心がブレーキをかける。握り締めたこの手。今の手。伝わる体温は本物だ。

　モネはゲームのキャラクターなんかじゃない。今、ここで確かに生きている。

　でもモネたちは本物の亞紋に会いたかったが、亞紋はニセモノのモネたちが良かった。

「ずっと逃にげたかった……ッ」

　本物を得ようとするな。本物に夢を見るな。本物を愛するな。それらは全て白亞からお願いされたことだ。亞紋は今も、その呪じゆ縛ばくから逃げ出せずにいただけ。

　怖かった。白亞は生きている。そんな情報は、母や親しん戚せきがついた優しい噓かもしれない。本当に白亞は死んでいて、それは自殺で、だったらその原因を作ったのは──

　だから、亞紋は白亞との約束を守り続けた。何事もほどほどで、そして何も愛さない。

　そうすれば白亞は生きている気がして、心が楽になった。

　でもそんなのは辛つらいから、せめて幻想王国ニセモノを愛そうと思ったんだ。

（そんな馬鹿なことをいつまでもッ！　いい加減にしろよ四葉亞紋ぼくッ！）

　その時、その瞬しゆん間かん、空間が震えた気がした。

　全ての記憶が熱を放つ。加速する魂。亞紋の目に、その瞳ひとみに、確かな炎が宿ったのだ。

（駄目だ！　おかしいと思ってるなら変わらなくちゃダメなんだ──ッ！）

　たぶん、きっと、『あの人』はおかしいとすら思えなくなったんだ。

　だからあんな悲しいことで、嬉しそうに笑ってたんだ。亞紋はグッと拳を握り締めた。少なくともモネたちには、同じような笑顔を浮かべてほしくなかった。

（何をしてあげられたのか。どうすればよかったのか。いや──……、いや、いや、いやいや違う。そうだ、違う。あれは過去だ。あの人はどうあっても帰ってこない。いや、もしかしたら帰ってくるかもしれないが、少なくともそれは今じゃない。いい加減に直視しろ。全ての感情を自分に注げ。自分だけに向けるんだ──ッ！）

　誰の顔色を窺うかがうでもない。強いていうなら、モネたちだけを視るんだ。

「もう幻想を言い訳にするのはたくさんだ。もう幻まぼろしに逃げるのは止めるべきだ」

　白亞を言い訳に使うのは止めるんだ。やりたいことをやるんだ。

　そうだ。だったらまずは何をすればいい。何がしたい？

　決まっている。モネたちを好きだということ。モネたちを勝たせてあげたいこと。

　それを──本物にすればいい。変わるんだ、今、ここで！

「モネ、やっぱり僕は戦うよ。キミたちの前で格好悪いのはイヤなんだ」

「っ、お兄ちゃん……！」

「みんなも、ゴメン。疲つかれたろうけど、痛いだろうけど、もう少しだけ頑張ってほしい」

　テレパシーを使う。返事はみんな同じだった。

（どうすれば体人に勝てる？　下手に攻撃をしたらグローリーが発動して……）

　待て。コレはゲームじゃない。コレは──

（現実だ！）




　木の下ではキャミーがうんざりしたように伸びをしていた。

　向かってくるペティたちを返り討ちにするのは飽あきたのだ。

「ねー、体ちゃん。もッ帰ろうよ。亞紋ちゃんいないじゃん。逃げちゃったんだって」

「いや、あの野郎は必ずこの近くにいる」

　体人は腕を組み、一本の木を睨みながら呟いた。

「従者を置いて逃げるなんざ王のやることじゃねぇ。オレたちはキングに選ばれたんだ。なんでかは知らねぇが……」

　体人は気づいていた。ペティたちの笑っている表情、その輝かがやき、諦めた者の瞳じゃない。

「──そこには、確かな意味があるとオレは思ってんぜ」

　ボトリと、木の上から何かが落ちてきた。亞紋だ。すぐに立ち上がって走り出す。

「勝負だッ！　快心体人ォオ！」

「おせェんだよ！　テメェの従者ッ、五回はダウンさせたぜ！」

「だったら後で五五五回謝る！　だからそのために、まずはお前を倒すッッ！」

「上等だ！　やってみろ！」

　交差する視線。だが体人の前にキャミーとラミーが並び立ち、武器を構えた。

「邪じや魔まだ退けぇッッ！」

「んなッ！」「ぴぃ！」

　亞紋の鬼き気き迫る迫力に、キャミーたちは一瞬怯んだような表情を浮かべた。

　何より、体人が手を伸ばしてキャミーたちをかき分ける。

「いい、オレがやる！　お前らは下がってろ！」

「た、体ちゃんがそう言うニャら……！」「了解っす！」

　亞紋と体人。二人の視線がぶつかり合い、火花を散らした。

　距きよ離りを詰つめていくなか、亞紋はスキルを発動。全神経を集中させて体人の動きを見る。

　そんな中、まずは言葉がぶつかった。体人が口を開いたのだ。

「おいおい、さっきまでビビッてた奴がどういうつもりだ！」

「言い訳はやめたんだ！　僕は僕のやりたいことをやる！　心の中にあるモヤモヤとか、そういうのまずッ全部お前に重ねて、ブッ飛ばしてやる！」

　亞紋は銃を抜いて、引き金を引いた。

「だからお前はッ、僕の礎いしずえになれ！」

　体人はニヤリと笑うと、飛んできた弾丸をヒラリとかわしてみせる。

「勝手な野郎だ！　でも嫌いじゃないぜ、そのハート！」

　よく分からない理由に聞こえたが、亞紋の中では納得がいっているのだろう。

　体人だってそうだ。仕掛けた理由は亞紋からしてみれば理り不ふ尽じんなものだったはず。

　しかし互いにちゃんとした理由、芯しんがあった。自分が納得していればそれでいい。

　その傲ごう慢まんさがむしろ──王キングらしいではないか。

「王オレの前にひれ伏ふせ。亞紋」

　体人の右手が、亞紋のみぞおちに届く。痛みはない。衝撃もそれほどでもない。

　だが次の瞬間、体人の左手が亞紋の頰に抉えぐり刺ささった。

（決まったぜ。ストレート、ノックアウトだ！）

　体人はもう一度ニヤリと笑い──

「あとッ、もう一つッッ！」

「な、なにッ！」

　すぐにその笑みを消した。

　亞紋は体人の拳を頰に受けながらも、確かに踏みとどまっていた。ギラリと光った眼光は、真っ直ぐに体人の瞳の奥を睨みつける。

　確実にダウンを奪ったと思っていたため、体人は思わず動きを止めてしまった。

「お前の言う通りだ！　雫奈たちに任せて隠れてるだけなんて──ッ！　そんなの王ぼくのプライドが許さないッ！」

　亞紋は持っていた銃から手を放し、両手で体人の腕を絡からめ取とった。

「モネたちは僕に希望をくれた。逃げ道だったけど、僕には必要だったんだ！」

　体人はすぐに腕を振りほどこうとしたが、亞紋も全力で阻そ止しする。

　ましてや体人は話の続きが気になってしまったようだ。倒れると思っていた男が倒れなかった理由を知りたくてたまらない。大迫力の馬鹿野郎はどうして生まれたのか？

「だから格好つけたいんだよ！　彼女たちに、カッコいいって思ってほしいんだッ！」

　亞紋が叫ぶ。ゴッと音が響いた。凄まじい衝撃を感じて、お互いの視界がブレる。

「お前を倒せば、少しは見直してくれるかもしれないだろ！」

　亞紋が渾身の力を込めて繰くり出だした攻撃は、『頭ず突つき』である。

　目の前に星が散る。光の虫が這はい回まわる。チカチカとする視界。

「「いってぇええええ!!」」

　攻撃をしかけた側と、受けた側、二つの声が見事に重なる。

　亞紋は既にテレパシーを通じてモネたちに作戦を伝えていた。

　少ない情報で展開を予想し、勝利をたぐり寄せる。しかし一つだけ不安定な要素が存在していた。つまり賭かけだ。それは体人に一撃を当てた後のことである。
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「体ちゃん！」「体くん!!」

　亞紋は見た。体人を攻撃されたからか、キャミーたちは言いつけを破り、地面を蹴った。

　体人を守るために距離を詰める。だからこそ体人たち三人が、一箇か所しよに集まった。

　それを見た亞紋は、ズキズキと痛みを放つ頭を押さえてニヤリと笑う。

「この勝負ッ、もらった！」

　そうは言うが、亞紋は追つい撃げきを行うわけでもなく、体人に背を向けて全速力で走り出した。

「ッんだと……？　ココで退たい避ひ行こう動どうだぁ？」

　理解に苦しむ体人だが、ふと気配を感じて視線を移動させる。

　そこには手を重ね合わせている雫奈とペティの姿が。

「あッ、ヤベェ！」

　次の瞬間、二人が同時に突つき出だした掌てのひらから凄まじい勢いで水蒸気が吹き出した。

「うぉおおおおおお!!」「きゃぁあ！」「うぴゃあああああ!!」

　蒸気はすぐに湯気に変わり、体人たちの視界を白一色に染める。

（やられたッ、クソ！　合体魔法か……！）

　アプリにはない。ココじゃなきゃできないことだ。

　魔法の霧きりは心なしか、白が濃こいように感じる。

「モネ！」

「任せてお兄ちゃんっ！」

　濁にごる視界の中で声が聞こえた。すると激しい目め眩まいに襲おそわれる。

　体人はすぐにそれが自分ではなく、地面の異変によるものであることに気づいた。

「ふわぁぁあ、体ちゃん！　ブルブルだよぉ！」

「怖いっすーッ！　この白いのもなんすかコレ！　吸ってもいいんっすかーっ!?」

「落ち着け、ただの湯気──霧だ！　って、おいどこ摑つかんでんだキャミー！」

　視界が悪い中での揺れ。体人はたまらず両りよう膝ひざをついてしまう。

（モネに命令を出してたな、アイツ……。地面を揺らしてんのか!?）

　体人もモネのことは知っている。大地の力を使うとあったが、せいぜい石ころを飛ばしたり、砂煙で相手の視界を奪う程度の力しか使っていなかった。それがまさか地面そのものに干かん渉しようできるほどの魔法を使ってくるとは。

　にしても揺れ方が変だ。グワングワンと遅く長い。まるで船の上だ。

「体ちゃん！　あたし、亞紋たち捜しに走るよ！」

「いや待てキャミー！　おびき寄せる罠わなかもしれねぇ！　つうかこの状況じゃ、まともに走れないし、ナイフも投げられないだろ！　最悪オレらに当たる！」

「ぅぅ気持ちわるっ！　体くん、キャロットジュースが出そうっす！」

「絶対よせッス！　ってかラミー！　お前、何とかできねぇのか？」

　体人はまずラミーに鞭を振り回させることで風を発生させ、それを利用して霧を払はらおうと考えた。言われた通りに鞭を振るうラミー、ヒュンヒュンと風を切り裂く音は聞こえるが、視界は一向に良くならなかった。

（な、なんでだよ！　いくらなんでも消えるはずだろ！）

　突然、パチンと何かが弾ける音がした。

「は？」「にゃ！」「うぴ？」

　揺れがピタリと止まったかと思えば、視界もすぐにクリアになった。

　何も問題はない。空高くにいること以外は。

「はぁああああああ!?」

　猛スピードで落下する体人たち。真下には湖、そして平地には亞紋たちが立っている。

　全て亞紋の狙い通りになってくれた。

　まず体人の言動から、真っ直ぐに行けば、正々堂々来てくれるかもしれないと睨んだ。結果は成功。体人はキャミーたちを下がらせ、一対一に持ち込んできた。

　人には癖くせがある。亞紋は体人が強いパンチを打ち込む時は、必ず左腕で行っているのを見ていた。逆に右腕のパンチは必ず牽制のジャブ。だから左腕の動きに注意していたのだ。まあ、結果としては避けられず、顔面で受け止めることになったが、それも予想のうちだ。後は気合いで耐たえればいい。というか、耐えなければならない場面だった。

　正直、一瞬意識が飛んだが、それでも亞紋は耐え切った。

　結果はこの通りだ。そもそもいくら魔法で作った霧とはいえ、平原は広く、風もある。視界を奪えたとしてもそれは長くは続かない。

　だからまずは体人たち三人を一箇所に集める必要があった。

　全ては雫奈のシャボン玉に閉じ込めるためだ。

　ただ雫奈視点でも体人たちは湯気の中、正確な狙いを定めることができない。ましてや閉じ込めても暴れられれば簡単に割れてしまう。さらに雫奈にはシャボン玉を空高くまで運ぶ力がなかった。

　だからこそ、それら全てをフィリアに任せる。風の流れで状況を把握しているフィリアは、視界が悪くても体人たちがどこにいるのかすぐに分かった。なので雫奈に場所を教え、シャボン玉に閉じ込めた後は、風の力でシャボン玉を上空へ運んでもらった。

　しかし、運ばれている時に暴れられては困るので、足止めを行った。モネが大地を操って立っているところを揺らしたと思わせていたが、彼女にそんなことはできない。実際はフィリアが風の力で揺らしていただけだ。

　シャボンの結界という密室に霧を閉じ込めていたため、風を発生させても霧は払えない。さらに三人を閉じ込めるため、雫奈はシャボンのサイズを大きくしていたので、鞭が泡あわの壁に届くこともなかった。




（やられた──ッ！　まんまとオレたちはッ！）

　かなりリスキーでアバウトな作戦ではあった。事実、ほとんどが作戦とも言えない賭けの連続である。しかし結果として、体人たちは狙い通りに動いてくれた。

「ちっくしょぉおおおおお！」「きゃああああああ！」「いやああああああ！」

　ドバァンッ！　と音がして湖に大きな水しぶきが上がる。

　衝撃はあるだろうが、強化された肉体が着水のダメージを軽減してくれるだろう。

「ブハァッ！」

　水面から顔を出す体人。続いてキャミーとラミーも顔を出すが──

「ぴゃあ！　ぷはっ！　あっぷ！　た、体ちゃん！　あたし泳げないよぉ！　助けて！」

「う、ウチもっす！　あぷっ！　ぶくぶく！　ぷわぁ！　はぷぁ！」

　亞紋はキャミー姉妹が水みず嫌ぎらいという情報をＳＮＳで見かけていた。

　仕方なく二人を助けるため腕を取る体人。そんな彼の額に、矢が押おし当あてられた。

「終わりでございます。快心体人様」

　顔を上げれば、水面の上で雫奈、ペティ、モネに支えられた亞紋が、武器を構えて体人たちを睨んでいた。

　雫奈の魔法で水面に立っているのだ。体人たちを運ぶ負担が大きかったのか、フィリアは汗だくになって平地に倒れているが、今はもう四人で十分だろう。

　足のつかない水の中、仮にキャミーたちが泳げたとしても亞紋たちが圧あつ倒とう的てきに有利である。

　体人は左右を見る。右には涙目のキャミー、左には涙目のラミー。

「体ちゃん……」「体くぅん……」

「ぐぐぐぐッ！　まさか攻撃をせずにコッチの攻撃を封ふうじる手があったなんてよ！」

　体人は悔しさに歯を食いしばる。悔しい、悔しいが──

「……やるじゃねぇか、亞紋」

「僕じゃない。モネ、雫奈、ペティ、フィリア、皆のおかげだよ」

　亞紋の視線を受けて嬉しそうに微笑む従者たち。

「ああ。そう、そうだな。オレの負けだぜ……」

　体人はガクリと首を落とし、大きなため息をついた。




　負けを認めた体人は潔いものだった。正直、水から引き上げた途と端たん襲ってくる可能性もあったが、今までの無礼を亞紋たちに謝罪し、誠意を見せてくれた。

　真っ赤に燃える夕日を受けて、オレンジに輝く湖は神秘的で美しい。

　そこに添そえられる土下座。なんともシュールな状況であった。

「亞紋。モネたちもマジですまんかった！　頼む、一発オレを殴ってくれ！」

　首を振るモネ。雫奈たちも苦笑いを浮かべるだけで、怒りは覚えていないようだ。

「気にしないで。むしろ謝ってくれて、とっても嬉しいっ！」

「モネ……！」

　亞紋も頷うなずいて体人の肩を持つ。

「いいよ別に。気にしてない──しッ！　オラァ！」

「ぐほぉっ！」（え？　噓だろコイツ）

　なんの前まえ触ぶれもなく亞紋は体人を殴った。

　口から出た言葉と思いきり矛む盾じゆんしている気もするが、そこはまあ置いておこう。

　体人はさらに自身の携帯を渡すとも申し出たが、それは断ることにした。

「その代わり、ダイヤのキングがどこにいるのか知ってたら教えてほしい」

「あ、ああ！　知ってるぜ！」

　雫奈がメモを持っていたので場所を記録する。

「あ、あと一つ」

「な、なんだ！　もう一発か!?」

「やめてー！　体ちゃんをこれ以上いじめないでー！　根は良い子なのー！」

「反省してるっす！　許してほしいっす！　ちょっと不器用なだけなんすーッ！」

　体人を抱きしめてブルブル震えているキャミーたち。誤解だ、亞紋が聞きたいのは──

「お金の引き出し方、教えてくんない？」





　　　　◆






「んんん！　つかれたっ」「べへーッ、もうあるげまぜん……！」

　モネとフィリアはソファの上にばったりと倒れる。魔法は魔力を消費して放つもの。魔力が減っていくと、精神的にも肉体的にも疲ひ弊へいしていくので連発ができないのだ。

　あれから亞紋たちは体人たちと別れ、セントラルにあるモネの家に戻った。

　やはりそこはアプリのホーム画面、拠点とはまるで違っている。洋風の二階建てで、そこそこ広く、モネの両親が用意してくれたものらしい。

　それぞれの部屋もあり、雫奈の部屋には畳たたみが敷いてあった。

　リビングにはクラシックなタイプだが冷蔵庫や、ブラウン管タイプのテレビもある。

（まあでも良かったかな、レンくんにお金も返せたし）

　拠点に来る前に集会場に寄って、亞紋はレンへ立たて替かえてもらっていたお金を返しておいた。しかし驚おどろきだ。まさか携帯に表示されているジェスの欄らんをタップすると引き出し画面に移れるとは。そこで設定した額が、実際に携帯から排出されるのだ。

（お金はたんまりあるし、ここなら何不自由ない生活が送れるってわけか……）

　ふと、亞紋は体人が言っていた言葉を思い出す。

『この世界は、オレには魅力的すぎる』

　それがやはり心に刺さった。

「ねぇ、お兄ちゃんってばっ、聞いてる？」

「え？　あ、ごめん。なに？」

「おふろ用意したから、どーぞ！　すごく気持ちいいから、入ってみてねっ」

　体も重いし、汗もたくさんかいた。亞紋はお言葉に甘あまえることに。

　脱だつ衣い所じよで服を脱ぬいで浴室へ入ると、大きな浴よく槽そうが目に入った。

（凄いなぁ。家の中も結構広かったし、モネの両親ってお金持ちなのかな……？）

　亞紋は素早く頭と体を軽く洗って、さっそく萌もえ黄ぎ色いろに濁るお湯の中に足を入れてみる。

「だはぁ、確かに気持ちいいなぁ」

　少し温めのお湯が体に染みわたる。何でも魔法で作った入にゆう浴よく剤ざいが入っているらしい。ずっと重く圧おし掛かかっていた気だるさが、みるみる消えていくのが分かった。

　間違いなく今まで入った風ふ呂ろの中で一番気持ちが良い。亞紋はゆっくり息を吸って、ゆっくり息を吐き出す。心地良いまどろみの中で、ふと天てん井じようを見上げた。

（少しは前に進めた気がするけど、どうだろう？）

　コンコン。そんな音が耳に届く。

「おじゃましまーす！」

　フィリアの声が聞こえる。ガラッと浴室の扉とびらが開いたかと思うと、一糸纏わぬ姿にタオルだけを巻いたフィリア、ペティ、モネが立っていた。

「なッ！　なななななな！　にゃにをしゅとりゅんでしゅか!?」

「それはもう、マスターくんのお背中でも流そうかなぁと」

「そうそう。ま、気にしなさんな気にしなさんな。よくあるやつや」

「お、おじゃまします……」

「え!?　あ、いや！　気にするよ!!」

　ドボーンとまずフィリアが飛び込んできたかと思うと、ペティ、モネの順で浴槽に足を踏み入れた。一応モネは恥はずかしそうにしているものの、後の二人はニヤニヤと笑みを浮かべて亞紋へ近づいていく。

「あれ、どうしたのかなマスター。顔を赤くしちまって」

　ムニュリとした感触が先ほどから二の腕を支配している。

「あの、ペティさん、当たってますけども……！」

「あのさぁ、アホじゃないんだし分かってるって。え？　何？　やなの？　そっか、嫌なら止める。ゴメンこんなことして。もう二度としないし、話しかけない。絶交やね」

「いや重いな！　別に、嫌ってわけじゃ……ないんだけど」

「は？　いや、ハッキリしろし。嫌なら嫌。していいなら、していいって言ってみ？」

　ペティの深い緋ひ色いろの目が亞紋を貫く。沈ちん黙もくは一瞬だった。

「お、お願いします」

「ふふ、よしよし。素直で良い子だなマスターは」

　ペティは唇くちびるの端を吊つり上あげ、ムニュムニュ当ててくる。

　亞紋は、必死にニヤケそうになるのを堪えていた。いかん、何か話を逸らさねば。

「と、ところで雫奈は？」

「あぁ、誘さそったんだけど、何かブツブツ言っててさー」

「まだ婚こん約やくしていない殿との方がたと素す肌はだを晒さらし合あうのは破は廉れん恥ちがどうのこうの言ってました」

「ハ、ハハ、雫奈らしいじゃない」

「んま、そこにいるけども」

「え？　ってうぉぁあ!?」

　浴室の扉が少し開いていて、そこから雫奈が顔の半分を覗のぞかせていた。

　ウズウズしながら、少し戸惑いがちに浴室内をジロリと観察している。

「気になるなら来ればいいのに。極楽ですよ、マスターくんとお風呂！」

「……違うでございますぅ、シズナはただお湯の加減が気になっただけでございますぅ」

　だがすぐに沈黙。間。雫奈は眉まゆを八の字にして一言。

「お話は……、弾はずんでおられますか？」

「お話──ッ、て言っても、まだ三人とも来たばかりだから……！」

　そこでペティはため息を一つ。

　伊だ達てにずっとチームを組んでいない。雫奈の性格を良く理解しているのだ。

「素直になれば？」

「な、なんのことやら！　シズナにはサッパリでございます！」

「でもでもっ、お兄ちゃんだって一緒に入りたいよね？」

　モネのアシストで、再び沈黙が訪れる。

「あれっ？　違った？」

「いや、それは……」

　亞紋は雫奈を見る。モジモジウズウズしている。明らかに何かを期待している。

　しかしだからと言って、欲望をむき出しにするのはどうなんだろうか？

「雫奈が嫌なら、無理にとは……」

　ちょっと良い声で言ってみる。

　教科書通りの答えだろう。とりあえず当たり障りのない答えにはなったはず。我ながら上手くいったと亞紋は頷くが、当の雫奈といえばシュンとして背中を向けてしまった。

「そう、ですよね。シズナから断ったのですから、ココにいるのはおかしな話なのです」

「え？　あ、ちょ！」

　トボトボと肩を落として歩いていく雫奈。ぺティたちの視線が痛い。

「マスター、マジヘタレ」

「あーあ、マスターくん、かいしょーなし！」

「お兄ちゃんっ、雫奈お姉ちゃん行っちゃうよ！」

「うぅぅぅぅッ！」

　お湯をすくって顔にかける亞紋。駄目だ、やはり思考が鈍にぶっている。

　何をやっているんだとつくづく思う。雫奈がそういう性格であることは、ゲームで何度も見てきたじゃないか。いくらゲームと今は違えど、同じ部分もあるはずだ。

　なにより、自分の気持ちに素直になろうと決めたじゃないか！

「雫奈、待ってくれ！」

「はい。何でございましょう……？」

（速ッ！）

　雫奈はギュンと音が鳴るほどの勢いで戻ってくると、再び顔だけをチラリと覗かせた。

「と、とにかく！　僕は！　キミとお風呂に入りたい！」

　実に間ま抜ぬけなお願いだ。言葉の最後である『い』を口にした瞬間、少しだけ消え去りたくなったが、反対に雫奈はパァと表情を明るく変化させた。

「そ、そうでございますか。ご主人様の頼みとあらば、このシズナ、断るわけには！」

　雫奈はガラリと扉を開くと、早速服を脱ぎ始める。

　それを見て、亞紋はギョッと表情を変えた。

（え！　ココで脱ぐの!?）

　一瞬口にしそうになるが、グッと言葉を飲み込む。

（欲望に素直になれ！　このままだったら雫奈が脱ぐところを見られるんだぞ！）

『だめだよ！　亞紋くん！　いくら好きな人だからって、良心を捨てちゃだめ！』

（は！　天使様！　目の前に天使様が現れたじゃないか！）

『雫奈ちゃんにちゃんと教えてあげないと！　自分の性欲で彼女に恥ずかしい思いをさせてしまってはいけないよ！　僕は天使アモエル！　キミの良心だ！』

（それは確かに……！　だが！）

『フハハハハ！　何を迷っている亞紋！　このまま黙っていればお前はうら若き乙女おとめの着き替がえを見られるのだぞ！』

（お、お前は！）

『俺おれ様さまは悪あく魔まアモデウス！　おはよう、お前の邪よこしまなる心！』

（あ、悪魔も来た！　くっ！　悪の心と善の心が、僕の中で葛かつ藤とうを──ッ！）

『待たせたな！　我は悪魔アモス！　世界よ、闇やみに染まれ！』

『時は儚はかないもの、私は悪魔アモゼブル！　悪は、我が心を潤うるおす聖水！』

『ガハハハ！　オレは悪魔アモラタン！　時は満ちた。闇の宴うたげを始めよう！』

（悪魔めっちゃ来たぁああああああああ!!）

　邪じやフェスティバル、開幕。

『『『『消え去れェエエエエエエエエエエエエエエ!!』』』』

『うわあああああああああああああああああああああああ!!』

　天使は死んだ。ならば黙っていよう。雫奈たちが魅力的すぎるのが悪いのだ。

　ほら見ろ。目の前の雫奈が、恥ずかしそうにしながらも、どこかウキウキとした表情で着物に手を掛けている。シュルリと肌はだと布が擦すれ合あう音が何とも艶あでやかだ。

　しばらくすると青色のスカートが床に落ちて、水色のパンツが見える。

（うおおおおおおおおお！　かわええええええ!!）

　そこで、雫奈と目が合った。

「ご、ご主人様。ジッと見つめられますと恥ずかしいと言いますか……、その」

「え？　あ、ああ！　ごめんごめん！　後ろ向いておくね！」

　少しすればお湯が増える感覚。

　振り返ると、そこには四人の美少女たちが亞紋を笑顔で見ていた。

「気持ち良いねお兄ちゃんっ」

　お湯に濡ぬれているモネは、いつも見ていた時とは違い、無性に艶やかに感じる。

「う、うん。でもどうして、こんないきなり……！」

「あのね、キャミーちゃんたちが毎日体人さんとお風呂に入ってるって言うから」

「ま、マジか！　アイツ意外とやることやってるんだ……！」

　モネたちがキャミーと談笑している時にそう聞いたらしいが、実際は──




「ひぃぃ！　体ちゃん！　お湯がいっぱい！　あたし濡れてるよぉおおッ！」

「風呂なんだから濡れるのは当たり前だろ！　いででッ！　ひっかくなキャミー！」

「体くぅん！　助けてぇ！　溺おぼれるっすぅぅぅ！」

「足ついてるし上半身出てんだから溺れるわけねーだろ。暴れるなラミー、お湯が減る！」

「体ちゃーん！　痛いよッ！　目にアワアワが入ったよー！　うぇーん！」

「シャンプーハット被かぶれってあれほど言っただろー！　あぁぁ！　お前ら尻尾の毛がまた抜けて！　だぁぁぁもう！　後でオレが入るんだぞーッ！」

　とまあこんな感じで、完全に主人がペットをお風呂に入れる構図である。




　一方で亞紋は緊きん張ちようから肩を竦すくめ、身を縮こまらせていた。

「んふぅー！」

　モネは笑みを浮かべて息を吐いた。気持ちいいのはお湯のせいだけじゃない。

　やはり体人との戦いでの勝利が身に沁しみているらしい。普通なら勝てる相手ではなかった、しかし勝った。それはやはり彼女にとっても嬉しいものである。

「ま、わたし……、なんにもしてないけど……」

「そんなことないよ。モネがいてくれたから戦う決意を固められたんだ。怪け我がは大丈夫？」

　いくらマナの防ぼう壁へきがあるとは言え、みんなナイフを受けたり、鞭を受けたりと、大変だったように見える。亞紋も体人に殴られたところは、まだ少し腫れと痛みが残っている。

「そうだっ！　それなら良い方法があるよ！」

　モネが言うには、魔法の入浴剤でできたお湯には回復効果があり、お湯を傷口や痛むところに擦り込むと良いのだとか。

「……それも他人の手の方が効果が高まるの」

　早速モネは片手でお湯をすくうと、それを亞紋の頰へ当ててみる。

「確かに気持ち良い。殴られたところがなんか楽になってくる感じがする」

「んじゃマスター、アタシらにもしてよ。ほっぺ鞭でブッ叩かれたし。めちゃ痛だし」

　可か哀わい想そうに、顔を攻撃されるのは女の子として重みがあるだろう。

　亞紋は先ほどモネがやってくれたようにペティの頰に手を置いて、擦さすってみる。

「ペティ。おかげで助かったよ、ありがとう」

「ん、マスターのためだし、仕方ないっしょ。にゅフフッ！」

　ペティが頰を染めて嬉しそうに微笑ほほえんだ。いつもと違って目も笑っている。

　アプリじゃこんな表情は絶対に見られない。そしてアプリじゃ聞けない声を聞ける。

（なにより今こうして触ふれられるなんて、感動だ……）

　手を離すと、ペティは少し名残なごり惜おしそうにしながらもお礼を言って離れていった。

　次は雫奈が前に出る。少し小声で、自分もしてほしいとお願いしてきた。

「いいよ、雫奈はどこが痛む？」

　何も言わない。どうしたのだろう？　亞紋が不思議に思っていると、ザパァと音がして雫奈が勢い良く立ち上がった。

　亞紋が呆あつ気けに取られていると、雫奈は真っ赤になりながら後ろを向いた。

「あの、シズナは……、その」

　背中を向けた雫奈は、体を巻いていたタオルを取ると、それを片手に持つ。

　それはつまり彼女の体を隠していたものをなくすということ。白く美しい肌が、亞紋の前にさらされる。絶句して目を見開く亞紋に、雫奈は上ずった声でお願いを一つ。

「シズナは、その、お尻……」

「えッ！」

　確かに思い返してみればラミーの鞭で、お尻をベチベチ叩かれていた。

　しかし、さすがにそれは……。グルグル回る煩ぼん悩のうのスパイラル。

「い、いいの？」

「もちろんでございます。シズナの痛みを癒いやしてくださいませ」

（いや、待て、さすがにマズくないか？）『いきなさい』（はい……）

　悪魔が悪い。亞紋はお湯を手ですくいあげると、それをお尻になじませるように手で擦る。なに、平常心を保てばこんなことはなんてことないのだ。余裕なのだ。

「ひゃ！　ひうっ！　あっ！　んっ！　んひゃぁ！　ふぁ！」

（いかん！　いかん！　いかんんん！　平常心ンンンンッッ!!）

（保てるわけねぇええええだろぉぉお！）

[image: ]

　亞紋はこれ以上の接せつ触しよくは危険と踏み、手をパッと離すと、呼吸を荒らげて雫奈から距離を取った。

　雫奈も腰を抜かしたように崩くずれ落おちると、顔を半分お湯に沈めて、ありがとうございますとブクブクさせながら口にした。

（大丈夫か？　大丈夫なのかコレ!?　ってか今なにしてんだコレ）

　心臓が破は裂れつしそうだ。そんなことを思っているとモネが前にやってくる。

「えいっ」

　しかも背中を亞紋の胸に預け、もたれかかってきた。

　モネの頭頂部がすぐ目の前にある。なんだか良い匂においだ。だが、しかし──ッ！

「あれ？　腕と足どけてよ。ピッタリくっつけないよっ？」

「いや、止めよう。ピッタリはよそう。ほどほどの距離を保とう。じゃないと多分、ドン引きすると思う」

「え？　んー、まあいいけど。じゃあお腹さすってほしいな」

　キャミーのナイフを受けていた部分だ。刺さってはいなかったが、痛いのは痛い。

　亞紋は頷いてモネのお腹を撫でた。お湯の中だからか、凄く滑なめらかだ。

「んっ、んふぁ……！　ふっ、お兄ちゃんっ、もっと上……、そこっ、あぅっ！」

（気のせいか？　いや……！　気のせいではないはずだ）

「お兄ちゃんにおなか撫でられるの気持ちいい。これっ、すきっ、くせになりそっ！」

（モネの声が──エロい──ッ！）

「アホなこと考えてるでしょ。すっごいアホな顔してるよ」

　ペティに言い当てられ。亞紋は思わず動きを止めた。

　一方でペティはモネに近づくと、汗で張り付いた前髪を整えてあげる。

「無理しないほうがええよモネ、汗凄い。顔も真っ赤じゃん」

「んっ。そ、そうかなっ？」

　亞紋からは見えなかったが、モネの顔は相当赤い。

　そう言えばお腹を撫でているだけなのに激しい鼓こ動どうが伝わってきた。相当緊張しているのだろう。このままだと具合が悪くなってしまうかも。

「おいでなさいモネ。シズナが冷やします」

「んんっ。ありがとぅ、雫奈お姉ちゃん」

　モネが離れていく。すると入れ替わりでフィリアが近づいてきた。

「分かってますよね。マスターくん」

　タオルをはだけて胸を大きく露ろ出しゆつさせる。大切な部分は何とか隠れているが、ほぼ完全に露出しているソレを見て、亞紋は真っ赤になって曖あい昧まいな笑みを浮かべていた。

「フィ、フィリアさん。まさか……」

「ええ、ええ！　マスターくん。私はココがいいなぁって！」

「ま、マジですか？」

「マジですよぉ。マスターくんに、触ってほしいから！」

「あのねフィリアさん。僕だって──いやダメだ欲望に負けまぁーす！」

　もう考えるのはよそう！　以前だって何度も妄想したことはある。

　え？　気持ち悪い？　うるさい！　貴様らに何が分かる！　凝こり固かたまった既き成せい概がい念ねんを振りかざしやがって！　僕の青い春はもう爆ばく発はつしそうなんだよ！　そうだ、解き放て四よつ葉ば亞紋。お前はもう自由だ。全ての感情に噓をつくな。なんだよ胸の一つや二つくらい、そんなモンッ、にくまんとあんまんみたいなモンだろ！　ペロリと平らげてやるよ！

「え？　本当に触るんですか……？」

　触れてやる！　まさにその時だった。フィリアがサッと身を引いたのは。

「え？」「へ？」「あれ？」「ん？」「え？」「あ……！　今のは軽い冗じよう談だんで……」

　フィリアは申し訳なさそうに顎あごを引いて、亞紋から離れていく。

「いやあああああああああああああああ!!」

　羞しゆう恥ち。失態。愚ぐ行こう。亞紋は恥ずかしさに耐え切れず、浴室を飛び出していった。

「フィリアお姉ちゃん、今のは酷いよっ！」

「シズナも思いました。ご主人様を弄もてあそぶようなことを……！」

「だ、だって……、心の準備が！」

「ま、いいんじゃね？　時には引くのもテクってヤツや」

　そこでフィリアは眉まゆをピクリと動かした。何か、違い和わ感かんを覚える。

「あら？　な、なんですかコレ？」

　お湯からすくい上げたのは何やら硬いものだった。大きさは七ミリから、一センチほどの石の粒つぶだ。半はん透とう明めいで、宝石のようにも見える。それが浴槽の中にいくつか沈しずんでいた。

「石？　モネちゃんですか？」

「ううん、わたし出してないよっ」

「そうですか……。まあ、湖畔で石が下着の中にでも入っていたのかもしれませんね」

　フィリアは排はい水すい溝こうに詰まらないように石を集めると、退けておく。

「ところでモネちゃん。このお湯には確かに痛みを癒やす効果がありますが、他人の手で擦り込むといいなんて初耳でしたよ。うふふふ……！」

　ニヤリと笑うフィリアに、モネは舌を出して悪戯いたずらな笑みを返した。





　　　　◆






「起きて、お兄ちゃん。風か邪ぜ引いちゃうよ？」

「──っ！　モネ」

　ソファの上。亞紋の意識が覚かく醒せいしたかと思えば、目の前にはモネの微び笑しようがあった。

「ごめんッ、いろいろ携帯の方を調べてたんだけどッ、寝ねちゃって……！」

「えへへ、謝らなくてもいいよ。こっちこそゴメンね、お風呂長くて」

　いつも四人で入っているため、ついつい長話をするのだとか。お風呂から上がっても髪を乾かわかしたり、パジャマに着替えたりしているうちに外は真っ暗だ。

「マスタぁくぅん。ぎゅーっ！」「わわわっ！」

　そこで衝撃。見ればフィリアが抱きついていた。

　目を閉じているから気のせいかもしれないが、表情がトロンとしているような……。

「酒入ってんのよ。弱いくせにすぐ飲むし、やたら絡んでくるようになる」

「良いではありませんか。ご主人様に会えて嬉しいのでございましょう。シズナにもその気持ちはよく分かります」

　ペティたちも洗面所から戻ってくるが、着ているパジャマも個性が出ていた。モネがワンピース、雫奈は和風の寝ね間ま着き、ペティはＴシャツ、そしてフィリアは大だい胆たんなネグリジェである。

「さっきはごめんねぇ。お姉ちゃんびっくりしちゃってぇ」

「い、いやッ、フィリアさんは何も悪くないですから。僕が暴走しただけで……」

「大丈夫だよ。後でいっぱい触らせてあげるからねぇ」

　囁ささやくフィリアからマスカットの匂いがする。飲んだのは香こう酒しゆという酒らしい。紅茶をお酒にしたものだが、飲んだ後はしばらく体から香こう水すいのようにお茶の香かおりがするようだ。亞紋は優ゆう雅がな香りに包まれてフニャフニャである。

「おら、絡むな酔よっ払ぱらい。もう寝るぞい！」

「ちょ、ちょっとぉ！　まだマスターくんとお話するのぉ！」

　ペティがフィリアを引きずっていく。

　亞紋はペティから使っていないジャージを貸してもらい、着替えと歯は磨みがきに向かった。




（歯磨き粉まであるんだな……、それに僕らの世界と味がほとんど変わらない）

　しかし本当にフィリアは触らせてくれるのだろうか。悶もん々もんとしながら戻ってくると、テーブルの上に置き手紙があった。内容は、もう眠ねむいから先に休むというもの。

　さらに亞紋の部屋は階段を上がってすぐの部屋だということが書いてあった。

　亞紋がその部屋に向かうと、中でモネたちが綺き麗れいに布団を並べて待っておりましたとさ。

「……いやッ、何となく分かってたけれども！」

　大きなマットレスが二つ並んで、その上に布団が三枚。そして枕まくらが五つ置いてある。

「みんな故郷を離れてセントラル暮らしでしょ。寂さびしくて、はじめはみんなで寝てたのっ」

　慣れた今も離れる気にならず、川の字で寝るのを続けているのだとか。

「はい、お兄ちゃんは真ん中ね」

　モネは亞紋の手を取ると、中央の枕へ導いていく。

　とりあえず寝てみると、モネが右みぎ隣どなりに寝ね転ころび、亞紋の方を見て微笑んだ。

　じゃんけんで場所を決めたらしい。モネの隣となりには雫奈。亞紋の左隣には酒が回っているのか、フィリアが既に寝ね息いきを立てていた。そして左ひだり端はしにペティの並びになっている。

「じゃあ電気消すね。おやすみなさい」

　雫奈は真っ暗だと眠れないタイプらしく、いつも灯りを消した後はカーテンを開ける。

　すると月の光が部屋に差し込み、青白い光が室内を照らした。

　地球よりもはるかに強い光だ。モネたちの顔もよく見える。

（いやでもッ、眠れるかってのッッ!!）

　好きな子が傍そばにいる。ましてや先ほど少し眠ってしまったんだ、もうパッチリである。

「ねえ、お兄ちゃん……、起きてる？」

「う、うん。起きてるよ」

　五分ほど経ったろうか。モネが囁いた。

　月明かりに照らされた表情は、なんだか儚はかなくて、すぐに消えてしまいそうだ。

「もっと、くっついていい？」

　返事を待たずしてモネは亞紋の布団へもぐり込んでくる。

「えへへ、近いねっ。恥ずかしいけど嬉しい。あったかいし、ずっとココにいたい気分」

　亞紋も恥ずかしそうに笑うが、モネはまた儚げな表情を浮かべた。

「でも、今でも夢なんじゃないかって思っちゃう。眠りたくないよ。起きてお兄ちゃんが消えてたら……、わたし、耐えられないよ」

「それは、僕もだよ……、キミに会いたかった。ずっと、ずっと願ってた」

　亞紋は体をモネの方に向けた。月に照らされた瞳は宝石のようで、吸い込まれそうになる。静かな夜だ。何も聞こえない、お互いの声以外は何も。

「僕は、その……」

　亞紋は過去のことを──白亞のことを話していた。

　救いたかったのは本当だ。しかし結果としては救えず、白亞から虚きよ無む主しゆ義ぎを叩き込まれてしまった。この世界には何の価値もなく、価値を求めてもいけない。

「でもそれは辛いから……、いないと思っていたキミたちを好きになった」

「そうなんだ……」

「ごめんッ、こんな話、困るよね？」

「ううん。話してくれてありがとう。それだけ信しん頼らいしてくれてるってことだもんねっ」

「うん。でも今は死ぬほど嬉しいよ。モネたちに会えるなんて、本当に夢みたいだ」

　白亞を振り切るほどの想いを、もう無視したくない。

「僕は本当のキミたちのことをもっと知りたい。本当の僕のことも、もっと知ってほしいんだ」

「じゃあこれからもっと一緒にいようね。いろんなところに行って、いろんなことをしようね」

　モネはギュッと亞紋にしがみつく。擦こすれ合あうパジャマ、シャンプーの匂いが落ち着く。

「お兄ちゃんにとってはニセモノだったかもしれないけど、わたしにとっては全部が本当だったよ。どんな理由があったとしても、お兄ちゃんのことが大好きっていうのも本当なの。考えるとドキドキして、姿が見えなくなると不安になって、もっと笑顔でいてほしいって思える人……」

　勇者の助けになって世界を良くすることはもちろんだが、何よりも両親に認めてほしかったから従者になった。けれども結果が出せないから焦って苦しくなる。

　でも亞紋はモネを受け入れて、期待して、いっぱい褒めてくれる。

　気づけばモネは亞紋のために戦いたいと思うようになっていた。

　それは他の三人も同じだ。皆、志を持ってセントラルにやってきて従者になった。けれども結果が出せず燻くすぶっていた中で、亞紋が新しい『目的』になってくれた。

　それはある意味、亞紋と同じ『逃げ』だったのかもしれない。だがたとえ依い存ぞんであったとしても、お互いに救われた。

「お兄ちゃん好き。大好きだよっ。愛してる」

「モネ、僕も……、愛してる」

　モネからしてみれば分かっていたことだ。好意がなければ液えき晶しよう越ごしのキスはしない。

「じゃあ、わたしたちっ、両想いなんだね！　恋こい人びとさんなんだねっ！」

「う、うん……ッ、でも一つ分かってほしいことがあって」

　亞紋はモネが好きだ、愛している。その想いは紛れもない真実である。

　しかしもう一つ、本当の想いがあった。亞紋は正確には『モネたち』を愛している。

　情けない話だが、選べないのだ。雫奈もペティもフィリアも、モネと同じくらい愛している、そこに差はない。その想いは本当だったし、噓にしたくなかった。

「んもー、なに言ってるの？　そんなのとっくに知ってるよっ。お兄ちゃんはわたしたち四人がお嫁よめさんなんだって、ずっと言ってたじゃない」

「うッ！　そ、そうだよ！　僕はキミたちが全員大好きなんだ！　みんな愛してるんだ！」

　分かってる。モネたちはそれを踏まえて亞紋にアプローチを仕掛けているのだ。

　モネたち四人は仲良しで、みんな亞紋を愛している。亞紋はモネたちを愛している。

「ほら、なんの問題もないよ！　うぃんうぃん！　それに、そもそもお兄ちゃんから、わたしたち四人にプロポーズしたんじゃない！」

　嫁宣言のことだろう。モネたちはそれを本気で信じたし、それを受け入れたのだと。

「噓はダメ！　針千本飲む？　ゴクゴクするっ？」

「うッ！　そ、それは勘かん弁べんしてほしいです」

「だったら、またいつもみたいに愛してるって、みんなに言ってほしい……」

　モネの上うわ目め遣づかいが亞紋の心にスイッチを入れた。

　そう、そうか。彼女たちは全てを知っているんだ。だったら想いを隠すことに意味はあるのか？　現代社会の常識、システムが己の心を縛ってきたが、もうココは別世界だ。

　それにモネたちを愛していることに噓は欠片もない。直視するんだ、自分の想いを！

「そうだ！　モネッ、好きだ、大好きだ！　愛してる！」

「うん！　うんっ！　わたしも好き！　だーいすきっ！」

「雫奈も、ペティも、フィリアさんも！　同じくらい愛してる！」

「うん。知ってるよ！　常識なんだよ！　えっへん！」

「ば、馬鹿なこと言ってるように聞こえるかもしれないけどッ、他の誰でもいいってわけじゃない。僕はモネと雫奈とペティとフィリアさんの良いところは一〇〇個すぐに言えるけど、他の従者は分からないッ！　キミたち四人だけが本当に特別なんだ！」

「んんっ、一〇〇個だけっ？」

「そこッ!?　いや本当はもっと言えるけど──って！　と、とにかくそんな僕を受け入れてくれるなら！　僕の彼女……！　いや、嫁になってくれ！」

「うん。お兄ちゃん大好き！　わたしをお嫁さんにしてね！」

　即そく答とうだった。モネは迷うことなく、涙を流しながら亞紋を強く抱きしめる。

　亞紋もモネを強く抱きしめて意思を示した。

「お兄ちゃん……。いい、よね？」

　モネがゆっくりと近づいてくる。これは、まさか……。

「お兄ちゃん。嫌なら言ってね」

「う、うん……！」

「もう、触れちゃうよ……？」

　気づけば目の前にモネの瞳があった。吐と息いきが当たるほどの距離、心臓は過去最大の鼓動を刻んでいるはずだ。そして尚なお、ゆっくりと近づくモネの唇。

「んぁ……！」

　ちょん、と少しだけ二人の上うわ唇くちびるが触れ合った。仕掛けておいてなんだが、恥ずかしくなったのか。モネは真っ赤になって少し顔を離す。

　一方で凄まじい感情が亞紋の中を駆かけ巡めぐっていく。

　それは──恋れん慕ぼだ。モネを愛している。亞紋は自分の心に噓はつかないと決めた。

「んっ！」

「んく──ッ」

　だから今度は亞紋から進むことに。初めてだったので、やり方なんて分からない。

　とにかく好きだという気持ちを乗せて、亞紋は自分の唇をモネの唇に重ねた。

　愛している。どちらもその気持ちが相手に伝わるようにと祈いのり、唇を重ねる。

　接している部分が熱い、唇が溶とけているのではないかというほどの感覚だ。心を満たす幸福感に、ある種の恐きよう怖ふさえ感じてしまう。

「ぷはっ！」

　しばらくして亞紋は自分から唇を離した。

（き、キスってどのタイミングで息をすればいいんだ？　もう少しで死にそうになるところだった……！）

　亞紋は青い顔をしながら、トロンとした表情で呆ほうけているモネに軽く謝罪する。

「ごめん、僕、初めてだから……。やり方とか全然ッ分からなくて」

「んぁっ。大丈夫だよ。わたしもだからっ。でも前とは全然っ、違うね！　わたし生身のお兄ちゃんとキスしちゃったんだ……、嬉しい」

「うん。そうだね。あ、えっと、あはは……！　できれば前のヤツは忘れてほしいけど」

「んーっ、幸せ！　みんなもしてもらいなよ！」

　ムクリと、人のシルエットが上半身を起こす。

　雫奈だ。口を結んで目を細め、亞紋をジッと見ている。それだけではなく逆の方向を見ればフィリアが笑みを浮かべ、ペティが無表情で手を振っていた。

「か──ッ！　起きてたの!?」

　先ほどの会話をバッチリ聞かれていたようだ。亞紋は恥ずかしさで破裂しそうになる。

「みんなもそれでいいよねっ？」

　他の三人はコクコクと頷いた。四人で亞紋の愛を共有することに納得しているらしい。

　というより、事前にそんな話もしていたようだ。ペティが教えてくれた。

「ま、アタシら、もう一心同体みたいなモンだし？　マスター取り合うとかピンとこないっていうか。あ、でも勘かん違ちがいすんなよ。アタシら四人だけだかんな。もし他のヤツにヘラヘラしたらブチ切るから。そこんとこ、まじ、よろな」

　ブチ切る──？　亞紋は青ざめるが、すぐに真しん剣けんな表情になった。亞紋としても、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな選せん択たくかもしれないが、それでも四人への愛に、優ゆう劣れつはつけたくなかった。

「モネ、雫奈、ペティ、フィリアさん！　キミたちは全員僕の嫁だ！　ぶははは──いやゴメンっ、やっぱ今のナシ！　だからとにかくッ、つまり僕はその……！　いろいろダメダメなヤツだけどッ、でもそれでもキミたちを愛してるってことは誰にも負けない自信があって！　つまりだからあのその──」

　不ぶ恰かつ好こうな意思表明かもしれないが、伝わったようだ。

　モネに促うながされて雫奈が亞紋の傍にやってきた。三つ指をついて、頭を深く下げる。

「不束ふつつか者ものですが、よろしくおねがいします。四葉亞紋さま」

　亞紋も起き上がり、同じように手をついて頭をペコペコ下げた。

「シズナもモネと似たような立場でございました。男だん尊そん女じよ卑ひの意識がまだ強い里ですので、出来の悪いシズナはいつもバカにされてばかりで……、あげくには従者になることで波風を立てぬよう家を追い出されてしまいました」

「……知らなかった」

「ですが、ご主人様は、このシズナのことを必要としてくださいました。あの喜びは今までに感じたことのない熱をシズナの心に落としたのです」

「別に、普通だよ。キミが本当に僕の力になってくれたからお礼を言ったし、応援した」

「その普通を教えてくれたのがご主人様です。良いではないですか、シズナの里も一夫多妻制でございますよ？」

「長いし。もうッ、好きな理由の説明とかいちいち良いから、さっさとやっちゃいな」

　ペティに急かされた。なので雫奈は真っ赤になって唇をなぞる。

「と、とととにかくっ、その──お近づきの証に、ど、どどどどうかシズナにもせ、せせせせせ接せつ吻ぷんを──」

　今まで恥ずかしくて口にしたこともない単語を、よりにもよって意中の相手にぶつけるなんて雫奈にはできなかった。なので、別の言い方でここは一つ。

「ちゅ、ちゅぅ、ちゅうをしてくださいませ」

「や、そっちの方が恥ずかしいだろ」

　ペティの冷静なツッコミは聞こえちゃいない。雫奈は肩を竦すくめると、ギュッと目を閉じて顎を引く。

　緊張しているのが見ているだけで分かる。プルプル震えているし、強張っていた。

「あのさ、雫奈。顎引きすぎっしょ。それじゃマスター困っちゃう」

「そ、そうでございますか……。なるほど」

　今度は極きよく端たんに変化し、思い切り唇を突き出して数字の『３』のような形にしている。

「力みすぎじゃね？」

「は、はい！」

　雫奈は、普通に目を閉じるだけにして亞紋を待つ。その亞紋は困ったように肩を竦めていた。いろいろ刺激が強すぎてフリーズしているのだろう。それを察したのか、ペティが亞紋の背後にやってきて、囁く。

「ぐだぐだ考えんな。いいから──ぶちゅれ」

　ぶちゅる、ぶちゅれば、ぶちゅる時。ここまで煩ぼん悩のうに塗まみれた言葉もなかなかない。そう考えていると、ペティに背中を押された。あっ、と思い、手をついた時には雫奈の顔がそこにあった。

　亞紋は覚悟を決める。雫奈の肩に手を乗せると、唇を重ねた。

　呼吸はもう諦める。愛だ愛。それ以外に何が要る？

「うぅ！　ぐすっ！　ひっく！」

　呼吸の乱れを感じて顔を離すと、雫奈が大おお粒つぶの涙をボロボロ零こぼしているじゃないか。

「ご、ごめん！　嫌だった!?」

「違うんです！　シズナは……、ひっく！　嬉しくて……！　えっぐ！　ずっと夢見てきました。ぐすっ！　ご主人様とこうなれることを……！　うぅっ！」

「そっか……。僕も嬉しいよ雫奈。ずっとキミたちを見ていたから、凄く、本当に嬉しいし、幸せだ」

「はい……！　このシズナも同じ気持ちでございます」

　雫奈は涙を拭ぬぐうと、嬉しそうにモジモジと亞紋を見る。

「こ、ここここれでシズナもご主人様の……、はにぃになれたでございますか？」

「は、ハニー……」

「フィリア様から借りた恋れん愛あい小しよう説せつに書いてありました。あはっ！」

　雫奈は嬉しそうに微笑むと後ろへ下がっていく。

　同じくして背後から抱きつかれる感覚。振り返ると、フィリアがニコニコと。

「マスターくぅん。お姉ちゃんにもキスしてほしいなぁ」

「フィリアさんッ。まだ酔ってるんですか？」

「酔ってないよぉ。お姉ちゃん全然平気だよぉ？　ねえ、ほら、キスぅ」

　その実、フィリアの酔いは既に醒さめていた。まだ少しフワフワしているが、酔った時の性格を再現しているだけである。何故そんなことをするのか、亞紋には覚えがあった。

「お願いですフィリアさん。僕は貴方と、その……、キスがしたいです！」

「うん！　いいよぉ。いつでもきてぇ」

「でも、目を開けてもらってもいいですか！」

「え、えッ、え!?　そ、それはダメッ！　絶対ダメ！」

　そう、フィリアは恥ずかしがり屋なのだ。亞紋の世界でもそういう人は多く、マスクやメガネをつけて誤ご魔ま化かすが、フィリアも同じなのである。目を閉じて魔力で人を把握するのは魔力を高める練習でもあるが、何よりも人と目を合わせるのを防ぎ、自分の世界に一枚壁を作ることで恥ずかしさを隠すのだった。

　亞紋は何となくソレを理解していた。フィリアは積極的だが、肝心なところで誤魔化し、一歩引くスタンスである。それでは嫌なのだ。だからもっと踏み込みたい。

「フィリアさんは僕の素顔を既にご存知かもしれませんがッ、僕はそうじゃない。貴女の素顔を見たいんです！」

「フィリアお姉ちゃん！」「そうですよフィリア様、ここまで来て！」「がんばえー」

　モネたちの応援を受けるが、やはり恥ずかしいようだ。モジモジと肩を竦めている。

「ダメじゃないですが……、その、ガッカリされるかも」

「するわけないじゃないですか！　いいですかフィリアさんッ、僕は貴女のことが好きなんです！　愛しているんですっ！　だからお願いですから僕を見てください！」

　フィリアは──見たくなってしまった。今、亞紋がどんな表情で愛を告げてくれたのか。だからゆっくりと、ずっと閉じていた瞼まぶたを開いてみる。

「こ、こっ、これで……、いいの？」

「………」

「ほら……、やっぱり……、ガッカリしてるじゃない……！」

「待って！　お願いです。どうかそのままっ！」

「だ、だめっ、無理よ……！　これ以上は……、恥ずかしぃもの……！」

「凄く綺麗です！　黙ってたのは、見惚れてたからなんです！」

「き、綺麗って……。年上をからかわないで……！　お世辞なんて嬉しくないわ……」

　余裕がないのか、フィリアは真っ赤になりながら顎を引いていた。

　しかし亞紋の言葉は本当だ。可愛らしくて優しげな目、何よりもエメラルドグリーンの瞳が月明かりを受けてキラキラしている。

「アプリでも──見たことがありませんでした」

「当然よ……。こんなの……、誰も……、喜ばないわ」

「いえ、安心しました。他の人には絶対に見せたくないから……！」

「──えッ」

「むしろッ、僕の方こそすいません、つまらない顔で……」

「そ、そんなことないわ。とっても可愛くて、素敵だと……、思うもの」

「そう、ですか。ありがとうござい……、ます」

　それはどちらかが言ったわけではなく、お互いの意識がシンクロした結果だった。

　唇が触れ合う。それは僅かな時間ではあったが、十分だ。フィリアは顔を離すと、熱くなった頰ほおを押さえて悶もだえる。

「だ、ダメなのに──ッ、マスターくんはまだ子供で、私はお姉さんだからしっかりリードしてあげないといけないのにぃ……、ニヤニヤしちゃうのぉ」

　好き。愛してる。綺麗。何度も頭の中でリピートしてしまう。

「うふっ、うふふ……！　うふふひひはは──ほへぁ」

　結果、パンク。フィリアは白目を剝むいて倒れた。
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「気絶しております」「だせぇ」「でも幸せそう。良かったね、フィリアお姉ちゃん」

　亞紋も落ち着くために深呼吸を一つ。

　一方で服を摑まれる感覚。振り返ると、ペティがニヤリと笑っていた。まあ、流れ的にこうなるのは当然だ。意味ありげに笑っているペティに、言いようのない迫力を感じて、亞紋は引きつった笑みを浮かべる。

「マスター、ごめん。アタシはいいや」

「え？　そ、そう？」

　正直、残念だが、ペティがそう言うなら仕方な──

「自分ですっから」

　亞紋はペティの勝かち誇ほこった笑みの意味を理解した。『自分でする』、その言葉通りペティは亞紋の唇を自分から奪ったのだ。それも亞紋の下した唇くちびるを咥くわえるように。

（な、なんだかフワフワしてきた……!!）

　ペティは唇だけを使って、フニフニと亞紋の唇を甘あま嚙がみするように挟はさんでいく。

　そうしているとペティは舌先で亞紋の唇をノックしはじめた。くすぐったくて口を開けてしまうと、ペティの舌が進入してくる。絡み合う舌が熱を発し、一瞬ペティと本当に繋つながっているのではないかという錯さつ覚かくに陥おちいった。

　倒れる亞紋。何とか抵抗しようと手足をバタつかせるが、ペティはその手を押さえると、なおもキスを続けていく。

「んっ、ふぁ」「んむっ、んぁ。ぷはぁ」

　しばらくして満足したのか、ぺティは唇を離す。唇をなぞりながら、ニヤリと三日月のような笑みを浮かべ、トロンとしている亞紋を見ていた。

「どうだったマスター。本で読んで勉強したんだけど。結構自信あんだよねー」

「はぁ、はぁ……！　ろうっへ、ひひなりいふぁれてほ」

「あらら、呂ろ律れつ回ってないよ。そんなに気持ちよかった？　ヤバいっしょ」

「ふ、ふぁ……、ふぁい……」

「可愛いねぇ、マスターは。フフフ！　愛してるよ、本当に、好き」

　ペティは亞紋を抱きしめて、頰を撫でながら囁く。吐息と言葉が亞紋の耳をくすぐり、脳に直接届いてくるようだ。するとペティはゆっくりと人差し指で亞紋の唇をなぞった。

「ゴメン、やっぱ気が変わったわ。マスターからキスしてほしい」

「──へ？」

「好きって言ってからね」

　亞紋はトロトロの目をしながら頷く。もうココまできたら従うしかない。亞紋は愛の言葉を囁くと、自分からペティに唇を重ねていく。今度はただ唇を当てるだけのキスだったが、ゾクゾクとした支配欲を感じてペティは満足そうに微笑んだ。

「ふふふ、マスターは良い子だから好きだな。アタシ」

　亞紋としてはまだ体がぐったりして、頭はフワフワしている。

　完全に彼女にされるがまま。それを見てモネたちもオオと声を上げる。

「すごいねペティお姉ちゃんっ！　お兄ちゃんを骨ほね抜ぬきにしちゃった！」

「なんと妖よう艶えんな……！　これは是ぜ非ひ参考にしなければなりませぬ。メモメモ……！」

　ペティは亞紋の唇を軽くハンカチで拭ふくと、さっさと自分の布団へ戻っていった。

「ねむみを感じる。もう寝るど」

　ペティの言葉に賛成する一同。

「うんっ。うん？　ん？」

　モネが違和感に気づいた。なんだか硬い感触がある。それは頭、それは服の中。

「え？　え？　えぇ？」

「モネ、どうしたのでございますか？」

「なんかね、石が……」

　モネの服の中や枕まくら元もとに小さな石があった。

　それは先ほどお風呂場で見かけたものと全く同じだ。

「な、なんでぇ？　さっきはこんなのなかったのに」

「やはりモネの魔法で生み出されたのではございませぬか？」

「そう──なのかな？　でもわたし、そんなつもりはなくて……」

　立ち上がってバタバタと服をはためかせると、ポロポロと石粒が落ちてくる。

「んー、邪魔だよっ」

「あ、あ、じゃあ良い方法があるよ」

　ぐったりしていた亞紋は携帯を取りだすと、音声認識を発動させる。

　というのも、モネたちがお風呂に入っている間に、かなり便利な機能を見つけたのだ。

「キャプチャー」

　携帯裏のキングの口の部分が光って、ライトのようにモネを照らす。

　もちろんただの光ではない。丸い光の中に石の粒が入ると、それが携帯に吸い込まれていくではないか。

「えっ、すごい！」

「でしょ？　それでさ、吸ったアイテムが携帯の中に……、ほら！」

　画面の中には、先ほど吸収した石の写真が表示されていた。

　名前の欄には『[image: ]の石』と表示されている。

「アイテムを携帯の中に保存できるんだ。かなり便利だよコレ」

　亞紋は光をモネの周りに当てて、石の粒を全て吸い込んだ。

　まるで掃そう除じ機きだ。そうやって『[image: ]の石』が九個手に入った。アイテムの名前をタップすると『具現化しますか？』と表示され、『はい』を押せば携帯から出せるようだ。

「でも平気？　モネ、何かおかしなことはない？」

「ん、んん、大丈夫だよ。いまのところっ」

　モネは地属性、もしかしたら新しい魔法を獲かく得とくしようとしているのかもしれない。

　とりあえず今日は様子を見ることに。気づけばペティはもう寝息を立てている。亞紋たちも布団を被り、目を閉じた。

（いや、しかし眠れん……。興奮が……、まだ柔やわらかい感触が──ッッ）

　一時間ほど悶々としていただろうか？　手ての甲こうをちょんちょんと指で押された。

「お兄ちゃん」

「モネっ、起きてたの」

「うん。あのね、まだ眠くないなら、お願いがあるの」

　小声で囁きあう二人。

「さっきのペティお姉ちゃんみたいにはできないかもしれないけど、もっとお兄ちゃんに喜んでほしいから……、キスの練習させてほしい──なんて」

「そ、それって」

「うん。練習って言っても本当にさせてほしいの。それにわたしね、さっき凄い幸せだったから……、もうちょっとだけ──」

「？」

「フィリアお姉ちゃんの本で見たよ。いちゃいちゃ？　それが──したい、かも」

　もじもじと上目遣い。断れるわけがねぇ！　亞紋は即答でイエスだ。

「ありがと、お兄ちゃん大好きっ。あ……、でもみんなに見つかると恥ずかしいから、お布団の中でしよっ」





　　　　◆






　翌日、集会所ギルドで亞紋はレンに声を掛けた。

「おはようございます亞紋さん。大丈夫ですか？　お疲れのようですが」

「ちょっと……、眠れなくて。でも──生きてて良かった」

「はぁ」

　今日は体人に聞いたダイヤのキングに会うため、エリアダイヤに向かいたい。

　しかしゲームの方では名前こそ出てくれど、訪れることはできない場所だった。この世界でも一体どうやって行けばいいのか分からず、レンに聞いてみる。

「エリアダイヤですか、ちょっと待っててください。聞いてきます」

　離れるレン、今日も目は合わせてくれない。しばらくすると戻ってきた。

「汽車を使えばいいそうですよ」

「じゃあ駅に行けば分かるか……。ありがとうレンくん」




　一方、家ではモネたちが着替えを行っていた。

　先に支度を整えたフィリアとペティは、亞紋の携帯を見つめている。

　音声認識は亞紋にしか行えないが、画面を弄いじることは従者たちにも可能だった。

「うーん、[image: ]の石ですか……。不思議ですねぇ。今まではそんなもの出なかったのに」

「実はね、あの後ちょっと分かったことがあって」

　モネがあくびをしながらやってきた。

　どうやらあの石の粒は、モネの汗や涙の一部が固まってできた物らしい。

「は？　でもモネってこの前、『星になったモピちゃん』で号泣してたじゃん」

「あれは誰でも泣くでしょっ。でも、そうだよね、汗だって前からかいてるし」

「舞ぶ台たいを見て泣くのと、今回の涙には違いがあると……？　はてはてぇ」

　フィリアは顎に手を当てて考える。するとすぐにピンとくるものが一つ。

「やはり四葉くんの存在でしょうか？」

　石粒が発見されたのはお風呂場と寝しん室しつ。どちらも亞紋がいた場所だ。

「うん。わたしもね、そう思うのっ。お兄ちゃんにギュッてしてもらったりしたら、ポワポワって幸せな気分になるんだけど、その時の汗とか涙が固まるんじゃないかって」

「なるほど。古来より魔法には感情のエネルギーが大きく関わっていると言われています。四葉くんがモネちゃんの感情を活性化させて、あの石を生み出したのかも」

　とは言え、あの石粒が何なのかは分からないままだが。

　すると、ペティが画面を覗き込んで目を細める。

「あれ？　確か昨日、石の数は九個くらいだった気がするのじゃが……」

　しかし現在、石の数は三〇個。

「はーんッ！　ふぅー！」「あらあらまあまあ！　負けていられませんね！　うふふ！」

　モネが赤くなって俯うつむいていると、そこに亞紋が帰ってきた。

「おかえりなさいっ！　どこに行ってたの？」

「うん。集会所。エリアダイアに行く方法が知りたくて」

「汽車でしょ？」

「うん。よく分かったね」

「そりゃ住んでるからねっ！　常識だよ」

　それもそうか。とにかく目的は決まった。そこに雫奈も着替えを終えてやってくる。

「皆、今日はダイヤのキングに会いたいんだけど……、その人が体人みたいに襲ってくる可能性はゼロじゃない」

　戦せん闘とうになればワープ機能も封じられる。最悪、戦う覚悟は固めておかなければ。

　このままセントラルに引ひき籠こもることも考えたが、ダイヤのキングだって何か情報を欲しているかもしれないし、少しでも協力はしたいと思っていた。

　他にも理由はある。モネたちと深い仲になれたことは幸いだが、それとは別に昨日から何か言いようのない不安感があった。追われているというのか、見えないタイムリミットを感じているというのか。とにかく、元の世界に関する情報がほしかった。

　それに体人の言葉、その点で他のキングにどうしても話を聞きたい。

「参りましょう旦だん那な様」

「そーそー。亞紋はアタシたちのキングなんだから。遠えん慮りよなく使ってよ」

「四葉くんのやりたいことを叶かなえるのが従者ですものね。うふふ」

　呼び方が変わったことへの照れ。力になってくれることへの感謝。

「ありがとう皆……、本当に助かるよ」

「行こっ、お兄ちゃん。わたしたちがついてるからね！」

　モネは亞紋の手を取って前を行く。一同は家を出て、駅に向かった。




「各エリアにはそれぞれ特色があってね」

　汽車の中はシックでモダンな造りだった。席は指定席と自由席に別れており、レスト機能を使えば一人分でよかったが、それでは味気ない。亞紋は人数分の自由席を買ったので、適当な場所を見つけて座ることに。

　座席は二人席が向かい合わせになっているため、五人だと一人あまる。すぐに誰が亞紋と座るかのジャンケンが始まり、結果は勝利を収めたモネが亞紋と並んで座り、通路を挟んだ席に雫奈たちが座ることになった。

「エリアクラブは農業が盛んなの。自然が一番多くてね。町を出ることになるけど、絶景とかもいっぱいあるんだよ」

　エリアハートは芸術やスポーツに力を入れており、エリアスペードは技術力に溢あふれた場所らしい。今から行こうとしているエリアダイヤは伝統工芸や、職人さんが多いとか。そして、それら全ての特徴が合わさったのがセントラルだ。

「エリアスペードは科学技術が凄くてねっ！　携帯電話とかもそこにあるんだよっ！」

　しかしそれぞれのエリアには自分の住んでいる地域にプライドを持っている者も多く、エリアスペードで作られた携帯電話を使うのを嫌う他エリア出身者は多いらしい。

「へぇ、知らなかったなぁ。でも考えてみればそっか、まだまだこの世界には僕の知らない場所とか技術があるんだよね」

　とても地球の常識なんて太刀打ちできるものではない。

　亞紋は改めて、このＫ・Ｆの世界の広大さに圧倒される。

「いっぱい良いところがあるんだよ。わたし、お兄ちゃんと一緒に行きたいっ！」

「僕もモネと一緒に行きたい！　テュフフ！　やばい……、今の気持ち悪かったな」

「んもー、気にしすぎっ！」

「……じゃあついでに一つ聞いてもいい？　モネは呼び方、そのままなんだね」

「お兄ちゃんはお兄ちゃんだから。それにほら、お布団の中じゃ名前で呼んだでしょ？」

「う、うん」

「あれは恥ずかしいから……、その、まだ二人だけの時だけっ！　また聞きたいなら、今日の夜もお布団で──」

「お二人さん。イチャついているところ申し訳ありませんが、もうすぐですよ」

「「は、はい！」」

　モネは舌を出して恥ずかしそうに笑った。亞紋もばつが悪そうに笑顔を返す。

　しかしその時、皮肉にも体人の言葉が頭を過よぎる。

（確かにこの世界は魅力的だ。僕は……）

　もしかしたら白亞はそれを分かっていて、何も愛するなと言ったのだろうか。

　そう考えていると汽車が目的地に着いた。モネが手を握ってくれた。

　この手を離したくないと思うのは、いけないことなんだろうか？




　エリアダイヤは、全体に赤茶色のイメージがある場所だった。建造物の多くにレンガが使われており、セントラルとは少し違った田舎風景も広がっている。

　体人から聞いた情報によると、ダイヤのキングは、集会場横にある小さな診しん療りよう所じよにいるらしい。駅を出た亞紋たちは、早速その場所を目指す。

　赤土色のレンガ道を歩いていくと、やがて目的地が見えてきた。

「どうも、ありがとうございました」

「体力をしっかりつけてください。そうすれば早く良くなりますよ」

「お大事にねぇ！」

　診療所の扉が開いたと思えば、そこから老人の姿が見えた。

　続いて出てきたのは二人の男女だ。女性の方はナース服を着ている。ナースと言ってもワンピースにエプロンスカート、そして帽ぼう子しを組み合わせたクラシックなタイプだ。ナイチンゲールをイメージさせるその衣装、背中には小さな羽根の装飾が施されており、天使を連想させる風ふう貌ぼうだった。

　一方、青年の方はシャツにメガネという随分現代的な容姿であった。彼らは歩いてきた亞紋たちに気づいたのか、視線を其方そちらに移動させ、ハッと表情を変える。

　どうやら亞紋が持っていた携帯裏のキングに気づいたらしい。

「そうか。キミがクラブのキング、四葉亞紋くんだね。体人から聞いてるよ」

「ッ、はい！　じゃあ貴方が──」

　青年はメガネをクイッと整え、ポケットから自分の携帯を取り出してみせた。

「ああ。俺がダイヤのキング。金こん剛ごう赤石あかしだ」

「はーい！　私ッ、従者のベルン・リーンですぅ！　よろしくねえ！」

　ベルンは太陽のような笑顔を浮かべると、右手を上げてピョンピョン跳ねる。

　無害そうに見えるが、油断はできない。亞紋が警戒していると、赤石が小さく笑った。

「大丈夫、安心してくれ。俺は体人と違って戦うつもりはない」

「そ、そうなんですか……」

「体人から聞いたよ、大変だったね。ちょっと奥で話そうか」

　赤石に促され亞紋は診療所の奥にあるスタッフルームの方に歩を進めた。患かん者じやさんもいるし、さすがにココでは戦闘は起こらないだろう。

　部屋はあまり広くはないので、モネたちは携帯の中に待機してもらう。
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　赤石が亞紋の向かい側に腰こし掛かけると、ベルンが二人分のコーヒーを持ってきた。

「亞紋さん！　おいしいコーヒーをどうぞぉ！」

「あ、どうもありがとうございま──」

「んひゃぁああ！」

　何かが落ちているわけではない。床ゆかは至ってフラットだった。しかしベルンはバナナの皮でも踏んだかのようにツルンと一発、お尻から床に激げき突とつしてしまう。

「「ぎゃあああああああああああああああああ」」

　悲鳴が聞こえた。尻しり餅もちをついたベルンが首を振って意識を覚醒させると、熱々のコーヒーを被かぶった亞紋と赤石が、仲良く叫んでいるのが見えた。




「も、申し訳ない。ウチの従者が迷めい惑わくを……」

「ごめんなさい！　本ッ当ごめんなさいぃ！」

　数分後。なんとか落ち着いた亞紋たちは、乱れた呼吸を整えていた。

　赤石は氷水を袋ふくろに入れて頭を冷やしており、亞紋は淡あわい光に包まれていた。

　コレは傷や痛みを消してくれるベルンの治癒の光。彼女はサポートを主とする従者のようだ。カラーはブロンズ、レア度で言えばモネと変わらない。

「そ、それにしても、また他のキングに襲われたかと思いましたよ」

「本当にごめん。ベルンも駄目だろ、もっと落ち着かないと。キミだって怪我をする」

「ごめんねぇ赤石。今度から気をつけるから、ね！」

「……だといいけど。心配だから、あんまり俺の傍を離れたら駄目だよ」

　気づけば、亞紋から痛みが消え去っていた。

　ベルンの癒やしの力は本物らしい。その流れで、赤石もさっさと治療してみせる。

「悪い、亞紋くん。少し場所を変えようか」

　ココは小さな診療所だが、ちゃんとした大きな病院もあるらしい。

「だからココに来るのはそれほど大きな怪我や病気をした人たちじゃないんだ。ここはベルンの知り合いがやっていて。だからちょっとした手伝いをね」

　現に赤石が外出したいと言ったら、初老の先生は何のことはなくオーケーを出していた。

　亞紋としても話はしたい。提案を受けて、一同は集会所の中にある喫きつ茶さ店てんへ向かう。




　移動する間、亞紋と赤石は軽く情報交換を行った。

　赤石は一〇日前にこの世界にやってきたらしい。セントラルでは体人と偶ぐう然ぜん出会い、フレンド登録を行っていた。

「登録を行うと、フレンド同士で通話やメールができるんだ。それだけじゃなくて、フレンドのスキルを使えるようになったり、いろいろ便利なんだよ」

　赤石は携帯をよく調べておいたようだ。まだまだ知らない機能もあるようだが。

「亞紋くんも俺とフレンド登録してくれないか？」

「あ、はいッ。でも僕で良いんですか？」

「何を言ってるんだ。もちろんだよ」

　携帯を近づけ、フレンドのページを表示させれば、後は自動で登録される。

　そうやっていると、集会場の中、二階にある大きな喫茶店に到とう着ちやくした。

　ココならば、と亞紋と赤石は携帯の中にいた従者たちを解放していく。

「うぉ、かっけぇ……」

　赤石にはベルンの他にもう一人従者がいたらしい。重厚な甲かつ冑ちゆうに身を包んだ武将のような鎧武者であり、中身はクワガタの甲こう人じんである。

　兜かぶとの角部分がクワガタのハサミ（顎）になっており、キャミーたちとは違い、人間らしさはシルエットくらいなものだ。顔はクワガタに竜りゆうを混ぜたような風貌で、まるで特とく撮さつ作さく品ひんに出てくる怪かい人じんのようだった。ちなみにランクはゴールドである。

「俺は義ぎ乱らんだ。よろしく頼む」

「よ、四葉亞紋です。よろしくお願いします」

　義乱はペコリと頭を下げる。彼に釣られて亞紋も頭を下げた。

「大丈夫だよ亞紋くん。見た目はちょっと怖いけど、義乱は正義の戦士さ」

　赤石の言葉に反応して、義乱はピースサインをする。

　とりあえず従者たちは大人数が座れるテーブル席の方へ、二人のキングはカウンター席に並んで座る。赤石はホットチョコ、亞紋はメロンソーダを前にして、早速本題に入る。

「亞紋くん。キミはどうやってこの世界に来たんだ？」

「白衣の男の人にカードを渡されて、気づいたらコッチに来てました」

「白衣か……。やはり、そうなんだな」

「ッ、なにか心当たりがあるんですか？」

「ああ。おそらく、その男は……、俺の兄だ」

　つまりなんだ？　赤石の兄が、全てを仕組んだ黒幕だとでも？

「朝起きたら俺の机の上にカードが置いてあった。それを確認した瞬間、この世界にやってきたんだ……」

　赤石の部屋に入ることができる人物は限られる。さらに転送先の世界がＫキングダム・Ｆフアンタジアだったことや、体人と亞紋が口にした『白衣を着た男』が引っかかったらしい。

「兄はキングダム・ファンタジアを開発し、運営を行っていた。でもそれ以前にもっと大きな研究をしていたんだ。パラレルワールド、並行世界っていうんだが……」

「それって、ゲームや漫画でよくある」

「そう。自分たちが住んでいる世界とは別に、次元を隔へだててもう一つの世界が存在しているっていう考えだ。兄はそれをフィクションの存在ではないと思っていたようだ」

　赤石の兄、金こん剛ごう郡ぐん冶じはパラレルワールドを見つけるために日ひ々び、研究を続けてきた。亞紋の記憶にも、過去、『誰か』がパラレルワールドを研究していたという記憶はあった。その『誰か』こそが、赤石の兄だったらしい。

「でも、あの研究は途中で国に打ち切られたよ。兄は納得していなかったみたいだけど」

「理由を聞いても？」

「俺は知らない。兄もよく聞かされなかったんだと思う。科学技術の発展という名目だったけど、さすがにＳＦすぎる内容だし、結果も満足に出せてなかったからね」

　郡冶は何度も政府に抗こう議ぎを重ねたが、結局データは全て削さく除じよされてしまい、研究は終わりになった。そのうちにゲーム開発に手を出し、Ｋ・Ｆを作り出すことに成功したのだ。

「俺は兄が立ち直ったのだと思っていた。だけど、それは間違っていたのかもしれない」

　郡冶はよく白衣を着て出かけていたらしい。最近は個性的なファッションも増えてきたが──もちろん郡冶にそんなつもりはない。多くの人がその行こう為いを研究を打ち切った国に対するあてつけや、未練だと口にしていたが、赤石から言わせればアレは『まだ研究が終わっていない』という兄の意思表明だったのかもしれないと。

「もしかしたら兄さんはデータのバックアップを残していて、一人でパラレルワールドの研究を進めていたのかもしれない」

「でもそんな簡単に……。それこそ個人で行える研究なんですか？」

「だが現に俺たちは兄が作ったＫ・Ｆの世界に送られている。コレが偶然だとは思えない」

　赤石のカップを持つ手に力が籠こもっている。どうやら複雑な感情が胸の内にあるようだ。

「でも、どうして僕たちが呼ばれたんでしょう？」

「分からない。だが俺たちにカードを渡した以上、何か狙いはあるはずだ。おそらく各スートのランキング一位が選ばれたんだと思うけど……。体人はＮ・Ｇだったし、俺はフォースって名前でダイヤのカテゴリでは一位だから」

「え？　僕、クロスって名前なんですけど……、ランク外です」

「えッ、本当かい？」

「はい。クラブの一位は、確かマチエールって人ですよね？」

　赤石は唸る。完全に読みが外れた。だとしたら条件は一体──？

「スペードのキングはどこにいるんでしょう？　その人に会えれば何か分かるんじゃ」

「三日前に聞いた話なんだが、旅人が魔物に襲われている時、一人の少年に助けられたらしい」

　少年は圧倒的な強さで魔物を倒したが、魔物を笑いながら刀で切り刻むその様さまは、少年の方がモンスターに見えたとか。問題はその少年がなにやらトランプのようなカードを持っていたという点だ。赤石はその人間がキングだと思っているようだ。

「総合ランキング一位はスペードですよね。相当強力なプレイヤーだとか」

　プレイヤーネーム・サルバトーレは、スペードのランキングだけでなく、各スートを合わせた総合ランキングでも常に一位の座に君臨している。

　体人が三位、赤石が二位、とくれば一位が来るのではないか？

「でも気をつけた方が良い。話を聞く限り好戦的な性格なのかもしれない」

「そう、ですか。少し甘かったかも。みんな助け合えるって思ってたんですけど……」

「まあ、キングだけじゃなくて魔物とかもいるからね。この世界は魅力的だけど、厳しい面もたくさんあるよ」

「……赤石さん。実は僕、ずっと他のキングの人に相談したいことがあって」

　亞紋は俯き、拳を握り締め、搾しぼり出だすように言葉を続けた。

「赤石さんは帰りたいですか？　正直──ッ、僕は迷っています」

　亞紋は離れたところにいるモネたちを見た。楽しそうに笑っている姿は、ずっと見ていたい。

「そもそも僕たちの世界は今、どうなっているのか……。もしかしたらコッチとは時間の進み方が違うかもしれない！　帰っても父や母がいなくなってて、モネたちとも離はなれ離ばなれになって……！　そんなことならずっとココで──ッ！」

　亞紋は言葉を詰まらせた。そのまま口にすることが良いのか悪いのか、分からない。

「まあ、亞紋くんの気持ちは分かるよ。俺だって本音を言えばそう思ってる部分はある。でも、きっと兄さんは良くないことをしようとしている。このまま異世界観光で終わってくれるはずがない。だから従者たちと別れる覚悟だけはしておいてほしい」

　赤石は多くは語らなかったが、重みのある一言を亞紋に投げかけた。

「それに……、亞紋くんはお祖父ちゃんとかいるのかな？　俺の祖父は会うたびお小こ遣づかいくれてさ、俺もう二二なのに。あと、昔誕生日に肩かた叩たたき券あげたこと、会うたびに嬉しそうに話してさ」

「ぼ、僕のお祖父ちゃんもまだ生きてます。優しい人で、僕が小さい時は釣りとか、映画に連れて行ってくれました」

「いいお祖父ちゃんじゃないか。それだけ愛されてるってことだ。だから、俺たちが突とつ然ぜんいなくなったら、すごく悲しむ」

　亞紋は無言で頷くしかなかった。確かにそれはそうだ。両親だってきっとそうだ。

「と、とにかく郡冶さんに話を聞かないと。何か心当たりはないんですか？」

「俺も一週間ほど、いろいろな場所を捜し回った。既き存ぞんのダンジョンや知らない土地、でも手がかりさえなかった。ただ一つだけ──」

　赤石は携帯を取り出して、一つのダンジョンを指差した。

　魔ま王おう城じよう。現バージョンのラストダンジョンである。Ｋ・Ｆのストーリーはまだ配信途中で完結はしていない。しかしストーリーが進む中で、最近魔王を守る四天王が出てきたり、負けイベントだが魔王と戦える機会もあった。

「もしかしたらあそこに兄はいるかもしれない……。もちろん予想の範囲だけど」

　しかし魔王城は、敵対勢力の拠点だ。

　赤石も現在の戦力では自信がなかったのか、探たん索さくを控ひかえていたらしい。

「カルマに協力してもらおうと思っていたんだけど、こっちも目もく撃げき情じよう報ほうすらないし。彼を捜してるうちに、ダラダラ時間がすぎてしまった……」

　勇者カルマは、ストーリーでは台詞のないマスターの代わりに話を進めてくれるキーキャラクターだ。ほとんどのストーリーに絡んでくるのだが、今は影かげも形かたちもない。

　それを聞いて亞紋は俯いた。正直、彼も困ったら勇者に任せようと思っていたからだ。

「とりあえず、様子だけ見に行きませんか？　中に入るんじゃなくて、周りの様子とか」

「そうだね。こうしている間にも、兄が動いてるかもしれないし」

　亞紋たちが協力すれば、危険でも逃げるくらいのことはできるだろう。携帯の機能でワープもできる。他のキングなら妨害ができるようだが、魔物だったり魔人だったりすれば止められないはずだ。

　行動は早い方が良い。亞紋はモネたちに状況を説明するため、席を立った。





　　　　◆






　ゲートを通り抜けると、禍まが々まがしい空気に包まれた城の前に移動していた。

　全体的に紫むらさき色いろの石レンガで築かれた城は魔王の住処としては満点だ。

　だが大きな違和感もあった。ワープに成功した亞紋と赤石は、すぐに近くにあった木々の陰かげに隠れて様子を窺う。しかし見たところ警備をしている者の姿はない。

　それどころか正門が開いていた。これでは簡単に侵しん入にゆうできてしまうではないか。

「いくらなんでも警備が薄すぎるな。コール、ベルン」

　赤石は従者のベルンを召喚する。なにやら回復以外にも様々なサポートが行えるようで、その中の一つ、探知能力を行使した。

　ベルンは指で丸を作ると、双そう眼がん鏡きようのようにして覗き込む。これで中の様子が分かるらしい。

　亞紋もフィリアを召喚して、風や空気の中にある魔力を探ってもらう。

「ふむふむ。魔物や魔人の気配が全くしませんなぁ！」

「誰もいないってことか？」

「うん。お城の中ね、からっぽだよぅ？」

　フィリアも頷いた。

「空気や風の流れに乗っている魔力がほとんどありませんね。あの城の中に、誰もいないというのは納得できます」

　亞紋と赤石は目を見合わせる。ありえるのか？　いや、ありえるかもしれない。

「兄さんが何かしたのかもしれない！　レスト、ベルン」

「行きましょう赤石さん！　レスト、フィリア！」

　二人は地面を蹴り、正門から堂どう々どうと城の中に入っていく。

『お兄ちゃんっ、無理しちゃダメだからね！』

『気をつけてください旦那様！　シズナはいつでも力になりますゆえ！』

『いつでも呼んでよ亞紋。ムカつくヤツがいたらカチ割ってやんよ』

『四葉くん、気をつけて。まだ罠の可能背もあります』

　拠点にいるモネたちの声が聞こえてくる。亞紋は強く頷き、同時に決意する。

（絶対にモネたちだけは守らないと。彼女たちは希望なんだ……！）

　城内を走る亞紋たち。だがやはり走れども走れども誰もいない。

　そしてついには『魔王の間』に到とう達たつする。広くて長い、長方形の部屋だった。奥には階段があり、それを上がると玉座が見えたのだが、やはり何もない。誰もいない。

「遅いじゃないですか、お二人とも」

　しかし気だるそうな声が聞こえたかと思えば、一瞬で玉座に人が現れた。

「レンくん？」

「ッ、亞紋くんの知り合いかい？」

「はい。彼はセントラルの集会場で働いてて──」

　違和感。

「いや、いやおかしい。なぜレンくんがココに？　だってココは──」

　ふと思う。レンはエリアダイヤにどうやって行くか知らない様子だった。しかしモネは、セントラルに住んでいる者ならば汽車を使うのは常識だと口にする。

　なぜ、レンはセントラルにいたのに常識的なことを知らなかったのだろう。

「ボクの名前はレン。御み剣つるぎ錬れんです。よろしくお願いします。亞紋さん、赤石さん」

　答えは、錬も『慣れていなかった』からだ。取り出したのは、携帯電話。

「トランプ、持ってますよね。ボクはスペードです。あとプレイヤーネームはサルバトーレでした。よろしくお願いします」
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　Ｋキングダム・Ｆフアンタジアにおいて全てのプレイヤーの頂点に立つ男、それが目の前にいる錬れんである。

「ま、まさかこの城に誰だれもいないのは……」

「ええ、そうなんです、ボクがぜーんぶ倒たおしました。凄すごいでしょ？」

　錬は携けい帯たいの画面を亞あ紋もんたちに見せる。エネミーリストには倒した者の名前がズラリと並んでおり、錬はそれを嬉うれしそうにスクロールしていた。

「でもね、魔ま王おうがいなかったんです。不思議ですね、残念ですね」

　そこで錬は指を鳴らす。

「ご苦労だったね、ジルルート」

「いやいや。楽勝だったぜ、坊ぼつちゃん」

　亞紋たちの背後、誰もいなかったはずの空間に一人の男が現れた。長い金きん髪ぱつを一つに結んでいる紳しん士し風ふうの男だ。名前はジルルート、ランクはゴールド。

　光の力を操ることができ、自分やマスターを透とう明めいにできる。

「透明になっている間は、魔ま力りよくだって消せます。誰もボクらを探ることはできない」

　錬はずっとジルルートを亞紋に張りつかせ、その行動を逐ちく一いち報告させていた。

「でもモネの家の中までは入らせてませんよ。ボクは常識のある男ですからね……」

「な、なんだってそんな尾び行こうじみた真似……」

「決まってる。集会場で働いていたのも、この今も、全ては他のキングを見つけるため。できれば潰つぶし合あってほしかったけど、ん、ん、んん、まあ結果は微び妙みよう。邪じや魔まなんですよね。ボク以外のキングは本当に要らない……！」

「い、要らないって……。何を言ってるんだよ錬くん、本気なのか？」

「……あの、いきなりですけど、お二人はキングダム・ファンタジアを愛していますか？」

　愛──？　唐とう突とつな内容に亞紋と赤石は固まってしまう。しかし錬は大真面目だった。

「ボクは自分が一番Ｋ・Ｆを愛していると誓ちかえます。ランキングはずっと一位だ。何度も課金したし、イベントは今まで一度も欠かしたことがない。むふふふッ」

　ゲームがリリースされてから異世界に飛ばされるまで、錬は毎日ゲームを起動させている。そして時間が許す限りゲームを楽しんでいるのだ。

「ボクッ、学校に行ってないんですよ。だからプレイ時間はたぶん一番凄いんじゃないかな。どうです？　分かります？　ボクがどれだけ命を懸かけているのか。だから自分がキングに選ばれた時は嬉しかった。そりゃあもうッ、飛んで跳はねて喜びましたよ。ああ、もちろん、心の中でね。人間に翼つばさはない、鳥じゃない……！　当然だ」

　だが同時に複数のキングがいることに錬は激しく嫉しつ妬とした。

　たしかに各スートにそれぞれキングがあるのは当然のことだ。だが少なくとも錬は自分が、『王』を名乗るだけの資格があると自負している。しかし他のキングたちはどうだ？

「あの、あのねぇ、あのですね。ボクの母は……、ボクをトイレで産んだらしいんだ」

　ここにきて、まさかの自分語りが始まる。

「父親が誰か分からなかったから、そのまま流そうとも思ったそうです。あぁ、まあこれはどうでもいいか。いやとにかく母は自由な人でした、父がコロコロ代わってたから」

「い、いきなり何を言い出すんだよ。ちょっと待って、今はそんな──」

「うるせぇええッッ！　うるせぇうるせぇ！　ブチ殺すぞゴラァァア!!」

　亞紋と赤石の肩かたが震ふるえる。錬は突とつ如じよ激高すると、立ち上がり、血走った目を向ける。

「人が話してる時はッ！　ァァん！　黙だまってろって先生に言われただろうゥゥ！　ハァ、ハァ！　では続けますよ！　ある時ね、母は本当に好きな人ができたと男の人を連れてきました。その男はドラッグを愛用していました。よく注射だの鼻から吸引だの、母は複雑な表情でそれを見ていましたが止めませんでした。その時から愛ではなく主従関係が成り立っていたのでしょう。男はワケの分からないことを良く喋しやべり、不ふ機き嫌げんになれば母を殴なぐっていました。もちろんボクもうるさいとお腹を蹴けられました。生意気な目が気に入らないと殴られました。痛かったなぁ！　ひひひははは！」

　思わず、亞紋は一歩後ろに下がった。錬の背後に強大な闇やみが見えたのだ。

「アイツはね、母には謝るんですよ！　そしたら母も許してしまう、ああ愚おろかだ。母は仕事をしていない父のためにお金を稼かせぎました。まあそれも博打ばくちか薬、他の女のために男が浪ろう費ひするんですけどねぇ！　聞いてください。ボクの──御み剣つるぎ錬の話をキイテクレ」




　──でもそうなると父と二人きりの日が多くなりますよね？　ええ、そりゃもう殴られましたよ。でも次第に父と母は家を空ける時間が多くなりました。たぶん誰も掃そう除じをしなかった醜しゆう悪あくな空間に耐たえられなかったんでしょう。ゴミ袋ぶくろは溢あふれ、部屋には生ゴミの臭においが立たち込こめてましたから。床ゆかも、外の道路の方が綺き麗れいだったんじゃないかな。しかしあの時のボクは、その醜悪な空間であっても母の帰りを待ち続けるしかなかった。母はボクを小学校に通わせませんでしたから、ボクはあまりにも愚ぐ直ちよくで無知だった！　今でも思い出そうとすれば思い出せる。全身を這はう害虫たちの感覚！　視界を埋うめ尽つくすほど蠢うごめく蟲むしたちを！　あぁぁぁ、駄だ目めですねやっぱり！　お部屋は綺麗にしないと。潰しても潰しても出てくるんですから。知ってますか、アイツらって上から見ると『目』に見えてくるんですよ。皆みなボクを見てる。ああ気持ち悪い！　ガガガ!!　オウェエェエエエエ！　あ、ごめんなさい。でもたまにね、二人も帰ってくるんですよ。そうしたら部屋を掃除していないのはボクのせいだとか言って、二人でボクを殴るんです。たぶん母は父──違ちがう、あれはクソ男だ。とにかく同調したかったんでしょうね、本当はボクを中絶するつもりだったとか、ボクさえデキなければ幸せになれたとか──ある日ボクは家を追い出されました。雪が降る季節にですよ？　信じられない、あいつらは頭がどこかおかしいんだ。死ね、死のう。そう、そもそも望まれてすらいない生に意味なんてなかったんですよ。母は一時の性欲の発散でボクを作ったんですからね。ボクとしても、いても仕方ない。ボクはあの時、字は書けませんでしたが、言葉は理解できていました。テレビで見た死ぬ方法がふと頭を過よぎったんです。チーン、です。簡単ですよね、高いところから飛び降りるだけで人間は壊こわれちゃうんですから。近くに廃はい墟きよがあったから、ボクはそこに行きました。廃墟は三階建てだったんですけど、凄いんですよ！　先客がいたんです。サラリーマンのおじさんでした。借金して怖こわい人に追われて、もう死ぬしかないんですって。嬉しいな、みんな友達、ルンルンですね。

『じゃあお先に』

　そう言っておじさんは飛びました。ん？　おい聞いてるか？　亞紋、赤石、まだ続くぞ、もう少し続くぞ。黙って聞いてろよ！　それでね、おじさんは地面に激げき突とつした後、しばらく呻うめきながらもがいてました。高さが足りなかったんでしょうね、死ねなかったんだ、可か哀わい想そうに。

『ウギュゥンンッ！　ブバッ！　ンベベベッ！　ギギィ！』

　汚きたねぇ呻き声だった。なんか脳みそか血か知らねぇけど色んなモン撒まき散ちらしながら左へ右へ転がって、しまいには痛いとか助けてとか言いながら漏もらしてたしな。んで、しばらくしたら動かなくなった。死んだんだろ。何か死体って汚きたなくてみすぼらしくて、ゴミみたいだった。その時、ボクは思った。死んだら結局肉の塊かたまり、死し骸がいじゃねぇか。ボクが潰したゴキブリ共と大差ないんだ。それを考えたら、死にたくなくなった。じゃあどうすればいい？　簡単だよ。舞まい落おちる雪が綺麗だった。その下にある死体はクソ汚くて、そのコントラスト、ボクはすぐ答えにたどり着いた。分かるだろ？　だからボクは拾った木の枝と石を持って帰りました。枝で目を突つけばいい、頭に石を何度もぶつければいい。でもねでもな、ボクが家に帰ったら……、ハハ、思い出してもクソウケルわ、あの男ね、薬取りすぎてショック死してたんですよ。その隣となりでは母が転がってました。人間て、あれだけ殴られると顔が変形するんですね。たぶんボクが出て行った後に喧けん嘩かでもしたんでしょう、母は青あお痣あざだらけでもう誰だか分かりませんでした。その後は……、あんまり覚えてないんですよ。警察が来て色いろ々いろ処理してくれて──ボクは施し設せつに入ったんですけど、すぐに叔お母ばさんがボクを引き取ってくれたんです。叔母さんと叔お父じさんは最高に優しかったなー。子供がいなかったからかなー、本当にボクに良くしてくれたんだもんなー！　字の書き方とか漢字とかも教えてくれたし、途と中ちゆうから学校にも行かせてくれました。まあでもあんまり合わなかったんですけどね。だっていっぱい『目』があるんだもん。思い出すじゃないですか色々、気持ち悪い。目は蟲ですよ、蠢く不快感。殺虫しないと殺される。でも叔父さんたちは何も言わなかった。理解してくれた。最高ですね、良い人だ。欲しい物があるなら何でも買ってくれる。ははは、ひひひ、ふふふ、へへへ、ほ。中学生になったら携帯を買ってくれました、最新型です、凄いんだ。ボクはアプリで初めてゲームをしました。それが、Ｋ・Ｆです！　凄いね、凄いよ！　凄すぎる！　感動したよ。ゲームって凄いね、あんなに面白いなんて思わなかった。違う世界があるじゃないか。火を吹ふくドラゴン、魔ま法ほうで戦う戦士たち、世界を狙ねらう魔王、そしてそれを阻そ止しするべく立ち上がった勇者、それを超こえる救世主たるボク！　魂たましいが震えた。ボクは夢中でした。だってボクが救世主！　カルマは嚙かませさ！　みすぼらしい自分はいない。こんなボクが世界を守るために戦える！




　──今から一五日前、ボクの部屋の窓を叩たたく人がいました。二階だったけど、石を使ったんでしょう。ボクが窓から顔を出すと、彼かれがボクにカードを見せてくれました。そしたら！　そうしたらどうだい！　この世界にボクがいたんだよ！」

　一いつ瞬しゆん、間。

「な……、長い！」

　亞紋は思わず本音を口にしてしまった。おまけに早口だったから内容があやふやだ。

「は？　バカなオメェらにはこれくらい丁てい寧ねいに言わないと分からないだろ？　この世界ならばボクはキングになれる。だってボクよりスコアが高い奴やつなんていないんだから。でももしかしたらキミたちが『主人公』かもしれない。やめてよ、ボクが仲間Ａ？　噓うそだろ？　引き立て役なんて虫むし唾ずが走る。無理無理無理、やべぇ何かッ、ゲロ吐はきそう！」

　錬はコールを発動。左ひだり隣どなりに現れるは、淀よどんだ紫むらさき色いろの髪かみの少女だった。肌はだは青白く、目の下には隈くまがあり、不健康なイメージを受けた。

　名前は『サリアン』。ランクは、ゴールド。

「亞紋！　なんで貴方は従者が四人もいるの？　やめてよ、ボクも赤石も体人も二人じゃないか。特別感あるよね!?　主人公っぽいよねぇッ！　イライラするなマジでェエ！」

　その時、携帯の中にいたモネが頭を抱かかえてしゃがみ込む。

　真っ青になってガタガタ震えており、様子がおかしい。

　思い出す。『死ね』、いつの日かモネが言われた酷ひどいワードだが──

『あぁああ！　もッ、なんッなんだよマジでェエ！　テメェなんてもうイラネェんだよハズレカスゴミがぁあ！　死ねシネシネシネェエ！　お願いだから死んでぇえぇえ！』

　上ずり、掠かすれた声。モネを深く傷つけたあの言葉。

「あれ──ッ、錬くんだったんだ……！」




　一方で錬は腰こしから二本の短刀、『アルブム』を抜ぬき、それをすぐに上へ投げた。同時に指を鳴らすと、サリアンの体が一瞬で紫むらさき色いろの光球に変わり、アルブムに吸収される。

　するとその姿が、二本の短刀から一本の『日本刀』に変化したではないか。

「ボクのスキルはユニオンです。従者と武器を融ゆう合ごうさせることにより性能を上じよう昇しようさせます。凄いでしょ？　主人公みたいじゃない？　うへへへへへァ！」

　錬は鞘さやを摑つかむと、刀を抜いて振ふるう。闇色に染まる刀身がさらけ出された。

　もちろん距きよ離りがあるので誰にも当たらないが、刀を鞘に収めてカチリと音がした瞬しゆん間かん、亞紋の両りよう腕うでが切断された。

「──え？」

　何かがボトリと落ちる感覚。亞紋はゆっくりと下を見た。

「ウッ、ウァアァアァアアァアアア!!」

　自分の腕うでが二つ、地面に落ちている。焼けるような痛みが走り、恐きよう怖ふが脳をジャックする。あのわけの分からない一振りでマナの鎧よろいを完全に打うち砕くだいたというのか。

　携帯の中にいるモネたちもそれを確認し、パニックに陥おちいった。

「ッ、コール！　ベルン、義乱！」

　赤石は、亞紋を守るために従者を召しよう喚かん。

　ベルンには亞紋の回復を。義乱には錬との戦せん闘とうを命じる。

　しかし義乱は戸と惑まどいがちに声を上げた。

「どういうことだ赤石！　なぜ亞紋は苦しんでいる」

「何を言っているんだ！　亞紋くんの腕を見れば分かるだろ！」

「腕？　腕がどうかしたのか？　何もおかしな点はないぞ!?」

　そこで赤石はカラクリに気づいた。

「そうか！　亞紋くん、それは幻げん術じゆつだ！」

「気ッづッくのが早いッ！　ネタバレ厨ちゆうは死ね！　氏ね死ね氏ね死ねぇえぇぇん」

　錬は激高し、階段を飛び下りてくる。どうやら正解らしい。意識を集中させる亞紋。これは幻まぼろし、本当は腕など斬きられちゃいない。

　しかしいくら思っても腕は元には戻もどらなかった。

「ぐぅぅ！　何が、どうなって──ッ！　本当に幻なのか!?　それにッ、うぐぁあッ」

「フフフ、痛みは本物だよ亞紋さん。だってキミの脳が痛いと感じているんだから」

　サリアンの力は『幻術』だ。武器と融合することで、その力を錬が自由に使うことができる。義乱に幻術が効かなかったのは、サリアンと同じゴールドランクであるため。

「なにより、義乱は心が強いんだね。ゆるぎない精神力があれば、これ効かないから」

　だが亞紋と赤石は、ご覧の通り見事に精せい神しん攻こう撃げきに嵌はまった。

「いけない。王なのに心が弱いなんてありえない。どうせお前らは力の快楽に酔よっているだけだろ。従者の女を手に入れて喜んでるだけだろ！　違うか？　ひゃははははッ！」

　錬は攻こう略りやくサイトを熟読し、ほぼ全ての従者を記き憶おくしていた。

「義乱はゴールドランク、ステータスも良いし強力な従者だ。しかしベルンを入れる意味は分からない！　回復なら他の天使族でもっと良いのがいる。あとはやっぱり亞紋さん！　ハズレちゃんに劣れつ化か姫ひめ、最強（笑）とババアって、使えねぇゴミクズばっかだな！」

「ッ、モネたちを──ッ！　バカにするな！」

　怒いかりが四し肢しの感覚を取り戻してくれる。亞紋はフラつきながらも錬の方に向かっていく。

「止めろ！　亞紋くん、錬くん！　俺おれたちが戦ってどうなる！　無意味だろ！」

「はいウザイー。ジルルート！　赤石を止めておけ」

「はいよ、坊ぼうちゃまー！　オレに任せなぁ！　クヒャヒャ!!」

　飛び出したジルルートは、前宙で一気に赤石との距離を詰つめると、発光する踵かかとで赤石の脳天を砕こうと試みる。錬は分かっていた。マスターを狙えば、従者は守らざるを得ない。

　事実、義乱は赤石を守るため、腕でジルルートの踵を受け止めたではないか。

「グヒャハハハハ！　虫けら風情がオレらの邪魔をしてんじゃねぇぞ！」

「うるさい奴だ！　だが強いぞ赤石！　気をつけろ！」

　義乱に促うながされ、赤石は自らの武器、『アンサー』を呼び出した。腕うで輪わからワイヤーが伸のび、その先には菱ひし形がたの宝石がついた武器だ。

　攻撃特化ではなく、サポートに特化しており、スキルも自分を回復させるというもの。

　赤石は援えん護ご、ベルンは回復役。攻撃は義乱に任せるしかない。そうなると亞紋を助けに行くのは難しい。そうやってグズグズしているうちに、亞紋が錬の前にやって来た。

「錬！　モネたちへの暴言、撤てつ回かいしろ！」

「やだよ。ゴミなのは事実でしょ。正しいことを言って何が悪いの？」

　亞紋の銃じゆうのグリップと錬の刀がぶつかり合い、火花が散る。亞紋は苦く悶もんの表情を浮うかべており、錬は余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた。流れがどちらに来ているのかは明らかだ。

「バックボーンが違いすぎるんだよなぁ。覚かく悟ご、闇、殺意、戦いに必要な要素がボクには揃そろいすぎている。それは理解できるよな？　四よつ葉ば亞紋」

　確かに、と亞紋は思ってしまう。その時、携帯からモネたちの声が聞こえてきた。

『出してお兄ちゃんっ！　わたしたちも戦うよ！』

「ダメだ！　ごめんモネ！　キミたちは出せない！」

　みんなの声も聞こえてきたが、同時に錬の笑い声も重なってくる。

「いいじゃないですか出してあげれば。ボクのエネミーリストに名前が増える！」

　錬は亞紋を蹴り飛ばし、自分の携帯をニヤニヤと見つめる。

「こっちで倒した奴らは全部この携帯に吸い込まれていきました。これは何を意味すると思います？　オーソリティ！」

　錬はそこで音声認識を発動させる。

　携帯が震え、エネミーリストに載のっている名前にチェックマークを入れることができるようになった。もちろんこれは過程でしかない。錬は次の音声をぶつける。

「デスセンテンス」

　すると画面に表示される文字。

『この機能は現在、管理者によって制限されています。使用することができません』

　亞紋は怯ひるむ。こんなメッセージは当然アプリ版では存在しない。

「知らなかったですか？　あぁぁ、浅いんですよ考えが！　音声認識があるんだから、もっといろんな言葉を投げかけてあげないと！　ほら、もっと意識を高く！」

　この機能が何を意味するのか？　錬は必死に考え、一つの仮説にたどり着く。

「ボクやボクの従者が殺した連中は死なず、一いつ旦たんこの携帯の中に封ふう印いんされる。そしてソイツを生かすも殺すも、全てはキング次第ということではないでしょうか」

　今はまだ使用できないようだが、おそらく郡冶がロックをかけているのだろうと錬は睨にらんでいた。

「それが王たる特権！　罪を赦ゆるすのも、刑けいを執しつ行こうするのも全てはボクらの意思一つ。やがてはロックを外してもらいます。そしてボクは嫌きらいな奴らを全てデリートしてやる」

　Ｋ・Ｆに生きる者たちの死を、キングは自由に決定できるということだ。

「というわけで、さっさとモネを出してくださいよ亞紋さん。アイツは絶対に死し刑けいにしないと気がすまない。ボクの大切なお金で引いたガチャで、あのゴミクズが出てきた時の怒りや苦しみが分かんのか？　お？　お？　本当はもっと早く殺したかったんですけど、あいつらのマスターがコッチに来てるって言うもんだから様子を見てたんです。でももうたくさんだ。亞紋さん、貴方は王の器ではない。セレン湖こ畔はん、ありゃ酷すぎですよ。お尻しりは大だい丈じよう夫ぶですか？　そもそも体人に勝ったのだって、あんなのはまぐれ！　実力ある従者を使っていればもっとスムーズに勝てたでしょうに。てかほら、何やってんですか、早くモネ出してくださいよ。あのハズレちゃんを殺せばきっと多くの人たちが喜びますよ。ってか、お兄ちゃん呼びってのはね、本当の妹だから価値のあるものであって──」

　そこで発はつ砲ぽう音おん。ワイルダーの弾だん丸がんが錬の肩に命中した。

　しかしそれは幻。錬の姿がグニャリと歪ゆがむと、本体は亞紋の背後に出現して蹴りを入れる。転がる亞紋、モネたちが叫さけぶが、待機中の従者は自分の意思で携帯から出ることはできないのだ。故にモネは亞紋ではなく、錬に聞こえるように叫んだ。

『やめて錬くん！　わたしが悪いなら謝るから！　お兄ちゃんを攻撃しないで！』

『うるせぇクソブス！　主様の邪魔してんじゃねぇぞォッ！』

　錬が持っていた刀が吼ほえる。どうやら武器化しても従者の意識はあるらしい。

「サリアン、言葉が悪いよ。キミには乱暴な言葉を使ってほしくないな」

『も、申し訳ありません主様！　私め、つい興奮してしまいまして……ッ！』

「構わないよ。ま、どうせモネたちが出てきてもカラーレスにブロンズの雑魚共、ボクの敵じゃない」

　その言葉が亞紋の心を刺し激げきする。

「モネたちは僕ぼくの希望だ！　数字で価値を語るな！」

「……亞紋さん。どんな夢もいつかは覚める」

　幸福な夢、理想の夢、妄もう想そうの夢。夢のような世界、夢のような力。

　否──これは夢に非ず。

「最高だ。負け続けたボクが勝てる世界があったんだ」

　気づけば錬は亞紋の背後に立っていた。カチンと刀が鞘に納まる音。

「キングダム・ファンタジアはキャバクラじゃねーんだよ。ゴミが」

　刹せつ那な、亞紋の両手両足が切断された。体を支えるものがなくなり、亞紋は地面に倒れる。

　赤石が助けに向かおうとするが、すかさずジルルートが割り入り、妨ぼう害がいを行う。

「落ち着け亞紋！　それも幻だ！」

　義乱の言葉で何とか冷静さは保てたが、だからといって何になるわけでもない。錬は落ちていたワイルダーを蹴り飛ばすと、鞘に収めた刀で亞紋の頰ほおを思い切り殴りつけた。

「あの日、ボクは死ぬはずだった」

「あっ！　ぐはッ！　がはっ！」

「しかしボクは生きている。何故？　決まっている。これは全て仕組まれた運命！　ボクが主人公であることの約束。唯ゆい一いつ無む二にのキングたる証明！」

　錬は鞘から刀を抜いて、刃を亞紋に向ける。だがその手はブルブルと震えていた。

「さすがに怖いな。同じ世界の人間を殺せばどうなるのかは知らないし……」

　しかしもはや、この世界は地球の法を超ちよう越えつしている。

　錬は青ざめ、亞紋からは目を逸そらしながらも、ニヤリと笑った。

「ごめん、ごめんよ亞紋さん。貴方は嫌いじゃないけど、ボクは貴方が怖いから消すね」

　王は一人でなくてはならない。王が反逆者を殺すことを恐おそれてはならない。

　体に纏まとわりつき、心を蝕むしばむ害虫は、全て殺処分しなければ。

「これは幻じゃないからね。痛いよ、死んじゃうよ。うへへはぁはぁはあぁ！」

　どうすればいい？　亞紋は考えるが、痛みのせいで思考がまとまらない。

　意識が遠のいていくのも噓なのか。分からない、分からない……。

　気づけば全て真っ白だった。そこに一人だけ──白はく亞あの姿があった。

　またアンタか。亞紋はうんざりだった、せっかく振ふり払はらったと思っていたのに。

『だから言ったでしょ、愛するのは辛つらいって』

　確かに──携帯からは泣きそうになっているモネたちの叫び声が聞こえていた。

『私と一いつ緒しよだね亞紋くんは。自分さえ良ければ、それでいいの』

　亞紋はムッとした。それは違うと叫びたかった。

（確かに辛かったけど、僕はそれでも貴女を救いたかった。今だって──）




「チェックメイト、亞紋さん。王の名において、貴方を処しよ刑けいします」

　錬は震える手で刀を振り下ろした。しかし刃が亞紋に届くことはない。

　それよりも早く、拳こぶしが錬の頰にめり込んだからだ。

「危なかったな、亞紋ッ！」

　吹ふき飛とぶ錬。亞紋を助けたのはハートのキング、快かい心しん体たい人と。

　既すでにフレンド登録をすませておいた赤石が連れん絡らくを入れていたようだ。

「体人！　もっと早く来られなかったのか！」

　赤石が吼えると、体人の傍そばにいたラミーが頭をかく。

「ゴメンっす！　ウチのせいっす！　驚きよう異い的てきな方ほう向こう音おん痴ちで四回ほど遭そう難なんしたっす！」

「そういうことだぜ！　ってなわけで亞紋、お前はちょっと隠かくれてろ！」

「あ、ありがとう体人。でもどうして助けてくれたの!?」

「いやオレだって一応悪いとは思ってんだぜ、お前にいきなり襲おそいかかったこと。だからコレでチャラにしてくれよ！」

　体人はサムズアップを送ると、錬に向かって走っていく。

「いくぜ！　キャミー、ラミー！」「おっけ！　任せて体ちゃん！」「頑がん張ばるっすー！」

　一方で錬も立ち上がり、気だるそうに体人を睨む。

『あぁ！　主様！　ご無事ですか!?　あのクソ男、よくも主様をッッ！』

「いいんだサリアン。どうせすぐ終わるさ」

　刀を前に掲かかげると、走ってくる体人の左ひだり腕うでが吹き飛んだ。

　血を撒き散らしながら空中を舞っている腕を見て、皆ギョッとするが──

　次の瞬間、体人の左手から放たれるパンチが錬の胴どうを打った。

「グほッ！　こ、コイツ、幻術が効かないのか！」

「見せる幻術が悪かったな。クソガキ」

「は？　マジムリ。気にいらね。だから脳筋はイヤなんだよ！」

　戦闘を開始する二人、体人は錬を亞紋から引ひき離はなすように移動していく。

　その隙すきに、ずっと柱の陰かげに隠れていたベルンが亞紋のもとに駆かけつけた。

「大丈夫ゥ？　ごめんね。私戦う力が全然なくって！　でも治ち療りようには自信あるから、ちょっとだけ待っててねぇッ！」

　ベルンは己の武器であるハンドベルをしまうと、両手をかざす。すると淡あわい光が亞紋を包んだ。これは精神を安定させる光だ。心が安らぎ、手足の感覚が戻っていく。

　ベルンは続いて、殴られた傷を癒いやすため、回復の光を亞紋に当てる。

「あのね亞紋くん。赤石が言っていたんだけどねぇ？」

　赤石は亞紋にどうしても伝えたいことがあり、ベルンにテレパシーで言こと伝づてを頼たのんだ。赤石が聴きいたモネたちの声。それはあまりにも寂さびしげだった。

　幽ゆう閉へいされ、出してもらえない。モネたちはあんなにも出たがっていたのに。

「私もそれは、ダメだと思うなぁ」

「仕方ないじゃないですか！　モネたちを外に出せば、錬は絶対にモネたちを攻撃する！」

「じゃあ、だったらねぇ、錬くんは亞紋くんを攻撃するしかないよねぇ」

「み、皆を守るにはコレが一番なんです！　だって僕は彼かの女じよたちが大好きで──」

「守ることと救うことは似ているようで違うんだ。時には傷つけることが、その人を救うことにも繋つながる。一番大切なのは──心だ」

　亞紋はそれを聞いて戸惑い、言葉を失う。どうしていいか分からなかった。

「って、赤石が言ってたよう？　それを伝えてほしいって！」

　そこでベルンは亞紋の携帯を指す。

「出してあげれば？」

　亞紋はおずおずと携帯を手に取る。

　拠きよ点てんに閉じ込められたモネたちは、涙なみだ目めになって亞紋を睨んでいた。

「あ、ご、ごめんッ！　コール！　モネ、雫しず奈な、ペティ、フィリア」

　反射的に召喚。モネたちは亞紋を見ると堰せきを切ったようにワァワァ泣きだした。

　号泣に近い。あのクールだったペティですらボロボロと涙を零こぼして亞紋にしがみつく。

「なぜ出してくれないのですか旦だん那な様さまぁ！　シズナのことが嫌いになったのですか!?」

「うぇええん！　亞紋ンン！　ひっく！　ひぐっ！　うぐっ！　あほぉ！」

　雫奈とペティの様子を見て、亞紋は胸が引ひき裂さかれる想いだった。

　違う、これは違う。こんな表情をさせるための行動ではなかった。

　だが彼女たちが悲しむのは分かっていた。それでも亞紋は──何を守りたかったのか。

「！」

　衝しよう撃げきを感じた。フィリアが平手で亞紋の頰ほおを打ったのだ。

「勘かん違ちがいしないでください四葉くん。我われ々われは確かに貴方の従者ですが、だからと言って追従者イエスマンになった覚えはありません」

　フィリアはしっかりと目を開いて、戸惑う亞紋を見つめていた。

「貴方を愛したのも、貴方に喜んでほしかったのも、全ては我々の意思です。私たちは決して、都合良く動く人形ではないということを、どうか分かってください」

　それは当然の発言だ。しかし亞紋はさらに胸が痛んだ。

　この平手打ちは愛ではあるが、好きな人に叩かれるのはやっぱり辛い。だからといって錬と戦わせることで傷つけてしまうのが分かっている以上、辛い。

　結局、二つの道、どちらも辛いのだ。その時、亞紋の脳裏に白亞の辛そうな笑顔が浮かんだ。もしかしたら彼女もそうだったのか？　亞紋は白亞の言いなりになることが正しいと思っていたが、実はそれは彼女を苦しめていたのではないか。

　馬ば鹿かなことをさせる己を嫌けん悪おして、けれども怒りを発散できないのは辛い。

　優しくされることも、突き放されることも辛かった。どちらも辛かったんだ。

「僕はどうすれば良かったんだ……。いつも好きな人ばかり、泣かせてしまう」

　どうして人生はこう──上手くいかないことばかりなんだ。

　辛い、だから白亞はあんなことを言ったのか。愛するな、なんてことを……。

「お兄ちゃんは、どうしてわたしたちを出してくれなかったの？」

　モネが前に立っていた。亞紋は申し訳なさから目を合わせることができなかった。

「弱いから？　わたしたちは足手まとい？　いらない子なの？」

「違うッ！　それは違うんだ！　僕はただ──ッ！　僕は、ただ……」

　救えなかったけど、救いたかったのは、昔も今も同じだった。

「王子様になりたかった。颯さつ爽そうと現れて、困っている人を助けるヒーローに──……」

「なってるよ」

「え？」

「もう、なってくれたよ」




「ぐッ！　ぉおおおおおッ！」「ニャアア！」「ぴゃあああ!!」

　体人たちが地面を転がっている。一方で錬は血走った目で三人を睨んでいた。

「さっきからススススうるせェんだよゴミウサギィィ！　だいたいなんで姉の方が語ご尾びキャラなのに妹の方はなんもねぇえんだよぉぉ！　何かつけろッスゥゥゥ！」

「ひっ！　じゃ、じゃあ……、アンタをこてんぱんにしてやるニャン！」

「黙れェエエエ！　語尾なんて浅はかなキャラ付けに頼たよってんじゃねぇ！　ブチ殺すぞクソアマがァああぁぁア！」

「体ちゃーん！　あたしあの子ムリーッッ！」

　そんな中、体人たちの脇を通り抜ける小さなシルエット。錬の前に、モネが立ちはだかった。

「お！　やっと出てきたかハズレ。おいこら、殺す。あ、その前にお金返してください」

「ねえ、もしもわたしが錬くんに勝ったら、みんなのこと認めてくれる？　お兄ちゃんに酷いことしたの謝ってくれる？」

　すぐにモネの悲鳴が聞こえた。

　錬に蹴りで転がされ、斬ざん撃げきがマナのベールを削けずり取とって鮮せん血けつが散った。

「モネ!!」

　亞紋は前のめりになって走り出す。だがそれをフィリアが止めた。

「待って！　あの子の風が──変わろうとしてますッ！」

　亞紋は歯を食いしばり、立ち止まる。聞こえてきたのは錬の笑い声だ。

「倒す？　冗じよう談だん言ってんじゃねぇぞゴミが」

　錬は地面に落ちたモネの武器を手に取ると、不ふ愉ゆ快かいそうに見つめる。

「マジでこんなクソ武器よく選んだな。どうやって戦うんだ。ナメてんのか」

　錬はステッキをへし折ると、猫ねこの顔を踏ふみ潰つぶして笑う。刀サリアンも笑っていた。

『愚かな女です。せめて逃にげれば良かったものを』

「逃げないよ」

「え」『え』

　銃じゆう声せいが聞こえた。モネは腕に力を込めて体を起こしていた。

　その手には、ワイルダーが握にぎられている。亞紋が落していたのを拾ったのだろう。とはいえ狙いは悪く、弾丸は錬には当たらずに近くの壁かべに命中しただけだった。

「……わたしは、いろんな人に嫌われてるんだね」

「そうだよ。ボクの世界じゃ皆キミのことを恨うらんでる。死ねって思ってるのはボクだけじゃないんだ。だからキミは死んでもいい存在なんだよ」

「でも、お兄ちゃんは──」

　モネは大きく首を振る。

「わたしの王子様は、わたしを好きって言ってくれたよ」

　モネは引き金を引いて、弾丸を発射していく。

　だが錬は刀を前に出して、闇でできたバリアを形成した。それらは弾丸を受け止めて無効化していく。弾たまはすぐに切れ、引き金を引いても何も出なくなった。

　モネは歯を食いしばる。複雑な想いがリンクしたのか、目の前には過去が広がった。

　昔は辛いことがあったら一人で泣いていた。モネの里には、歳としの近いものがおらず、モネはいつも一人だった。両親は家を空けることが多かったし、たまに帰ってきても、またすぐに出て行った。

　モネはいつも一人でご飯を食べた。一人で遊んだ。それは寂しいので、人形やぬいぐるみを取り寄せてもらったが、ごっこ遊びで孤こ独どくを埋めても、ぬいぐるみはぬいぐるみだ。意思を持たないので、ごはんは一人で食べた。

　モネは本で見た兄妹というものに憧あこがれた。兄や姉、いつも傍そばにいて遊んでくれる人、それが欲しくて両親に頼んだが、無理だと言われたのでモネは結局、無音の空間で一人でご飯を食べていた。

「ねえ、錬くん。この世界で一番おいしい食べ物知ってる？」

「……ハンバーガー？　あ、ごめん間ま違ちがえた。ポテトだ」

「違うよ。好きな人と一緒に食べるご飯だよ」

　セントラルに来てもなかなか親しい人ができなかったが、今は違う。亞紋がマスターになってくれたから雫奈たちと知り合えて、今は辛いことがあっても雫奈やペティが励はげましてくれる。フィリアが優しく抱だきしめてくれる。ご飯は皆で一緒に食べる。

「お兄ちゃんは真っ暗だったわたしの世界に、あったかい光をくれた。一人ぼっちだったわたしに、大切なお友達を作ってくれた」

　亞紋からテレパシーが入った。モネは教えてもらったとおり、銃を折って排はい莢きようを行う。

　モネは何を思ったのか、シリンダーの穴を指で押おさえた。

　その時、モネは体人との戦いを思い出した。モネは別に亞紋の提案に乗って降参してもよかった。だってそうすればモネの世界は壊れずにすむのだから。

　しかし亞紋は何か大きな決断をして、木から飛び下りていった。

　モネは亞紋が羨うらやましかった。モネは亞紋のようになりたいと思った。

　今ならハッキリと分かる。他人のために変わろうとする勇気が欲しかった。

「一緒にいると幸せなの！　みんなが傍にいるだけで嬉しいのっ！」

　モネは叫んだ。涙が溢れ、頰を伝う。

　なんて激しい眼差しなのか。錬は思わず喉のどを鳴らし、一歩後ろに下がってしまう。

「そんな大切な人たちを置いて、どうしてわたしだけが逃げられるって言うのよ！」

　モネは引き金を引いた。すると放たれたのは魔力を圧縮した弾丸ではなく、黄金色に光る宝石。錬はハッとして刀を前に出す。闇のシールドが広がり、弾丸を受け止めた。

　だが先ほどとは違う点が一つ。それは弾丸がシールドを削り進んでくる点だ。錬はすぐに横へ飛んで弾丸を回かい避ひする。

（なんだ？　威い力りよくもスピードも上がってる。どうして──ッ！）

　錬はすぐに壁にめり込んだ弾丸を睨む。

　理解した。モネは自分の魔法を使って、石を弾丸にしたのだ。

（いや、ただの石じゃない。これは土の魔ま石せきかッ？）

　その時、モネが強い眼差しで叫んだ。

「わたし今ッ、人生で一番怒おこってる！　大好きなお兄ちゃんたちを苦しめて！　許してあげないんだからっ！」

　気のせいか？　いや、気のせいではないはずだ。モネの頰を伝う涙が輝かがやきを放ったのは。

「わたしは貴方を倒すッ！　お兄ちゃんだって、わたしが守ってみせるからッッ!!」

　モネの涙が眩まばゆい光へと変わった。時を同じくして亞紋の携帯が──クラブのキングが光を放つ。錬は視てしまった。モネの瞳ひとみの中に広がる、果てない銀河を。

「なんだ──これ」

　亞紋がポツリと呟つぶやく。おお見よ、頭上の空間が割れて、姿を見せるアンドロメダ。魔王城の中に宇宙が生まれた瞬間だった。

　同じくして、亞紋の携帯から美しく光り輝く星の欠片が射出されていく。

「……なーんかヤバそうだな」

　透明になって消えるジルルート。

　一方で金色に光り輝く無数の欠片を見て、錬は驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「ば、馬鹿な！　これは──ッ、極きよつ光こう星せい岩がん!?」

　体人も赤石も、ましてや亞紋も驚おどろきに言葉を失っていた。

　それは、ランクの高い従者や武器を獲かく得とくするための貴重なアイテムではないか。

「なんでお前が持ってるッ！」

　錬の言葉は尤もつともだ。他のキングは持っていない。捜したけど見つからなかった。

　でも亞紋は持っている。なぜ？　ふと携帯に目をやると、アイテムリストのページが表示されていた。

　以前あったのは『[image: ]なぞの石×三〇』だったが、ソレが今は『極光星岩×三〇』と表示されている。

　つまりあのモネから生み出された石の粒つぶこそが、極光星岩の源だった。

　それが今、モネの魔力を受けて精せい錬れんされて、完成形となる。

　これで準備は整った。極光星岩があるのだから、当然──

「だ、だがリビアスがいない以上ッ、降こう臨りん召しよう星せいはできない！」

　錬が叫ぶ。確かにそうだが……、

「リビアス？　リビアスは、わたしのお母さんだよ──ッ」

　モネが呟いた言葉で、再びキングたちの動きが止まる。錬は大量の汗あせを浮かべていた。

（噓──だろ、おい。やッ、確かに髪かみの色は似たようなものだったけど……、そもそも絵師違うじゃないですか。あ、関係ねぇのか。つかなんだよそれ、おい、噓だろ。フレーバーテキストにそんなこと書いてなか……ッ、あ、でも確かに目の色同じ──）

　一方でうめき声を上げるモネ。すると天の川が彼女を中心に広がっていく。

「どうしたのモネ！　大丈夫!?」

「分かんない、分かんないけど、聞こえるのっ！　星の声が！」

　脳内に浮かんでくる文字の数かず々かず。モネは半ば無意識に口を開き、それらを紡つむぐ。

「運命を切り開く扉とびら。星の光が我が王を勝利へ誘いますッ。銀河の使徒よ、モネ・スターズの名において、真理の扉を開きなさい……！」

　降臨召星の口上だ。極光星岩の一つが宙そらに昇のぼり、魔ま法ほう陣じんへと変わった。金色のゲート、そこから現れるのは流れ星。光を振りまく彗すい星せいは錬を掠め吹き飛ばすと、そのまま亞紋の手に直ちよく撃げきする。星ほし屑くずが散った。亞紋は思わず叫び、尻しり餅もちをつく。

　痛みはない。あるのはただ、金色の光を放つ武器であった。

『武器を獲得しました。スパイラルゲイザー・ランクゴールド』

　携帯の画面に表示されたアナウンス。

　だが駄目、それではきっと錬には勝てない。だからモネは次の星を落とす。

「やばい！　やめろ、よせッ！　弱い奴が調子に乗るのはよしてよッ！」

　錬はモネに訴うつたえかけた。震える足で、震える声で、目を合わせずに。

「確かにわたしは弱いよ！　でもねッ、亞紋くんを想う気持ちは、他の誰よりも強いから！　だから、やめませんっ！」

　次の武器が亞紋の腕に落ちた。こうなったら直接止めるしかない。

「ふざけんなよ！　ボクにはこの世界しかないんだ！　その恐怖と重圧ッ、孤独がお前らに分かるか!?　何も理解できないくせに、ボクの世界を壊すなよ!!」

　錬はモネを狙って走る。しかし飛び出してくる炎ほのお。

　ペティが燃える足を振るって火の粉を撒き散らす。

「知るかクソガキ！　孤独？　重圧？　寂しいなら寂しいって言えばいいのにッ！」

「言って何になる！　孤独は絶対だ！　ボクは主人公でなければならない！　孤こ高こうの英えい雄ゆうでなければ壊れてしまう！」

　肉にく弾だん戦せん。しかしペティではサリアンの幻術には対たい抗こうできない。気づけばターゲットを見失い、不意の蹴りを受けて吹き飛んでいった。

　しかし錬はすぐに足を止めた。無数の水の矢が迫せまり、着ちやく弾だんしていく。

「貴方は逃げている！　自らの殻からに閉じこもり、自分の世界が壊れることを嫌う！」

　雫奈は真っ直ぐな瞳で錬を見ていた。錬は震え、青ざめ、目を逸らす。

「いけないのッ!?　ボクはそうやって生きてきた。ボクを殺さないでよ！　ボクの世界を奪うばわないでよ！　誰もがそうやって土足で踏み込んでくる！」

　雫奈の攻撃では錬のマナの鎧は剝はがせない。錬はすぐに矢をキャッチして、雫奈へ投げ返す。あまりにも一瞬だったために避けることはできず、雫奈は肩に矢を受けて下がっていった。

　ふと、錬は振り返る。そこにはフィリアが既に迫っており、ロッドと刀が交差した。

「今、貴方の占うらない結果が出ました。これ以上、無意味な自じ傷しよう行こう為いはおやめなさい！」

「自傷行為？　ふざけるなよッ、これは正当防衛だ！」

　錬は刀を振るい、ロッドを弾はじいた。続けざまに回まわし蹴げりでフィリアの胴を打つ。

　ふと気がつけば、全ての空間が銀河に変わっていた。

　魔王城の面おも影かげはなく、錬は宇宙の中に立っていた。

　モネが掌てのひらを上に掲げると、降り注ぐ流星群。それは次つぎ々つぎに亞紋の体を直撃し、武器のデータを注ぎ込んでいく。携帯の中には次々に武器の獲得アナウンスが入り、情報が表示されていった。

　ふと、モネが纏まとっていた光が消える。未だにフィールドは宇宙の中だが、亞紋と錬は冷静だった。モネが、本来アプリの中で降臨召星を仕切るキャラクター、リビアスの娘むすめであったことは衝撃的な事実ではある。ならばモネがなんらかの力を受うけ継ついでいたとしても納得できぬ話ではない。だが宇宙、星、流星、壮そう大だいな光景で怯みはしたが、所しよ詮せんそれは新たに武器を獲得しただけにすぎない。

　錬は見ていた。星は全て金色だった。それが何を意味するのかは、よく分かっている。

「はは……、ははは！　どうです亞紋さん？　ボクを倒せる武器は引けましたかぁ？」

　金色はランクがゴールドだということ。亞紋もそれは気づいていた。アイテムリストにもう極光星岩は残っていない。獲得した武器は悪くはないが、錬を倒すには──

「まだ、一つだけあるよ」

　モネは先ほど頰を伝った涙の粒を摑んでいた。

　それもまた極光星岩に変わっていたので、思い切り上に投げる。

　すると頭上に放られた星岩が魔法陣に変わった。モネは両手をそこへ向ける。

　魔法陣から星が落ちた。虹にじ色いろに輝く、それはそれは美しい星だった。




「ねえ、亞紋くん」

　誰もが黙もくしていた。誰もが怯んでいた。宇宙は消え去り、気づけば魔王城の中。

「わたしを従者にして、良かったでしょ？」

「ああ、本当に──最高だよ」

　モネはニッコリと笑って、へたり込む亞紋に二つの銃を差し出した。

「わたしたちが貴方を強くするから、貴方がわたしたちを強くしてねっ！」

「──必ず。約束する」

　亞紋は強く頷うなずき、モネから可変式二丁拳けん銃じゆう・シュバルツを受け取る。

　黒と金を基調としたデザイン。銃じゆう身しんは長方形になっており、グリップの下から銃身の下部にかけてブレードが装備されている。そのランクは、レインボー。

「ひ、引き当てたのか！　ボクもいっぱいお金を使ったのにッ、持ってないのに！」

　その圧あつ倒とう的てきな排はい出しゆつ率りつの低さは有名だ。現に体人も赤石も誰よりもＫ・Ｆをプレイしているつもりではあるが、まだお目にかかれていない。

　携帯電話の機能なのか、武器情報が亞紋の脳に流れ込んでくる。

　なるほど、確かにコレならば。亞紋はグリップを強く、強く、握にぎり締しめた。

　だがその時、亞紋の頭上の空間が歪み、ジルルートが現れた。

「おいおいおいィ！　余裕かましてんじゃねぇぞ！」

　透明になったまま移動してきたようだ。踵に光を集め、そのまま亞紋の肩に落とす。

　魔力を集中させた一いち撃げきだ。まさにそれは完全に砕くつもりで放たれた閃せん光こう。

「おッ？」

　が、しかし。ジルルートの踵落としは亞紋に確かに命中したものの、そこでピタリと止まった。もちろん亞紋の肩は砕けず、表情一つ変わっていない。

「あ、ありゃ？　こりゃ一体、どういう──」

　そこでジルルートは見た。銃じゆう口こうに収束していく虹色の光を。

「ちょいちょいちょ──ッ！」

　亞紋が引き金を引くと、黒色シユバルツの光こう弾だんが発射されてジルルートに直撃した。

　吹き飛んだジルルートは一瞬で錬の真横を越えて壁に激突する。錬はめり込んだ自分の従者を見て、そこで初めて明確な危機感を抱いた。

「れ、レスト……、ジルルート」

　声が震える。ある。ありえるのだ。敗北の──二文字が！

　一方で亞紋は二つの銃を、腰に出現したホルスターにセットし、背後を振り返った。

　そこには何も言わずとも集まってくれたモネたちの姿があった。

「ゴメンみんな。でも、やっと気づいた」

　本当に必要だったことは、本心で向かい合うことだった。

　たとえ傷つけてしまうとしても、逃げるよりは良い。

「絆きずながある」

　それは昨日今日の物じゃない。初めてログインし、初めて出会ったその時からだ。

「僕たちはいつも一緒にいた。だから──これからも一緒に戦おう」

　もちろんモネたちの答えは同じだ。

　モネと雫奈が右手、ペティとフィリアが左手に触ふれてくれた。

「う、奪うつもりか……！　せっかくボクが築いた──主人公の座を」

「錬くん。僕は主人公だの救世主だのに興味なんてない」

「だったら何で戦うんだよ！　何のために戦えば良いんだよ！」

「決まってるだろ！　僕を好きと言ってくれた人たちのためにだ！」

　青ざめ、後退していく錬。恐れながら生きることのモヤモヤは亞紋にもよく分かる。

「でも自分が抱いた悲しみを……、人を傷つける理由にしないでくれ」

　その果てには何もない。亞紋はよく知っている。

「な、ななななにを偉えらそうにッ！　ちょっと強い武器を手に入れたからって！」

「偉そうに言わせてもらうさ。だって僕は──」

　亞紋はモネたちの前に出ると、胸を張る。それは紛まぎれもない誇ほこり。

「僕は、彼女たちのキングだ！」

「ぐ……ッ！」

「そもそもキミは彼女たちを傷つけ、暴言を浴びせた。それを見み逃のがすのは王ぼくのプライドが許さない！」

　何よりも、過去に縛しばられるように苦しむ錬を少しでも楽にしてあげたかった。

　そうすれば亞紋は楽になるし、きっとモネたちも褒ほめてくれるだろう。もしかしたらまたキュンとなってくれるかもしれない。

　亞紋はニヤリと笑った。そうだ、それがいい。そのための礎いしずえになってもらおう。

「来い！　御剣錬！　この勝負は死んでも勝つ!!」




「勝つ？　ダウト！　気に入らねぇよお前ぇエェエエェエエッッ!!」

　錬は刀を前にかざして幻げん想そう攻こう撃げきを仕し掛かけた。手足を切り飛ばすだけじゃ足りない。

　全身ズタズタにしてショック死させるつもりだった。だが亞紋の表情に怯おびえはない。どんな恐怖があろうとも、モネたちが傍にいれば不安はない。

「モネ！」

「うん！　ずっと一緒だよ、お兄ちゃん！」

　その時、モネの体が黄色の光球へ変わり、シュバルツに吸いこまれていく。

　すると、シュバルツが変形を開始。ただ形が変わっていくだけじゃない。追加パーツは黄色の刀身。それは宝石のようで、まさにモネが融合した証明。

「『完成！　ゲルブクイーン！」』

　亞紋とモネの声が重なる。二丁拳銃は、僅わずか二秒ほどで大たい剣けんへと変化を遂とげた。

「シュバルツのスキルはデスティニー！　指定した相手のスキルを強化した状態でコピーできる！　今はキミのユニオンを頂いたよ！」

　亞紋は全く動じていない。つまり、幻を見ていないのだ。

　そこで錬は気づいた。亞紋に幻術が通用しなかった理由は二つある。

　一つはステータス。ユニオンは従者を武器に融合させ力を引き出すスキル。つまり数値でいえば武器に従者の力がプラスされる。例えば錬の力が八〇〇〇、サリアンの力が八〇〇〇とすると、ユニオンを使えば二人の力が合わさり合計値は一六〇〇〇となる。

　そして亞紋のシュバルツが一三〇〇〇、モネが三〇〇〇なら合計値は同じ。

　力の値が近ければ近いほど、幻術に対する抵てい抗こう力りよくが生まれる。

　そしてもう一つ、錬は確かに見たのだ。幻術をかけようという時、亞紋を庇かばうようにして立ったモネの幻を。

　両者、走る。すぐに黄色に輝く巨きよ大だいな剣と、闇色にきらめく巨大な刀がぶつかり合い、凄すさまじい衝撃を発生させた。睨み合う二人、錬はそこで初めて亞紋の瞳を直視する。

「目はいつも真実を映すから嫌いだ。見たくない物が、ボクの世界には多すぎる！」

「目を背け続けてもどうしようもないだろ！　それにキミが見てるのは、恐怖だけだ！」

　二人は無茶苦茶に武器を打ちつけ合い、走りだした。

　明確な型などない。それはまさにチャンバラごっこ、子供の喧嘩だ。

　しかし使っている武器は、実際に相手を殺すこともできるのだから恐ろしい。

　亞紋にとってＫ・Ｆはあくまでも娯ご楽らくだった。しかし錬にとっては殺し合いだった。だからこそ今、亞紋は決めた。ここは一つ、錬の本気の『ごっこ遊び』に付き合ってやろうではないか。

　二人が走る先には──壁。だが構わない。両者はなんの迷いもなく突っ込んだ。

　体が石レンガを粉ふん砕さいすると、玉座の間を出て転がっていく。入ったのは数ある部屋のうちの一つ。綺麗に並べられた机や椅い子すをぐしゃぐしゃにしながら、二人は再び武器を振るう。

　壷つぼが壊れた。絵画が落ちた。構わない、今は目の前にいる敵だけを睨みつけよう。

「亞紋！　自分が何のために生まれたか、考えたことはあるか！」

　錬は血走った目で机や椅子を切り刻みながら、亞紋へ迫る。

　亞紋は攻撃を剣身で弾きながら、後方へジャンプ。机の上を飛とび越こえて床を転がる。

　すぐに伸びる刀。亞紋のすぐ頭上を刃がかすめ、すぐ後ろにあった壁をガリガリと削っていった。

「あるけど答えは分からなかったよ。守りたい人は守れず、ずっとカラッポでッ！」

「そう──だから理由を作る！　ボクらの世界には、超越者ヒーローは存在しない。誰もが自分は正しいと信じ、気に入らない者を悪として排はい除じよしようとする。それらは全て正義であり、ボクらの世界はそれを容認する。罰ばつはいつもその後だ」

　世の中はグレー。錬はそう言いながら左手に持っていた鞘で亞紋を殴りつけた。

　亞紋は吹き飛び、扉を破は壊かいして廊ろう下かを転がる。だがすぐに携帯を操作して、従者の位置を操作した。モネ以外を一旦携帯に戻し、そして──

「コール、雫奈！」

　雫奈が亞紋の目の前に現れる。瞬しゆん時じに矢を放ち、追つい撃げきを行おうとした錬を撃うつ。

　しかし錬は矢を手でしっかりと摑んでいた。だが亞紋の目的は奇き襲しゆうではない。モネとの融合を解除すると、今度はシュバルツと雫奈を融合させる。

「『ジャックブルー！」』

　生まれたのは、槍やりと斧おのが合体した形状のハルバード。

　槍の先せん端たんには銃口があり、スコープもあるため、正確にはスナイパーライフルである。

　亞紋は錬が矢に気を取られている間に、自分の背後にある窓へ銃を撃っていた。放たれたのはワイヤー、中庭を超えて三階の窓を貫つらぬくと、ワイヤーの先にあるアンカーが壁に突き刺さる。

　瞬間、亞紋の体が飛ひ翔しよう。ワイヤーに引かれて三階の廊下へ身を移した。

「レスト、サリアン。コール、ジルルート！」

　錬もまたサリアンとの融合を解除するとジルルートを呼び出し、武器と融合させる。

　生まれたのは金色の回転式二丁拳銃リボルバー。

「結局は弱者が悪として迫はく害がいされる。弱い奴は身勝手な正義に苦しめられる！　少なくともボクは──ボクの世界では報われなかった！　生きられなかった！」

　並行に伸びた廊下を走りながら亞紋は銃の弾をワイヤーからエネルギー弾に変更、二人は銃を乱射し合う。

　物もの陰かげに身を隠しながら、ギリギリ当たらないという紙一重の攻こう防ぼうを繰くり広ひろげた。

　時に弾丸同士がぶつかり合い、硬かたい音を立てて火花を散らしていく。

「だがこの世界には明確な悪がある。その魔王軍を倒す救世主、それは紛れもない正義だ！」

　コテコテの勧かん善ぜん懲ちよう悪あくがこの世界にはある。

　白と黒は現代世界よりも美しいほどにハッキリとしているように思えた。

「ボクはこの世界なら完全な正義になれる。人に愛され、慕したわれる救世主になれるんだ！　もう悲しむことはない。苦しむことはない。ボクが夢見た地が、このＫ・Ｆにはある！」

「ダメだ錬くん！　キミは結果に縛られている。過程が一番大事なのに！　現に今、多くの人間を傷つけている。そこから目を逸らすなよ！」

「うるさいな！　どうしてボクを許してくれないの！　ボクは苦しんできた！　もう好きにしてもいいじゃないか！」

「決まってるだろ。このまま行けば、キミはもっと苦しむぞ！」

　行き止まり。最後の窓。両者は同時に床を蹴って窓を突き破った。

　ガラスの破片を纏いながら、錬は銃口にエネルギーを纏わせて突き出していく。亞紋は廊下から跳とぶ前に雫奈を解除し、ペティを呼び出してシュバルツと融合させていた。

『「スカーレットエース！』」

　それはガントレット。亞紋の身体能力を上昇させ、今は拳に炎を纏わせる。

　エネルギーを纏わせた銃口と拳がぶつかり合い、空中で僅かに競り合った後、爆ばく発はつするように弾けた。両者は真下にあった中庭に墜つい落らく。巨大な花か壇だんを破壊して、既に枯かれていた禍まが々まがしい花はな々ばなを、かき乱すように散らしていく。

　王とか、救世主とか、主人公とか、そんなのは大きな問題じゃない。

　御剣錬は変わりたかっただけだ。ほんの少しだけ、楽しく生きてみたかった。

　生きることを選んだが──社会復帰はできなかった。叔母たちに救われたが、結局学校にも行かず引ひき籠こもっている。錬は思っていただろう。

　何のために生き残った？　何のために親を殺してでも生きたいと思ったのか。

「錬くん、終わりなんてない。ココだって何も変わらない。この世界はゲームじゃないんだから。モネたちは生きてる。悲しむし、喜ぶし、笑いかければ笑ってくれる！」

「邪魔をするな！　邪魔をしないでくれ！　ボクのために！　ボクの希望のために！」

　錬は再びサリアンを呼び出し、武器と融合。刀を抜いて走る。

「コール！　フィリア！」

　ペティが武器から飛び出し、入いれ替かわりでフィリアがシュバルツに入る。

　銃にあったブレードが分ぶん離り、さらに分解されていく。

『「クロスベルデ！』」

　シュバルツ本体は亞紋の背中に装備され、ジェットパックの役割を果たすことに。

　空中に浮き上がった亞紋の周りには、浮ふ遊ゆうする無数のブレードが追従していく。だいたい一〇個ほどはあろうか。これらは全て、亞紋とフィリアの意思一つで動く支し援えん武ぶ器きだ。

　亞紋はすぐにブレード群を錬の周りに移動させた。これはただの刃は物ものじゃない、刃は先さきが発光すると、緑色の光弾が発射されていく。

　次々と迫る攻撃を弾くために、錬は必死な表情で刀を振り回した。

　亞紋と錬は同じだった。バックボーンは大きく違えど、生きていても何も『甲か斐い』がない。充じゆう実じつ感かんなき日々、目標なき日々。全てが虚きよ無むであり、形ある夢がない。

「でも僕は、モネたちと出会って気づいた！」

　悔くやしさや、勝ちたいという貪どん欲よくな執しゆう着ちやく心しん、バカな下心と、モネたちとずっと一緒にいたいという『愛』が胸の中にある。それは紛れもない、四葉亞紋だけの感情だ。

　体人との戦いで奮起し、守ることの意味を赤石から教わった。

　何よりもモネたちからは全てを教えてもらった。亞紋に錬を救う明確な方法は分からないが、ほんの少しでも自分と似ている部分があるのなら、きっと今までに感じた熱い何かに錬も触れることができるはずだ。

「他者との繋がりが成長を、進化を促すッ！　錬くん。おそらく人は一人じゃ生きられないんだ！　キミにとって、サリアンやジルルートはどういう存在なんだよ！」

「道具だ！　二人はランクゴールド、お前の従者とは違うんだよ！」

　だがその従者フイリアの力。四方八方、三六〇度から迫る弾丸に、ついに錬の防ぼう御ぎよが崩くずれた。錬は弾丸を全身に受けて、煙けむりを上げながら後退していく。

「ぐぁぁあ！　痛いッ！　痛いよぉぉおお!!」

　亞紋は錬をジッと見ていた。今ならば何となく分かる気がする。

「心に『本物』を与えるということは、心をさらけ出さなきゃいけないということ。むき出しになった心には、いろいろなものがぶつかって、そのせいでとっても痛い時がある。だからそれが怖い人間は、心を厚い仮面で覆おおい隠かくすんだ。もう傷つきたくないから……！」

　彼女は──白亞は亞紋に同じ体験をしてほしいと言っていたが、それは少し違っていたのかもしれない。彼女は虚無主義ではなく、鋭えい敏びんだったのではないか？

　感じることの辛さや、近づくことの痛みを知っていたから──……。

『いじめられてる子を見ても、絶対に助けちゃダメだよ。くだらない善意はバカを見るからね。良い人ぶるだけこの世は無む駄だなの』

『あ、可哀想。ネコが流されてる。助けたい？　ダメだよ亞紋くん。あなたが流されちゃう。ダメ、行っちゃダメだってば。無力なの。助けられないの。それでいいの！』

『困ってる人を見つけても無視して。誰もが、何もかもが、大事な時には離れて行くから』

　いつかの白亞が、またフラッシュバックしてきた。

　彼女が亞紋に対して辛く当たってるように見えたのは、その裏に自分と同じ苦しみを味わってほしくないという、歪みきった愛があったからではないか？

『ねえ、亞紋くん。私と一緒にいるの辛い？　ごめんね。でも言い訳があればいいなって思えるよ。逃げ道があればいいなって思えるよ。だから、私がなってあげるからね。将来、辛いことがあった時、私のことを思い出せば貴方はきっと──』

　光があれば闇も見えてしまう。なら何も見なければ、嫌いやな物を見なくてすむ。

　何も見ようとしなければ隣の芝しばは青く見えないし、あの葡ぶ萄どうは酸っぱいはずだなんて思わなくてすむ。白亞が望んでいたのはきっとそういう世界だ。

「でも違うんだよ。そうじゃ──ないんだよ！」

　亞紋は錬に向けて、自分に向けて、声を張り上げた。

「全部が自分の想いだしッ、自分だけの感情だし、自分の責任なんだ！」

　面めん倒どうなことをいちいち考えず、喜びたいなら喜べばいい。怖いなら怖いって思えばいい。辛いなら逃げたり、助けを呼んだりすればいいじゃないか。

　でも錬はそこから目を逸らしてファンタジーに逃げているようにしか思えなかった。

　だから亞紋は錬に問い掛ける。どうしても納得できないことがあったのだ。

「気に入らないから消す。それでへらへら笑う。震えながら刃を他人に向ける！　それが本当にキミが目指したかった王様じぶんの形なのか？　もう傷つきたくないからって理由じゃなくて、本当に心の底からやりたかったことなのか!?」

　もしもそれが本当に目指したくて目指したくてたまらないキングの姿なら──

「僕がッ、絶対に否定してみせる！」

「ぁぁああ！　もういい！　もういいわ。死ねよお前ッ、萎なえた！」

　錬は携帯を取り出すと、画面を起動させて音声認識を発動させる。

「オーバードライブッッ！」

　携帯裏にあったスートの魔石が強い光を放つ。

　すると携帯が青白い光に覆われ、錬はそのまま携帯を思い切り地面に叩きつけた。四角いシルエットが粉こな々ごなになり、破片が全て錬の中に吸収されていく。

　オーバードライブとはＫ・Ｆにおいての『必殺技』だ。

　錬が納刀状態の武器を構えると、そこへ凄まじい闇の奔ほん流りゆうが収束していく。

　大技を当てれば、いくら強化された亞紋であったとしても、マナの鎧が引き剝がされて死んでしまうかもしれない。

　だが、亞紋は逃げなかった。フィリアとの融合を解除すると、全ての従者を召喚する。

　並び立つ五人。それを見て、錬は青ざめながら歯を食いしばった。

「見るなァア！　ボクをそんな眼で見るなよ！　なんでそんな──ッ！　ああくそ！」

「……僕らはただ、キミを見ただけだ。何も特別なことなんてしてない、見ただけなんだ」

　亞紋はモネとシュバツルを合体させて大剣を生み出す。

「錬くん。悪い幻ユ想メは──もうおしまいにしよう」

　錬が使えたのならば、亞紋に使えない理由はない。

　同じように音声認識を行い、亞紋は若葉色に発光する携帯を剣の柄つか頭がしらで小こ突づいた。

　破片が肉体に入っていくが痛みはない。むしろ力が溢れる感覚だった。

　雫奈たちも光となって剣の中に入っていく。シュバルツはスキルを強化することができる。それがあれば、四体を同時に武器へ融合させることもできるのだ。

　負担は大きい。胸の鼓こ動どうは早くなり、息が切れる。

　凄まじい疲ひ労ろう感かん。だが亞紋は真っ直ぐに錬を見た。

「行こう、みんな！　錬くんを助けるんだ！」

『うんっ！』『かしこまりました！』『おけ！』『ええ！』

「うるせぇゴミがァアアア！　サリアン！　アイツ消すぞ！」

『は、はい！　承知しました主様!!』

　お互たがい、腕がガタガタと震える。一つは決意。一つは恐怖。

　双そう方ほう、地面を蹴る。全速力で走り出し、一方は希望の極光を、一方は絶大な闇をその手に宿す。ココでモネが一言アドバイス。オーバードライブは、心の力を使って放つ必殺技だ。

　だったら大切なことが一つだけ。

『お兄ちゃん！　叫んでっ！　必殺技の名前！』

　気合いを声に乗せることで、力を高めるとか何たらかんたら。要はテンションを上げるということだ。一瞬迷ったが、亞紋はそこでニヤリと笑って歩を進める。

　こういうのは嫌いじゃない。亞紋は跳び上がり、大剣を思い切り振り上げた。

　叫び、全ての力を込めて、爆発しそうになるほど輝く四色の剣を振り下ろす。

「ワイルド！　フォー！」

「消えろ！　冥めい王おう鬼き斬ざん閃せんッ!!」

　錬も刀を抜いた。紫色のエネルギーが巨大な斬撃となって発射される。

　直後、光と闇が交じり合う。

「ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　激しい抵てい抗こう感かんが両者を包み、衝しよう撃げき波はを発生させながら力の競り合いが続く。

　辺りの壁やモニュメントが次々に吹き飛んでいく。これはもう城の方がもたないかもしれない。赤石は体人を連れて城の外に避ひ難なんしていった。

　一方、衝撃の中で錬はニヤリと笑う。勝てる、その確信があった。

　何故？　決まっている、錬は自分が主人公だと信じているからだ。

「あれ？」

　だが、手元がブレはじめた。感じる抵抗感がより強くなる。

「あれッ、あれあれあれぇえ!?」

　紫色の闇が、だんだんと狭せまくなっていく。目の隅すみ々ずみに光がチラついてくる。

「ウォオオオオオオオオオオオオオッッ!!」

　亞紋の雄おたけびに呼応したか、力が最高点に達する。

　すると四色の光が一つに纏まり、剣身の中央は白、刃先が黒色に染まった。

　ワイルド、白、黒……。モネが黄色、雫奈が青、ペティが赤で、フィリアが緑……。

「ってそれトランプじゃなくてＵＮＯじゃねぇか！」

　錬が間ま抜ぬけな声をあげる。その時、亞紋の漆しつ黒こくが、錬の紫し黒こくを打ち砕いた。




「……ウソだ」

　錬は倒れていた。近くにはダメージにより、強制的に融合が解除されたサリアンも倒れている。周りは瓦が礫れきの山、肉体から携帯も排出されて下に落ちていた。

　錬は笑う。面白くて笑っているんじゃない。意味が分からないから笑っているのだ。

　一方で亞紋はモネたちに支えられ立っていた。

「結局、運さ。僕の方が運が良かっただけだ」

「運……？」

「ああ。もしもコレが『お話』なら、確かにキミが勝ってたと思う」

　でも、お話じゃない。背負っている物の重さで勝負は決まらない。

「結局同じなんだよ、この世界も。理り不ふ尽じんからは逃げられない」

　錬は地面を這い、ボロボロ涙を零しながら亞紋の方に手を伸ばす。

「だったらボクは何になれるんだ……！　お母さんはボクを愛してくれなかった！　お父さんはボクを殴った！　ボクは、どうすればいい？　どうすれば幸せになれる？　何のために生まれて、何のために生きてッ。これじゃあただ、傷ついただけじゃないか！」

　その時だ。亞紋は跪ひざまずき、視線を錬に合わせると、両手で錬の手を包むように取った。

「それでも……、生きていればッ、何かが変わるかもしれない！」

　亞紋も死んでいた。だが、少なくとも今は生きている実感がある。

「僕はモネたちと出会って生き返った。必ずキミにもそういう人がいるはずだ」

　話を聞くだけでも叔父や叔母、従者がいる。

　錬は怯えるあまり、きっと多くの好意からも目を背けていたはずだ。そうでなくとも正しく生きられたのなら、きっと誰かが錬を愛してくれるだろう。

「まずは僕が、キミと友達になる」

「……ボクはカラッポだから。何もない人は、誰も愛してくれない」

「そんなことはないよ。少なくとも、僕と、体人と、赤石さんはキミと友達になれるよ。だって僕たちは、キングダム・ファンタジアをプレイしている仲間じゃん」

　共通の趣しゆ味みは友人関係を構築するのには大切な要素だ。

　そもそも偉そうなことを言っているが、亞紋も友達はいない。

「欲しかったんだ僕、Ｋ・Ｆの話題で盛り上がれる友達が」

　少し恥はずかしそうにしながら、亞紋は錬の肩を叩く。

「だから、錬くん。もし良かったら僕と友達になってくれるかな？」

　亞紋は錬の手を引いて、共に立ち上がる。モネも補助に入った。

「い……、良いんですか。ボクなんかで」

「もちろん、キミだから良いんだろ」

「でッ、でででも！　ボクは皆さんに酷いことを──！」

　錬は、バツが悪そうな表情でモネたちを見る。

「ん！　気にしないで錬くん。わたしは大丈夫だし、気にしてないよっ」

「旦那様のご友人は、シズナのお友達でもあります。友を責める理由はございませぬ」

「これに懲こりたら、もう厨ちゆう二にこじらせんなよー」

「御剣くんが悪いと思ってくれるなら、私たちは嬉しいですよ。ええ、ええ。うふふ」

　要は、みんな許してくれるというわけだ。しかし錬としては信じられない話であった。

　仮にも殺し合いをしていた相手を、すぐに許せるなど……。

「彼女たちを数字で語っちゃいけない。強いだろ？　僕の従者は」

　心がある。モネたちはココに生きている。

　強さとは物理的な力だけじゃない、真なる力は心の強さだ。まあ、ベタな話だが。

「許すことは憎にくむことよりも、ずっと難しいよ。でもモネたちにはそれができた」

　多くの人に『弱い』だの『使えない』だの言われても、モネたちはこうしてまっとうに生きている。そりゃ少しは捻ひねくれたかもしれないが、それを理由に他者を傷つけてはいない。

「それに僕の数々の変態的な行為を受け止めてくれたんだ……。キミを許すくらい何ともないのかも。ははは……」

　亞紋が引きつった笑みを浮かべると、モネたちはそれぞれ微笑ほほえんだ。

　それを見て、錬は目を閉じ、しょんぼりとうな垂れる。

「……ボクの負けです」

　時を同じくして聞こえる声。体人と赤石が瓦礫の山を乗り越えて、コチラにやって来るのが見えた。亞紋とモネに支えられる錬を見て、なんとなく状じよう況きようを察した体人たち。

　しかし今はそれどころではない。

「大変なんだ！　王都が！」





　　　　◆






　王都の異変は明らかだった。空を覆うようにドス黒い雲が広がっていたのだ。

　雷らい鳴めいも響ひびく中、亞紋たちは王都マジガルドにワープで戻ってきた。すると王城から離れるように逃げる人ひと々びとが目につく。混雑が酷い。五分はまともに動けなかったが、徐じよ々じよに人の気配もなくなり、最終的には誰もいなくなった城下町を走る。

　するとどうだ、通りの向こうから王おう冠かんをつけた男が歩いてくるのが見えた。気品と威い厳げんに満ち満ちたその姿は只ただ者ものではない。四人はすぐにピンと来た。

　ストーリーモードで見かけたことがある、セントラルの王城に住む本物の王様だ。

　亞紋を中心に、すぐに駆け寄っていく。

「国王ディセウス様、ですよね！」

「む？　いかにも。私がディセウスだが……」

　鋭するどい目が亞紋たちを睨む。その迫はく力りよくに、思わず四人は怯んでしまった。

「一体何があったんですか？　まさかこの混乱は国王様が!?」

「いや、ちが──ッ。あのね、うん。これマジでヤバイよ。ガチで逃げた方がいいから。いや私ね、今回マジでヤバイと思う。意味分かんねーもんだって。私が分かってないって相当ヤバイ証しよう拠こだからね。今ゆっくり歩いてきたけど、これ余裕だからじゃなくて、ちょっと漏れてるからなのよ。とにかく今回はリアルにヤバイから、逃げな、早く」

　そう言って王は歩いていった。

　あんなキャラだったのか……。亞紋たちが複雑な表情で立ち止まっていると、別の声が聞こえてきた。

「これは魔王の力だよ。だが、深くは気にしないでくれ」

　一瞬だった。一人の男が亞紋たちの前に姿を見せたのだ。ワープの類なのだろうが、今はそんなことはどうでもいい。問題は男の服装が、白衣だったという点だ。

「兄さん……ッ！」

「テストは終しゆう了りようだ。ご苦労だったな、キングたち」

　赤石の言葉に白衣の男──金こん剛ごう郡冶はニヤリと笑みを浮かべた。




　もしも魔王がいるのなら、戦闘は必ひつ須すだと思っていた。

　だがそんな想像とは裏腹に、現在、亞紋たちは王城の中の食堂で話し合い中である。

「かねてより、異世界の存在は人々に語り継がれていた」

　有名な例でいえば、フロリダ半島先端、大西洋プエルトリコ、バミューダ諸島を結んだ三角形の海域であるバミューダトライアングル。

　そこに消えた者は異世界に飛ばされたのではないかと噂うわさがあった。

「他にもワームホール。鏡の中の世界に引きずり込まれるといった怪かい談だんがあるように、私たち人間はどこかで別の世界があると常つね々づね思っていたのだ」

　郡冶は白衣のポケットに片手を突っ込みながら淡たん々たんと話している。

　もう片方の手には、携帯よりも大きなタブレット端たん末まつがある。

　その裏には、ジョーカーの絵え柄がらが刻まれていた。

「異世界を見つけるのは簡単だった。開かい拓たくもまた同じだ、すべては理解と自覚だよ」

　この世に存在する全てのフィクションは、フィクションではない。

　つまりお話を作る人間は、自分の発想でオリジナルのストーリーを生み出したと思っているが、それは違う。実はそれらは全て受信した異世界の情報でしかない。

　それをあくまでも自分が思い浮かべたストーリーだと勘違いしているだけだ。本当はただ、元もと々もとあるものを受信して、視ているだけにすぎないのに。

「例えばキミの従者、モネのキャラクターデザインを担当した人間は、モネを自分で作ったと思っているが、そうじゃない。この世界に生きるモネの姿を覗のぞき見みただけなんだ」

　それは別にＫ・Ｆに限った話ではない。他のゲーム、漫まん画がやアニメ、それらの世界もきっとどこかにあると郡冶は思っている。

「私たちは皆、超ちよう能のう力りよく者しやなんだよ。ある意味──神とも言える」

　郡冶はメガネを整える。癖くせは弟と同じだった。

「我々が住んでいた世界は、パラレルワールドの中でも上位にある存在だ。王たる世界とでも言えばいいか。そこに住む人間は、誰もが世界を支配する力を持っている。それに気づかないだけでね」

　世界が複数あると自覚し、異世界に強く触れたいと望めば、本当に他の世界に行くことができる。郡冶はそれを見つけ、実行しただけにすぎない。

「その最たるものが私が作ったＫ・Ｆだ。アレはただのゲームじゃない」

　特とく殊しゆなプログラムを組み込んだそれは、世界を操作するものだ。

　ゲームとはそれ即すなわち、異世界を操作するプログラムの集合体でしかない。

「アプリのＫ・Ｆは、すでに存在するこの世界を元に作られたコントロール装置だ」

　郡冶は〇から一を生み出したのではない。

　元々ある世界を、ただゲーム風にして発表しただけにすぎない。

　亞紋たちはゲームの中に入ったんじゃない。ゲームだと思っていた『実在する世界』に足を踏み入れたのだ。

「異世界への干かん渉しようは複雑なものじゃないさ。これが我々の世界における魔法なんだ」

　ある日、郡冶は世界を理解した。するとこの幻想世界をより明確に夢で視て、情報を得ることができた。そしてそれを突き詰め、手に入れたのだ。

　異世界を操作する権利を。

「ゲームと実際の世界をリンクさせることに成功した。ゲームでの操作が、この幻想世界にも適応される」

　それが主に携帯を使った各機能である。従者やアイテムを携帯の中に保管しておく。ワープを行う。武器の具現化。

　そうなるはず。こうしよう。そう思えば、世界は実際にそちら側へ傾かたむく。

「アクションゲームもそうだろ？　キャラクターを右に進ませようとプレイヤーが操作する。そしてゲームの中にいるキャラクターは実際に右に動く」

　そうやって、そこに住む者を実際に操作できるようにする。それが支配というものだ。

「話を戻そう。私がキミたちをココに招いた理由だが……、単刀直入に言えば、この世界を支配するのを手伝ってもらいたい」

　その権利が、亞紋たちにはある。

「コール──」

　亞紋たちの前に現れたのは漆黒の鎧に身を包んだ従者。

　巨大な角、紋もん章しようが描えがかれたマント、それは従者というにはあまりにも力を感じる存在。それはそうだ、彼の名は魔王グレゴ。

　つまりこの世界を支配しようとしていたラスボスである。

　息を呑のむ亞紋たち。立ち上がり、すぐに後ろに下がっていくが、郡冶がそれを制した。

「あー、大丈夫だ。彼は今、私の命令に従う人形でしかない。キミたちの携帯にはまだその機能を搭とう載さいしていないが、ジョーカーのパッドは従者を強制的に操ることができる。もちろん魔王を支配するのにはそれなりに製作期間じかんが掛かったが──結果はこの通りだ」

　この世界を脅おびやかす存在も、今や郡冶の駒こまでしかない。自分の世界じゃ犬一匹ぴきにも腕っ節で勝てるかどうか分からない男が、幻想世界では魔王を操り人形にできる。

　それだけではなく、錬は気づいてたが、この世界の住人を殺せば携帯の中に存在を封印することができ、それを復元するかどうかも選べる。

「こうした機能は我々、現実世界──言い方を変えれば地球人にのみ使える」

　アプリでは存在しなかった機能の数々は、郡冶が設定したものだ。どうやらある程度はキングの暴走や衝しよう突とつを予想していたようで、ワープ機能を他のキングが封ふうじることができるシステムなども、結局はそれらを後あと押おしするものでしかない。

「まあ、だが、ぶつかり合うことで見えたはずだ。前の世界では決して見えなかったものが」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　オレは興味ねぇよ！　早く元の世界に帰してくれ！」

　初めに声を上げたのは体人だった。すると郡冶はガッカリしたようなため息をつく。

「……本当に帰りたいのか？　元の世界に」

　ドクンと、亞紋たちの心臓が大きく跳ねる。

「戻れるのか？　恐れる日々に」と──郡冶は亞紋を見る。

「戻れるのか？　苦痛の日々に」と──郡冶は錬を見る。

「戻れるのか？　価値なき日々に」と──郡冶は赤石を見る。

「戻れるのか？　失った日々に」と──郡冶は体人を見る。

　郡冶はココで亞紋たちを選出した理由を口にした。

「全てのユーザーの中で、最もキングダム・ファンタジアを長くプレイしてくれた四人」

　つまりプレイ時間のベスト四。赤石だけは郡冶が意図的にランキングに入るようにしたが、亞紋、錬、体人は他のプレイヤーよりも群を抜いてプレイ時間が長かった。

「従者が光の柱を確認できる条件は、セットしていた時間の長さになっている」

　ずっと固定パーティだった亞紋は、文字通り、モネたちと一番一緒にいた人間なのだ。

「もう知っているかな？　この世界にも一夫多妻という制度はある。キミにとっては魅み力りよく的てきだろ？　四葉亞紋」

「そ、それは……」

「人間は脆もろい生き物だ。心の隙すき間まを埋めてくれる存在が愛おしくなってしまう」

　亞紋たちのプレイ時間は異常だ。群を抜いている。

　他にやることがなかったから、のめりこんだ。多くのエンターテイメントが溢れる中で。

「錬くん。キミは知っているはずだ。くだらない世界と、そこに生きる者たちの愚かさを」

　少し不満げではあったが、錬も何も言い返せなかった。郡冶は次に体人を見る。

「キャミーがお気に入りか？　明るい性格、そして『彼女』は猫が好きだったみたいだね。写真を見たが、なるほど、雰ふん囲い気きは似ている」

　体人の表情が一瞬にして変わった。怒り、悲しみ、焦しよう燥そう。

「妹さんのことは残念だった。飲酒運転というものが、あの世界の低てい俗ぞくさを表しているとは思わないか？　家族の命を奪われ、キミも大切な物を失った。同情するよ」

「……ッッ」

「だが素晴らしいだろ？　この世界の義手と義足。感覚は本物と大差ないはずだ」

　亞紋と赤石がハッとした表情で体人を見る。

　体人もその視線に気づいたのか、大きなため息をついて舌打ちをした。

「左義手と、右義足だ。今は服着てっから見せられねーけど、見た目は本物そっくりで接合部は違い和わ感かんねーし。腕も脚あしも思い通りに動かせる」

　かつて、体人はボクシングを学んでおり、本気で世界を目指していた。しかしある日、乗っていた車が、飲酒運転をしていた車と事故を起こし、母親と妹を失った。

　そして体人自身も腕と足を切断するほどの重傷を負ったのだ。

　郡冶はそういったことも調べていたらしい。いやむしろ、その点が重要なのか。

「現実世界に戻ったところでどうなる？　キミが栄光を見せたかった相手は、もういない」

　大切な妹に見せるはずだった、自分が勝つ姿を。もう全て無駄になった話だが……。

「だが私は、キミの気持ちがよく分かる。赤石、私がなぜ異世界を研究するに至ったか、どうか彼らに教えてやってくれないか？」

　目が本気だった。観念したのか、赤石はゆっくりと過去を語り始める。

「幼い頃ころ、夏の夜……。俺と兄さん、そして美み香かは縁えん日にちに出かけたんだ」

　浴衣姿の妹は、小さな手に財布を握りしめ、並んだ屋台に目を輝かせていた。

「あの日は人が多くて、気をつけていたのに美香を、見失ってしまった……」

「そうだ。そして私たちのところへ、美香が戻ってくることはなかった」

　赤石と郡冶は妹を捜し続けた。どれだけ時間が経っても。

　そんな中、赤石たちがよく通っていた駄だ菓が子し屋やのお婆ばあちゃんが口にした。

　祭りが行われた神社には、かつて多くの人を別の世界に送ったといわれる天てん狗ぐが眠ねむっているのだとか。だから美香も天狗に攫さらわれ、別の世界へ飛ばされてしまったのだと。

　もちろん天狗はファンタジーの生き物だ。誰も信じなかったが、赤石たちだけは信じた。

「その日から、私は異世界についての研究を始めた」

　世界は一つではない。妹は別の世界で生きている。郡冶はとり憑つかれたように資料を集めた。宇宙、空間、宗教、黒魔ま術じゆつ。だが結果は出ず、多くの時間が流れてしまった。

　そして郡冶が高校を卒業した時だ。警察から連絡があったのは。

「女児誘ゆう拐かい容よう疑ぎで逮たい捕ほされた男が、過去の犯罪を打ち明けた」

　取調べで過去にも誘拐した少女がいると告白。

　供述に従い、警察が男の家の裏山を調べたら──

「白骨化した……、美香の遺体が見つかった」

「そうだ。蓋ふたを開ければ何のことはない。美香は普ふ通つうに誘拐されて、殺されただけだ」

　亞紋は息が止まる感覚を覚えた。体人も、錬も、赤石も、現実世界の大きな闇を、むしろ現実世界ならではの闇を抱えていた。だからこそ幻想の世界に逃げたのか。

「もう一度聞く。帰りたいか？　あんな世界に。ココで得た絆を捨ててまで」

　郡冶は強く言い放った。亞紋たちは何も言い返せなかった。

「もう一度言う、私の仲間になれ。この世界で生き、腐くさった現実世界を破壊しよう」

「現実世界を──破壊する!?」

「そうだ亞紋くん。なにか問題は？　ココがあれば、向こうはもう要らないだろう？」

「そ、そんな馬鹿な！」

「もちろんキミのことも調べてある。従姉は酷い人だったね」

「違う……、だって彼女は！」

「良い人だった？　それはキミが勝手に抱いた妄想だ。だって彼女はもう死んでる。キミのせいで死んだ」

「え……？」

「冗談だよ。キミも聞いたろ？　彼女は生きてる。あの遺書は噓だ」

　それも噓。郡冶は意地悪に笑う。

「知らないよ。彼女が果たしてどうなったのかまでは調べてない。だがキミは今、どちらにせよ安心したし、不安になったはずだ」

　この世で一番辛いことは、答えがないことだ。

　人は昔から『無』を恐れた。だからこそ無になるべき死を終わりとせず、天国や地じ獄ごくなど、その先を創造した。白亞にどんな意図があれ、彼女は亞紋が無であることを望んだ。

　何も感じない。何もない。それは死体と同じではないかと、郡冶は主張する。

「本当は異世界なんてない。美香は普通に事故や事件に巻き込まれて死んだ。心の奥には常にあったことだが、それを認めては私は無になる。だから私は幻想を求めたんだ」

　誘拐されて殺された。そんなありきたりな理由で美香は死んではいけない。死ぬにしても、もっと高こう尚しようで意味のある死でなければならない。郡冶はそう思った。

　それこそ、世界のあり方を変えるほどの死でなければ意味がない。

「その想いが私に進化を与えたのだ。世界に対する憎ぞう悪おと不満こそが鍵かぎになった」

　扉が開いた。世界の構造が頭の中に入ってきた。別の世界が見えた。

　後はそれを使ってＫ・Ｆを作った。だが全て──まだフワフワした幻でしかない。

　幻は無だ。明確な形を作るには、それなりの行動を示さなければ。

「亞紋くん。もしもまた白亞が目の前に現れたらどうする？　彼女は再びキミに無理を言うかもしれない。純じゆん粋すいに、キミを傷つけるため」

「でも、そしたら今度こそ僕は……」

「救う？　和解する？　できないかもしれない。そういうものだろ？　我々の世界はどうとでも言えることばかりだ。そして可能性はそれだけ悪意にも繋がる。考えてみてくれ、もしも白亞が生きていて、私と同じ世界を操る力を手に入れていたら？　彼女はキミの前に現れて、キミがまた約束を破っていることに激げき怒どするぞ」

　郡冶は早口で捲まくし立たてる。それが効いたのか、亞紋は青ざめて俯うつむいた。

（ありえない話じゃない。確かに白亞がコッチに来て、モネたちを傷つける可能性もある。いや、そもそも郡冶さんの誘いを断れば、報復の意味を込めて白亞に携帯を渡わたす可能性はないか？　そ、そしたら白亞はどうする？　そう、彼女はきっと地球を滅ほろぼす──かもしれない。郡冶さんの言う通り、約束を破った僕に怒って、モネたちを無理やり操ってしまうかもしれない。そしたらモネたちは僕のことも忘れて、僕は白亞に滅ぼされて……）

　震える亞紋を見て、郡冶はニヤリと笑った。

「亞紋くん。分からないことを終わらせる方法は一つ。その疑問自体をなかったことにすればいい。白亞の痕こん跡せきを全て消し去ることができたなら、もう幻想に怯えずにすむんだ」

　もしも地球を滅ぼせば、もう地球からは誰もＫ・Ｆの世界に来ることができない。

　世界を統べる技術は亞紋たちだけのもの。上位存在になれば怖いものはない。毎日モネと楽しいことができる。虚無主義を言い訳に、感情を偽いつわるマネはしなくてもいい。

「もう一度だけ言おう。私に逆らうということは、この世界で生きる権利を手放すということだ。その辺りをじっくりと考えてくれたまえ、諸君」

　答えは一時間後、この王城にて聞くと、そう告げて郡冶は四人を城から追い出した。締め出された四人はしばらくその場から動くことすらできなかった。ただ虚こ空くうを見つめ、既に出ている答えに身を委ねて良いのか、それを自問自答していたのかもしれない。




「元の世界に帰れる方法が一つだけある」

　誰もいなくなった町で赤石が呟いた。

　以前から兄の様子がおかしいと悟さとっていた故、兄に張り付くうちに少しだけ研究所を覗くことができたらしい。

「おそらく、この魔石に秘密がある。兄は扉を開いたと言っていた。つまりこの世界に来ることができるのは、扉を開いた人間だけだ。でも俺たちはそうじゃない。なのにココにいる。それはつまり、この世界の入場券を持っているからだ」

　それが、それぞれのキングの携帯の裏に張り付いている、スートの形をした魔石だ。

　翻ほん訳やくをはじめとして、気候に適応する全ての役割を、あの石が担ってくれている。

　そして世界にとっての異物、つまりバグである亞紋たちを留めておく楔くさびでもある。

「魔石を失えば、俺たちはチケットを失ったとみなされ、世界から弾かれるだろう。そして元いた場所、つまり現実世界へと帰き還かんするはずだ」

「じゃあこれを壊せば──？」

「いや、魔石はあくまでもコアから分離した端末にすぎない。壊すのは魔石ではなく、その大元。つまり兄さんが持っているジョーカーのパッドだ」

　それを壊せば亞紋たちは帰れる。ただし、二度と戻ってくることはできないが。





　　　　◆






「世界を破壊する、か。途と方ほうもない話だな」

　一旦キングたちは、それぞれで考えようと決めた。

　体人は誰もいない公園のベンチに座って、雲に覆われた空を見つめている。

　左にはキャミーが、右にはラミーが心配そうな表情を浮かべて座っていた。

「オレはあの日、殺された」

　ボクシングは子供ながら本気で打ち込んだスポーツだった。誰にも負ける気はないと思っていたのに。まさかビールとウイスキーに負けるとは。

「気づいたらベッドの上だった。片かた腕うでと片足もなくなってた」

「でもね体ちゃん、命があって良かったじゃん」

「そうだなキャミー。周りにも同じようなことを言うヤツはたくさんいた」

　だがソイツらは何も分かってない。何もないのに生き残ったからって何になるんだ。生きていてもどうすればいいんだ？　犯人も死んだから復ふく讐しゆうはできない。

　ボクシングもできなくはないが、失った感覚と死んだ魂では何を成しても意味はない。

「ご、ごめん。あたし無神経なこと」

「いや良い。すまん、間違ってたのはオレだったからな。生きてるからこそ、今こうしてお前らに会えた」

　毎日に絶望していた時、体人はたまたまソーシャルゲームに目をつけた。

　片手で遊べるコンセプトのキングダム・ファンタジアは丁度よかった。

「ビビッたぜ、キャミーが妹に見えた」

　まあ、似ている点なんて髪の色と髪かみ型がたくらいだが、体人には本当に妹に見えたんだ。

　だから体人はずっとＫ・Ｆをプレイした。少しでも長く、キャミーといられるように。

「なあキャミー、ラミー、どうしてオレを慕ってくれたんだ？」

　今までは照れくさくて聞けなかったが、この際だ。

　するとキャミーとラミーは満面の笑みを浮かべ、体人にピッタリとくっついた。

　恥ずかしそうにうろたえる体人が面白くて、姉妹は声を出して笑う。

「だって体ちゃんはさ、あたしをお姉ちゃんと一緒にパーティに入れてくれたじゃん」

「そうっすよ。だからウチら、離はなれ離ばなれにならずにすんだっす」

「……家族は一緒にいた方がいいからな。当然だぜ」

「あと、やっぱり──体ちゃんがね、泣いてたから」

「そうそう。お姉ちゃん、あの泣き顔にキュンキュン来ちゃったっす」

　ラミーの発言はややズレている気がするが、とにかく体人は自分の弱さをキャミーたちの前に無意識にさらけ出した。家族を失った苦しみ、夢をなくした辛さ、これからのこと、体人は携帯の画面の前で呟き、涙を流した。

　その姿がキャミーたちには酷く切なく、体人を守りたいと思った。愛してあげたいと思った。

「ねえ、体ちゃん。あたしたちは体ちゃんのことが好きだから、よく知ってるよ」

「体くんは負まけず嫌ぎらいっす。何にだって勝ちたいって思ってるっす」

「……ああ、負けるのは悔しいからな。だからこの世界に来て義手と義足をお前らに紹しよう介かいしてもらった時、オレは生き返ったような気がした。これならまた勝てるって思った」

　亞紋を見た時だって、絶対に勝てると思った。

「あんな弱そうなヤツらに負けるはずがないと思った。従者だって、なぁ？」

　しかし結果は負けた。何故か？　決まっている。

「運が悪かったからじゃない。オレが弱かったからだ」

　体人は大きく首を振る。頭にベッタリと張りついた迷いを振り払うように。

「世界に負けて、気に入らないモノを滅ぼすか……。ダサすぎるぜそれじゃあよ」




　一方、赤石は展望台で誰もいない広場を見ていた。

　隣にはベルンと義乱が立っており、赤石と視線を合わせている。

「ベルン、義乱、人は死んだらどうなると思う？」

「うーん、むずかしいねー。お星様になるとか？」

「魂のあり方か……。フム、俺は輪りん廻ね転てん生しようの道に乗ると聞いたが？」

「そうだ。分からないんだ。だから、一人ひとりの中で答えを妄想するしかない。死人に口なしとはよく言ったもんだ。葬そう式しきも、埋まい葬そうも、全ては残された者たちが死者にしてあげられること。本当に死者がそれを望んでいるかどうかなんて誰も分からない……」

　遠くを見る赤石の言葉を、ベルンたちは黙って聞いている。

「俺はね、死んだら寝ねているような感覚になると思うんだ。あるのはただ虚無さ」

「でもね赤石ぃ、夢を見ることはできるよぅ？　どうせなら幸せな夢がいいよねぇ！」

「そう──静かに眠っている子には、幸せな夢を見てもらいたい」

「しかし赤石。夢は、幻だ」

「そう、そうだ。その通りだ義乱。夢は幻なんだ。結局は幻想」

　頰を抓つねれば分かってしまう。痛くない。痛くないから辛くない。

　全てが自分の中で終わってしまう幻げん覚かくや妄想。自己完結の箱庭の中で永遠をすごす。

　赤石は頭を押さえて、苦しそうに言葉を並べていく。

「ベルン、俺はキミが好きだ」

「わ、わ、わ！　今日は大だい胆たんだねぇ、赤石ぃ」

「初めて見た時から気になっていて、それでこうして会えて本当に好きになった。嬉しかったよ、キミが俺の想いに応えてくれた時は」

　手を繋いだ。抱きしめ合った。一緒にお酒を飲んだ。笑い合った。キスをした。

「義乱も、会えて本当に良かった。俺はクワガタが好きでね」

「フッ、照れるな」

「全て……、俺には、もったいない夢だった」

「じゃあ──赤石はもう覚めちゃうの？」

　ずっと夢の世界にいたら、それはとても幸せだろう。でもそれは幻想の中だ。

　欲しいのは本物のはずだ。頰を抓れば痛いけど、それでも『本物』がある世界なんだ。

「ずっと後悔していた。あの日、俺が美香から目を離さなければ──」

　それは兄も同じだろう。結局、あの日からずっと夢を見ていた。

　痛みのない世界を望み、少しでも良い夢を見ようと溺おぼれていた。

「亞紋くんにあんなことを言ったんだ。俺も、傷つけてでも救う道を選ばないと」

　亞紋は夢から覚めようとしている。しかしそれが怖くて、温かい布団から出ることを迷っている。それは亞紋だけじゃない、体人も錬も同じだろう。

「年長者が寝ね坊ぼうなんて、格好悪いよな……」




　セントラルの集会場、そこにある喫きつ茶さ店てん内に錬はいた。

「郡冶の言ってることは正しいのかもしれない……」

「ほう、そりゃまた何で！」

　錬は椅子の上に体育座りで俯いていた。

　ジルルートはカウンターで盗ぬすんだ酒をガブガブ飲んでいる。どうやら錬の話には興味がないらしく、適当に相あい槌づちを打っていた。

　サリアンは、錬の向かい側で同じく体育座りになって真面目に話を聞いている。

「ボクの世界には屑が多すぎる。一度くらい、リセットされてもいい」

「あ、あ、主様……。でもそのっ、叔父様や叔母様は？」

「うッ、うぅぅぅう」

　サリアンの言葉に、錬は頭を抱えて呻く。迷いは少なからずあるようだ。

　誰も教えてくれない。誰も道を決めてくれない。でも錬は知っている。現実世界は怖い。いっぱい頑張った。でも何もなかった。頑張った先に、何があるんだろう？

「怖い。世界が怖い。現実世界になんて戻りたくない……」

「あ、主様！　ファイトです！　主様なら大丈夫！」

　サリアンは引きつった笑顔でガッツポーズをしている。

　しかしガラじゃないのか、手がプルプル震えていた。

「つまんねー」

　ジルルートは酒のボトルを投げ捨て、口を拭ふくと立ち上がった。

「オレは嫌いなヤツは殺すぜ！　坊ちゃんだってそういうタイプだろ！」

「ジルルート！　あ、主様はそんな人じゃありません！」

「ウソウソ。坊ちゃんはヤベー奴だって！　もっと己を解放しろよ！　なあ、簡単な話だろーッ！　大事なのは、アイツが嫌いかどうかだよ！」

「確かに、嫌いなものは消したいけど──それでボクは亞紋さんに負けたんだ」

　錬は爪つめを嚙み、虚空を睨んだ。消去法で答えは一つだった。




「お兄ちゃんは、どうするの？」

　モネの家の屋上で、亞紋は曖あい昧まいな笑みを返した。

　みんな世界に不満を抱えている。亞紋だってそうだ。白亞を超えようと努力してきたが、必死に妥だ協きようの方法を探していただけだったのかもしれない。

「僕はやっぱりまだ白亞が怖いみたいだ。傷つけてしまったこと、期待を裏切ってしまったこと、拒きよ絶ぜつされること、全部怖いよ」

「お兄ちゃん……」

「なにより僕はキミたちと離れたくない。ずっと一緒にいたいんだ……」

　どうして良いか分からず、亞紋は遠い空を見ることしかできなかった。

　一方でモネたちは複雑な表情でアイコンタクトを取る。そして、微笑んだ。

「ねえお兄ちゃん。お願いがあるのっ。わたしたち四人のお願い」

「うん、何？」

「ん……。あのね、元の世界に帰ってほしいんだ」

「えッ！　ど、どうして！　僕なにか悪いことしちゃったッ？」

「そうじゃない……！　そうじゃないよっ」

　モネの声が震えて、小さくなっていく。

「旦那様は、本当はもう……、お答えが出ているのではないですか？」

　雫奈の言葉が心に刺ささった。

「亞紋、アタシらがどれだけアンタの顔を見てきたと思ってんの？」

　ペティに言われ、亞紋は小さく頷く。

「世界を滅ぼすってことは、それだけの命を奪うことだ。僕には耐えられない……」

　いくらモネたちと一緒にいたいからと言って、そんなことができるわけがない。当たり前だ。

「四葉くんは言いましたよね。人は、一人では生きられないと」

　フィリアに言われ、家族の顔が思い浮かんだ。それだけじゃない。錬との戦いを思い出す。あの時、亞紋は錬に、本当にしたいことは何なのかを問うた。

「僕、ちょっと期待してたんだ。キミたちと関われて少ししか経ってないけど、それなりに変われたつもりだった。だから元の世界でも、もっとマシになれるんじゃないかって」

「わたしはお兄ちゃんと一緒にいる時間が大好き。最高に幸せなのっ」

　モネは亞紋に近づくと、優しく抱きしめる。

「だからお兄ちゃんにもずっと幸せでいてほしい」

　抱きしめた時に感じる温もりは本物だ。

　そうだ、モネたちはココにいる。ココにこうして生きているんだ。

　心がある。記憶がある。共に歩んだ僅かな時間は、確かに心の中にある。

「期待を裏切ったのが怖いってことは、まだ白亞お姉ちゃんのことが好きなんでしょ？」

「……そう、なのかな。あッ、でも勘違いしないでほしいのは白亞はあくまでも従姉としてであって、僕が女の子として好きなのは一生キミたち四人だけ──」

「でもでもっ、好きなのは間違いないでしょ？　だったら守ってあげて！　わたしの王子様っ！」

　一筋、涙が流れる。モネは泣きながら笑っていた。でも、あの嫌いな笑顔ではない。

「……モネ、優しくて強いキミを愛してる」

「うん。わたしも、優しいお兄ちゃんが大大大好きっ！」

「雫奈、お淑しとやかなキミは素敵だった。癒やされたよ、本当に」

「シズナも、希望をくれた旦那様に心を奪われました」

　初めて人を愛した。幻想じゃない、現実なんだ。

「ペティ、僕の世界にいるどんな女性よりもキミは魅力的だよ」

「言ってくれるね。ま、その言葉そのまま返すけど。亞紋が一番素敵だよ」

「フィリアさん。貴女に甘あまえる時間ほど贅ぜい沢たくなものはないです」

「うふっ、嬉しいことを言ってくれますね。私も……、同じ気持ちです」

　彼女もいないのに嫁よめを作った。だが本気だった。ガチ恋こい勢なのは今も変わってない。

　だから嫁たちとの生活を守りたい。でもそれは一緒にいればいいわけじゃない。独りよがりじゃ駄目だ。大切なのは好きでいてもらうこと。そのためには今、何が必要か？

「僕は、キミたちのキングになれたかい？」

　モネは、雫奈は、ペティは、フィリアは本当の笑顔で頷いてくれた。

　決意は一つ。亞紋が屋上を下りると、そこには既に体人たちが集まっていた。言葉が見つからず、亞紋は携帯裏のキングを見せた。他の三人も同じことをして意思を示した。





　　　　◆






「ファンタジーはもう終わりだ。僕たちは現実に帰る」

　王城前の広場で、郡冶は目を丸くしていた。分かるとも、自分たちでも馬鹿で愚かな選せん択たくだと。可愛い女の子に囲まれて、剣と魔法の世界で自由に生きる。それは最高だ。

　しかし彼女たちが愛してくれたのは、そんな愚かな自分たちなんだから仕方ない。

　この弱さが、強さなのだと笑ってくれたのだから仕方ない。

　剣と魔法の世界は、自分たちの世界じゃないんだから仕方ない。

「現実世界に生きる者たちは自分たちのことしか考えていない屑だ！」

「七〇億の人間、全てが屑なわけがないだろ!!」

「間違えるのか？　あんなゴミのような世界に何の価値がある！」

「そんなゴミのような世界が、僕たちの世界なんだよッ！　目を背けるために、他の世界を巻き込んではいけないんだ！」

　亞紋の主張に郡冶は呆あきれ果はてた。だからコールを発動させ、魔王グレゴを召喚する。

　直後、郡冶と魔王が融合し、鎧に包まれた巨大なドラゴンが姿を現した。巨大な角、紋章が刻まれた翼。赤い瞳が亞紋たちを睨み、衝撃波が発生するほどの咆ほう哮こうを上げる。

　そして手に持っていたジョーカーのパッドを飲み込み、体内に隠す。

『お前たちには失望した！　所詮、害悪世界が齎もたらしたウイルスだったか！』

　一方でキングたちは従者を全て解放。モネたちが一斉に並び立った。

『無駄だ！　お前たちでは私は絶対に倒せない!!』

　だろうな。城に来る前、キングたちはその点について話し合っていた。

　郡冶はこの世界に大きく干渉する力を持っている。もしかしたらモネたちの攻撃を通さないアーマーがあるのかもしれない。それに加えて魔王の力、いずれにせよその力は余りにも強大なものだ。まともにぶつかっても勝ち目はない。

　しかし可能性はある。そう言ったのは赤石であった。

「バグを使う。兄さんも把は握あくしていない力なら、修正する前に倒せるかもしれない」

　ココはＫキングダム・ＦフアンタジアであってＫ・Ｆゲームではない。

『消えろ!!』

　郡冶は巨大な尾おを振るい、全てをなぎ払おうと試みる。

　そこで前に出たのは体人だ。すると光が逬ほとばしり、キャミーが左腕に、ラミーが右みぎ脚あしに変わる。四人のキングは既にフレンド登録を交わしていた。さすがはレインボーランクなのか、亞紋のスキルは使えなかったが、錬のスキルが使えればそれで問題ない。

　体人はユニオンによって、キャミーとラミーを義手と義足に変えたのだ。

「悪いな、今日のオレは一二〇パーセントなんだ!!」

　体人は右脚でしっかりと大地を踏み締め、左の腕でストレートを放った。

『な、何!?』

　体人の拳が尾に抉えぐり込こみ、波打つように衝撃が広がると、尾が吹き飛び弾かれた。

　あり得ないと郡冶が叫ぶ。やはりというべきか、プログラムで従者の攻撃を通さない一種の『チート』を使用していたようだ。

「ユニオンだ、兄さん！」

　赤石が義乱と武器を融合させた刀を持って、空中から降ってくる。

　落下の衝撃を利用した振り下ろしは、郡冶の尾に食い込むと豪ごう快かいに切断してみせた。

　攻撃が通用するのは、これらの攻撃が『従者』ではなく、『人間キング』が行っているものと世界に認識されているからだ。

　ユニオンは、アプリの方では武器と合体したグラフィックを用意できないため、別の効果になっている。この些さ細さいな違いこそが、この世界における『バグ』なのだ。

『なるほど、デバッグは感謝する。すぐに修正しておこう！』

「もうやめてくれ兄さん！　世界を滅ぼすなんて、地球にいる母さんたちはどうなる!?」

『家族？　美香が死んだ日に終わったよ！　今の私には血や同情を超えても成しえなければならない復讐がある！　現代世界は悪意に汚お染せんされている！　私は美香のため、全てを葬ほうむり去さるんだ！』

「美香が滅びを望んでいるわけがないだろ！　怒りの理由を美香になすりつけるな！　美香はもう死んだ！　もう何も喋れない！」

『私は信じてる！　美香は滅びを望んでいる！　悲しかったろう、苦しかったろう！』

「俺だって信じてるさ！　兄さんに罪を犯してほしくはない。犯人アイツと一緒になってほしくないッ！　この想いこそ、きっと美香が願っていることだ！」

　そこで銃声。錬が黄金銃ジルルートで郡冶を撃ったのだ。

『──ッ、お前は世界に最も絶望していたはずだ御剣錬！　弱者は理不尽に虐しいたげられ、外道が得をする世界形態。反へ吐どが出るとは思わないのか！』

「確かにボクらの世界はクソだ。でもボクは英雄にならなくてはいけない。やっぱりそれは叶かなえたい夢なんだ。あと、そもそもまずお前があまり好きじゃない。白衣っていうのが狙いすぎてて寒い」

　まさにその時だった。閃光が空を駆ける。光の雨──それは無数の剣だ。

　光で構成されたエネルギーの剣が無数に降り注ぎ、郡冶の体に突き刺ささっていく。

『グッ！　ガッッ！　な、なんだ！』

　郡冶が周囲を探すと、上空に見えた、聖なる鎧に赤いマント。

『まさか、あれは!!』

　キングたちもそのシルエットを確認した。見み間ま違ちがえるはずもない。

　ストーリーを進める上で、プレイヤーの誰もがその成長を確認していく。

　勇者──カルマ。

「グランッ！　カリバアアアアアアアアア!!」

　カルマが叫び、剣けん先さきを天に向かって突き上げると、目を覆うほどの光が刃に収束していく。纏わりついた光は空へ伸びていき、剣のリーチが格段に伸長した。さらに聖剣のエネルギーの影えい響きようで、カルマの赤茶色の髪が金色に染まり、彼はそのまま剣を振りおろす。

『バカな！　何故だ！　なぜお前がココに！　いやッ、それよりなぜ攻撃が通る！』

「決まっている！　俺の刃に、不可能はない！」

　カルマは真っ直ぐに郡冶を睨み、叫ぶ。刃が郡冶の肉体を抉り削っていく。キングたちから上がる歓かん声せい。錬と体人は目を輝かせて前のめりになった。

「ゲ、ゲームと同じ台詞！　すすすすごい、やっぱり迫力が違うなぁっ！　うひひ！」

「見ろよ！　グランカリバー！　九章のムービーよりも綺麗だな！」

　一方で空中を浮遊していたカルマは振り返り、キングたちを睨んだ。

　判断は──一瞬だった。亞紋はすぐにオーバードライブを使用する。

　選択するのは従者が四人揃っている時にしか発動できないものだ。上昇するフィリア、その斜ななめ左右にペティと雫奈が位置取り、真下にはモネが立つ。

　雫奈、ぺティ、フィリアを中心に広がる円形の魔法陣。モネは三角形の魔法陣を展開させる。クラブのマークは棍こん棒ぼうが元となっているが、その形からクローバーともいわれている。まさに今、雫奈たちは三葉を作り、モネは茎くきとなり、クラブマークが完成する。

　さらに一瞬だけ浮かび上がるマーク。雫奈は『Ｊジヤツク』、ペティは『Ａエース』、フィリアは『Ｘテン』、そしてモネからは『Ｑクイーン』の文字が。

　そして『Ｋキング』の文字が浮かび上がった亞紋は、跳ちよう躍やくすると、クローバーの中心に二つの銃口を向けて引き金を引いた。

「ロイヤルストレートッ！　フラッシュ!!」

　二つの銃口から、黒いレーザービームが発射される。

　さらにそれがクローバー型の魔法陣の中央部分を通り抜けると、地水火風のエネルギーが時を同じくして発射された。黄、青、赤、緑、合計五本のレーザーが螺ら旋せん状じように飛んでいき、郡冶に直撃する。

　叫び声が上がる。そして大きく怯んだことで生まれた隙。勇者カルマはさらに力を込め、光の聖せい剣けんを郡冶の肉体深くへ突き進めた。

『ガアアアアアアアアアアアア!!』

　光が闇を塗ぬりつぶす。郡冶の体を覆いつくす。

　それは魔王を、そしてその中にあったタブレットを焼き尽くした。

「ぐッ！　あぁぁ！」

　融合が解除され、郡冶は地面を転がっていく。

　そこで皆は気づく。既に郡冶の手が透すけ始はじめた。ジョーカーパッドの中にある構築プログラムが破壊されて、世界の情報が乱れていく。

　それは四人のキングと一人のジョーカーをこの世界に留めておくのに必要なプログラムだった。

「何故……！　何故だ！　何が起こって──」

　郡冶が悔しげに地面を殴りつけた時、そのまま体が粒りゆう子しと化して消しよう滅めつしていった。

　亞紋も気づけば、郡冶からカードを渡された場所に立っていた。

「え？」

　お別れを言う時間すらなかった。覚悟していたつもりだが──虚むなしさが残った。
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　Ｋキングダム・Ｆフアンタジアでの事件から二日後、赤石あかしは兄の部屋で、板チョコを齧かじりながらパソコンの画面を睨にらんでいた。アプリのプログラムは文字列で構成されていたのだが、規則性はなく、他のゲームプログラムとは全く異なる内容だ。残念だが今の赤石では、ただ『数字やローマ字、記号がめちゃくちゃに並んでいるだけ』にしか見えない。

　理解すればと郡ぐん冶じは言っていたが、赤石にはサッパリ分からない境地だ。

　しかし一つ、気になるファイルがあった。携けい帯たいのアプリで、名前はつけられてない。ただ、アイコンがダイヤのマークになっているので、赤石はそれを自分の携帯へ移して、早速起動してみた。

　だが上手くいかない。パスワードを打うち込こまなければならないようだ。

　問題はそのパスワードが全く分からないということである。文も字じ枠わくは四つで、英数字の入力しか受けつけないため、一応は候補を絞しぼることはできた。

　ためしに一度、『mika』と打ち込んでみたがダメだった。

　おまけにその際、残り二回間ま違ちがえると、アプリが削さく除じよされると表示されたではないか。

　一度、郡冶に直接聞いてみたが無む駄だだった。

『私は忘れていない。私は忘れていない。私は忘れていない……』

　虚うつろな目で、それしか話さない。

　赤石は平気だが、なぜか郡冶は精神に異常をきたし、現在は入院中である。

　やはり人間の身で魔ま王おうと融ゆう合ごうするなど負担が大きかったのか？

　もしくは想定していたリスクよりも、はるかに大きな代だい償しようを払はらったのか。

（そもそも、あの戦い……）

　戦いが終わった後も、赤石がこうして兄の後追いじみたマネをしているのは、あの最終決戦にていくつかの違い和わ感かんを覚えたからだ。

　戸と惑まどう郡冶《マスター》に、突とつ如じよ現れた救世主。赤石はタクシーを走らせ、郡冶のラボ、言い方を変えればキングダム・ファンタジアの開発所にやってきていた。

　テナントビルの一角。鍵かぎを持っていたので、入るのは簡単だった。中にはズラリとパソコンが並んでいる。今いま頃ごろ、パソコンの元持ち主である他の開発者たちは転職先を必死に探していることだろう。

　赤石は兄のデスクに座ると、ＰＣを起動させてみる。

　このパスワードは家と同じく『mika』で解除されたが、中にあるデータは似たようなものばかり。ロックされたアプリを開くヒントは見つかりそうもない。

　コンビニで買ったチョコバーを齧りながら、さらに調べを進める。

　ＰＣの画像ファイルには、美み香かが行方不明になったニュースの記事が集められていた。

「七月一四日か……」

　記事には行方不明になった日付が記き載さいされている。赤石はこれを忘れようと努力していたし、郡冶は永遠に忘れまいと胸に刻んだ。どちらが正しいのかは誰だれにも分からない。

　するとその時だった。画面に表示されるアナウンス。メールが一通、届いたらしい。

「メール？」

　はて？　現在、ネットは繋つながっていないはずだが……。

　すると自動でメールのページが表示された。続けざまに、画面にノイズが走る。

「なんだ……？」

　赤石は身を乗り出し、砂すな嵐あらしになった画面を睨む。

　明らかに何かがおかしい。そしてその答えは、画面いっぱいに表示されたピエロの顔が物語っている。

「な──ッ！」

　本能が退たい避ひ行こう動どうを取らせた。床ゆかを蹴けって椅い子すごと後ろに移動する。

　すると鼻先に触ふれるナイフの先せん端たん。赤石は確かに見た。ＰＣの画面からピエロが身を乗り出し、ナイフを突つき出だす様さまを。

「ばッ、ばかな!!」

　食べかけのチョコバーが床に落ちた。赤石は椅子から転げ落ち、すぐに立ち上がる。

　するとデスクの上に立っているピエロと目が合った。

「ホハハハハ」

　ピエロの唇くちびるが歪ゆがむ。口が裂さけるほどの笑みを浮うかべると、ナイフを構えて、跳び上がった。

　赤石は、とにかく無我夢中で逃にげ出だす。周りにあった物を手当たり次第に投げつけ、廊ろう下かを走り、階段を転げ落ちた。

「ンホホホホ」

　しかしピエロは追ってくる。笑い声が背中に張りつき、恐きよう怖ふで表情が引きつる。

　だが怯おびえてばかりもいられまい。幸い異世界に行ったおかげか、異常現象にはある程度耐たい性せいがある。

　ましてや赤石にはあのピエロに見覚えがあった。近くにあったトイレに逃げ込むと、三つ並んでいた個室の中央に入って鍵をかけ、すぐに携帯を取り出した。

　タップするのは、あの鍵の掛かかったアプリだ。

　パスワードの入力画面が表示され、赤石は目を細める。

「ヒヒッ！　キヒハハハハ!!」

　ピエロの笑い声が聞こえてくる。

（あれは『ハーレクイン』、ランクは確か、シルバー……！）

　その時ピエロ──ハーレクインが持っていたナイフの刃はが伸のびて剣けんになった。ハーレクインはそのまま中央の個室に剣を思い切り突つき刺さす。

　剣は扉とびらを貫かん通つう。だが念には念を。ハーレクインは剣を何度も突き刺し、引ひき抜ぬき、突き刺し、引き抜く。

　こうしてズタズタになったドアを開き、中にある赤石の死体を確認しようとした。

「？？？？」

　だが、あるはずの死体がない。

　それもそのはず。赤石は鍵をかけた後、便器を台代わりにして個室から出たのだ。そして清せい掃そう用よう具ぐ入いれに隠かくれていた。

　個室はダミー、それを利用したのは時間を稼かせぐためである。ハーレクインが個室を攻こう撃げきしてる間、赤石はパスワードを打ち込んでいた。

　閃ひらめきが脳を駆かけた。追いかけてきたのはハーレクインに間違いない、Ｋ・Ｆに生きる従者である。つまり、あの戦いは終わってなどいなかった。

　そうすると郡冶の言葉が意味を持つように思えたのだ。

『私は忘れていない』

　それは今までのことではなく、郡冶の想いそのものではないか。

『0714』

　ロックが解除された。それは、七月一四日。

「………」

　一方で、ハーレクインはしょんぼりと肩かたを落としてトイレを出て行く──

　なんて、ウソ。そんな演技をしながら、ハーレクインは清掃用具入れめがけて、剣を突き出した。

「あぐォオオォ!!」

　剣は間違いなく届いた。ゆっくりと倒たおれるのは──ハーレクイン。

「危なかったな、赤石」

「あぁ、助かった！　本当にありがとう……！」

　赤石の顔は恐怖で引きつり、全身に浮かぶ汗あせが酷ひどい。

　それでも赤石が笑えたのは、ハーレクインの剣が己の身を貫つらぬく前に、義乱を呼び出すことができたからだろう。

　義乱の武器である柳りゆう葉よう刀とうが先にハーレクインを貫き、ＨＰを一いち撃げきでゼロにする。

　殺人ピエロは粉こな々ごなに砕くだけて、赤石の携帯の中に吸収されていった。

　携帯の画面には、間違いなくＫ・Ｆのメニュー画面が表示されているではないか。

　当然、携帯の背面にはダイヤのキングが埋うめ込こまれている。

「あかしぃぃいい!!」

　廊下に這はい出でて、コール・ベルン。すると想おもい焦こがれた女性がダイブしてくる。

　それは最高なことだったが、同時に最低な展開が待っていることを意味していた。

　ギフトボックスには、メッセージビデオが送られていた。




『赤石、このメッセージを見ているのがお前であってほしいと、私は願っている』

　赤石は一いつ旦たん家に戻もどり、メッセージを確認することに。

　映像には自室にて話す郡冶の──兄の姿があった。

『このアプリを開いたということは、お前の携帯にＫ・Ｆで使っていた機能が与えられているはずだ。そうした機能を可能にするのはただの文字列だが──意味はない。どうか理解してほしい。たとえ同じ文字列を打ち込んだとしても、理解していない者では、効果は発揮されない。異世界に至るのは現実ではありえないバグ、つまり魔ま法ほうなんだ』

　郡冶は動画の中で、異世界の可能性は無限であると説いた。

　現実の世界では説明がつかないことも、Ｋ・Ｆの中では常識かもしれない。それはもはや地球にとってはオーパーツ、人間が触れてはならない神の領域だ。

　郡冶はアプリを開いた者に、ダイヤの魔ま石せきが与えられるように細工をしていた。それは郡冶が作った特別なもの。ジョーカーが破は壊かいされても影えい響きようを受けず、携帯を動かし続けることができる。

『私は、おかしくなってしまうかもしれない。あるいはそうされるかもしれない。なぜこんなメッセージを残すのか、それは保険だ。単刀直入に言おう──』

　その時、赤石は気づいた。

　このシステムがトランプを模しているのなら、一つ大きな見落としがある。

「ジョーカーは二枚ある！」

　奇くしくもその時、郡冶の言葉が重なる。

『私には協力者がいる。ただのスタッフではない。世界の仕組みを理解した者だ』

　むしろ、その人間は郡冶よりも早く幻げん想そう世せ界かいを見つけていた。

　郡冶は、その人間に誘われてゲームを作っただけにすぎない。

『その人物とは──プレイヤーネーム・マチエール』

　赤石は目を見開き、顎あごに手を当てる。その名には聞き覚えがあった。

「マチエール……、クラブのランキング一位か！」

　その時、携帯が震ふるえる。映像が一旦中断され、ベルンと義乱の顔がアップで映った。

『大変だよう！　赤石ぃ!!』『かなりマズイことになってるぞ！』

　赤石はコールを発動。部屋の中に従者たちを召しよう喚かんする。

　ベルンはかつてないほどに青ざめており、すぐに事情を説明し始める。

「じッ、実はね！　さっきセントラルで──」




　突如魔王が現れた。その事件は衝しよう撃げき的てきなものだったが、勇者カルマが倒したとあって、再びセントラルは穏おだやかさを取り戻していた。

　そのカルマから大切な話があると告げられたのは、つい先ほどのことだった。

　広場に集まる民衆や従者たち。彼かれらが見上げる先にあったのは、王城のバルコニー。

　そこに勇者カルマが立っている。その隣となりにはピンク色の髪かみで、キリっとした目つきの少女が腕うでを組んでいた。

　国王ディセウスの娘むすめであり、賢けん者じやとして勇者を支えた『エミリア』だ。

「みんな！　おれに力を貸してくれ！」

　カルマは強く、それは強く叫さけんだ。

「おれたちの世界を侵しん略りやくしようとする異世界、『地球』を滅ほろぼすんだ！」

　この宣言が、つい先ほどなされたのだ。赤石は信じられず、震える手でメガネを整えた。

「一体どうして……！　義乱は何か知らないのか？」

「分からん。だが、ヤツは相当怒おこっているようだったぞ」

　赤石は必死に考える。Ｋ・Ｆでは捜しても見つからなかったカルマが、ココに来て積極的な行動を取ってきた。そして地球の存在を知っている。その理由は何なのか。

「マチエールが何かしたのか？」

「ハーレクインがヤツの従者だったと考えるなら、倒した時点で我われ々われの存在が向こうに気づかれたかもしれない」

「あッ！　はいはいはい！」

　そこでベルンが背せ伸のびをしながら右手を高く上げる。

「私ねぇ、思ったんだけどねぇ！　もしかしたらこうは考えられないかなぁ！」

　ベルンは前のめりになって自論を展開する。

　カルマを捜しても見つからなかったのは、文字通り『勇者がＫ・Ｆにいなかった』からではないだろうか。

　つまり勇者がその時、地球にいたとしたら──？

　そこで映像が再開する。郡冶は、赤石を指差した。

『これをお前に』

　画面に通知メッセージ、『アイテムが届きました』と出る。

　そしてギフトボックスに一つ、贈おくり物が追加された。

『それが、アカシックレコードだ。私は私の道をいく。だからお前は、お前の道をいけ』

「兄さん……」

『私は、同じ道を歩めると思ってる。全ては美香のためにな……』

　映像が終わり、赤石はアイテムを受け取る。それは赤いフレームのメガネだった。

「アカシックレコード？　赤石だから？　えへへぇ！」

「違ちがうよベルン。アカシックレコードっていうのは、この世の全てが記録されているっていう存在だ。都市伝説の一種だと思っていたけど……」

　それは、もちろんただのメガネではない。

　赤石はそれを具現化させて、かけてみると瞳ひとみに真理が広がった。

　理解する。このメガネを使えば、兄と同じ『視点』になれるということを。

　つまり世界の仕組みを理解できるということだ。無意味な数式も、全てが意味のあるものに見える。世界の波長、座標、操作と理解。まさにそれは世界の全て。

　あと一つ。メガネにはちゃんと度が入っていた。赤石の視力に合わせた度数だった。

「……俺おれは別に、父さんたちや兄さんと一いつ緒しよに美香を供養していければ、それで良かったんだけどな」

　大きなため息をついて、赤石はメガネを整えた。

「悪いな兄さん。俺は……、美香のためじゃなく、俺のために戦う」

　従者が後ろにいなければ、その台詞は出てこなかっただろう。

　赤石は目を光らせ、パソコンのキーボードを叩たたき始はじめた。





　　　　◆






「最悪だぜ。親父に思い切りブン殴なぐられた」

「僕ぼくも過去最高に怒られたよ」

　鉄板に載ったハンバーグに箸はしを入れると肉にく汁じゆうが出てきた。食べやすくカットした肉をソースと肉汁に絡からませて頰張ると、すぐにご飯を口に含ふくむ。

　ファミレスの一角で、亞あ紋もんと体たい人とは食事をしながら談笑していた。

　あまりにも余よ韻いんを残さない帰き還かんは、全ての出来事が夢だったのではないかと錯さつ覚かくさせる。しかし心に残る記き憶おく。何よりも時間がちゃんとＫ・Ｆにいた時間分、進んでいた。

　進んだ時間に差がなかったのは本当に幸いなことだが、無断欠席どころか行方不明。警察を呼ばれたり、ニュースになったり、散さん々ざんだったと亞紋たちはため息をつく。

「僕は結局、自分探しの旅に出てたって言ったけど」

「オレは素直に話したぜ？　異世界に行ってましたって。そしたらもう一発殴られた」

　笑い合う二人。色々大変だったが、こうして良い思い出にはなった。

「それにしても、まさか体人が隣の県に住んでたなんてね」

「意外と世界って狭せまいもんだぜ？　電車で一時間ありゃ、いつでも会えるんだからな」

　現代世界に戻ってきた亞紋たちはすぐに連れん絡らく先さきを交こう換かんした。赤石が郡冶のパソコンを調べていたら個人情報が記載されていたらしく、それを使ってということだ。

　今日は、戻ってきて三日目の土曜日だった。

「錬れんくんも学校に行きはじめたって言ってたよ」

　亞紋は目玉焼きの黄身を割って、肉と絡ませた後に口に入れた。

「ちったぁまともに育ってくれると良いんだがな。アイツ絶対忘れてるぜ、オレたちを普ふ通つうに殺そうとしたこと」

　体人は付け合わせのポテトを食べていた。今は義手は付けておらず、義足と補ほ助じよ杖つえを使っている。変に気を遣つかわせたくないのか、今日は体人が亞紋の町にやってきていた。

「モネたち、元気かな？」

　ふと、亞紋は寂さびしげな表情で携帯の画面を見つめた。

　Ｋ・Ｆは郡冶のほかにも開発スタッフはいるが、それらは全てサポートでしかない。

　通常のゲームにも特とく殊しゆなプログラムを使用していたのか、郡冶が入院している今、開かい発はつ継けい続ぞくが難しいという理由でゲームのサービスが終しゆう了りようしてしまったのだ。

　突とつ然ぜんすぎる終了に、現在ネットは大だい炎えん上じよう。亞紋たちとしてもモネたちとの繋がりが断たれてしまったわけで、ショックなんてものじゃない。

　今はもうゲームのアイコンをタップしても、画面は真っ暗なまま。

　まあ、もう魔王は倒したのだし、平和になったと思えばそれでいいのだが、かと言ってアイコンを削除できないのは、弱い男の未練ゆえ。

「いろんな後こう悔かいがあるんだ」

「亞紋……。いや分かるぜ。オレも──」

「もっとフィリアさんに、エッチなお勉強を教えてもらいたかった！」

　亞紋の目から、世界で一番綺き麗れいで汚きたない雫しずくが垂れる。

「ペティの太ももに挟はさまれたかったさ！　雫しず奈なに耳かきしてもらいたかったさ！」

「んー……。なん──ッ、なんだろうな。なんというか、気持ちはよくない！」

「それくらい好きだったんだ！　モネもいいぞ！　モネに甘あまったるい声で囁ささやかれながら頭を撫なでられ──いやむしろちょっと小こ馬ば鹿かにされるのもいいな！　おいなんだ体人、その目は！　気持ち悪いってか？　分かってる。笑え！　哀あわれな僕を笑うがいいさ！」

『お兄ちゃん』

「そう。こんな可愛らしい声だよ！　おしまいだ！　とうとう幻げん聴ちようまで聞こえてきた！」

『お兄ちゃんっ！』

「あぁ、モネたちに会いたいなぁ！　うぅぅうぅぅぅ、モネぇ！」

『お・に・い・ちゃ・んっ！』

　ん!?　亞紋と体人は顔を上げて目を見開く。

　素早くアイコンタクト、言葉はなくとも意思は通じていた。

『亞紋、オレは頭がおかしくなったのか？』『いや、僕も聞こえた！』

　亞紋はカバンに入っている携帯を取り出すと、それをテーブルにおいて画面を覗のぞき込こむ。するといつのまにかメールを受信しており、メッセージが表示されていた。

『赤石さんから一緒に冒ぼう険けんしようと誘さそわれました。あなたも自分だけの従者を見つけませんか？』

　これは紛まぎれもなく、アプリの招待メールではないか。

　そして切きり替かわる画面。するとどうだ。そこにいたのは──

『お兄ちゃんっ！　会いたかったよぉぉおお！』

「モッ、モネぇええええ!?」

　思わず叫び、携帯を摑つかんだまま立ち上がる。

　周囲の視線を受けて慌あわてて座りなおすと、画面を穴が開くほど凝ぎよう視しする。

『お久しぶりです旦だん那な様！　貴方のシズナでございます！』

『よ、亞紋。おひさおひさ！』

『四よつ葉ばくぅーん！　見えますかぁ？　お姉ちゃんですよー！』

「み、みんなぁ！」

　それは紛れもなくＫ・Ｆの拠きよ点てんのページ。リアルタイムで動く四人がしっかりと表示されている。それは亞紋だけではなく、体人も同じだった。

『体ぢゃーんっ！　あいだがっだよぉぉぉ！』

『うぢもっずぅうううううッッ!!』

「キャミー！　ラミー！」

　あまりの嬉うれしさにまだ実感が湧わいていないが、とにもかくにも画面の中にいるのはゲームのムービーでもなければ幻想でもない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、リアルタイムで反応してくれる本物のモネたちであった。

　そこで気づく、携帯の裏にキングのカードが埋め込まれているじゃないか。

「い、いつの間に……ッ」

　すると次は電話だ。名前の欄らんには赤石の文字が。

「あ、もしもし！　亞紋です！」

　グループ通話になっているのか、赤石はキングたち全員に連絡を入れたようだ。

　体人もハンバーグの鉄板を退けて携帯をテーブルの上に置くと、会話に加わる。

『お久しぶりです。まあ、三日ぶりですが……』

　錬の声も聞こえてきた。彼も従者と再会を果たせたようだ。

「久しぶり錬くん！　調子はどう？　僕は元気だよ」

『やだな亞紋さん。いきなり下ネタですか？　ご機き嫌げんな人だなぁ』

「いやなんでだよ、違うに決まってるだろ。え、ちょっと待って。錬くんの中で僕ってどういう存在なの？」

　それはさておき、別れも再会も突然すぎて何がなにやらだ。

　とりあえず今はモネたちと会話がしたい欲求を何とか抑おさえ、赤石から事情を聞く。

『兄さんが残してくれたデータをフルに活用して、なんとか形にできたんだ』

「本当ですか！　ありがとうございます！　いやもうッ、嬉しくて……！　今すぐ飛んで跳はねて踊おどりたい気分ですよ！」

『分かった亞紋さん。それが下ネタだ』

「ちげーッつってんだろうが！　なんでそうなるんだよ！　下ネタじゃねぇから！」

「落ち着けよ亞紋。イキるなイキるな」

『そう。落ち着いて聞いてくれ三人とも。楽しいお喋しやべりの時間とはいかないんだ』

　赤石は今、何が起こっているのかをキングたちに説明する。

　従者が襲おそってきたこと。郡冶からのメッセージ。そして亞紋たちの現実世界──地球に攻せめ込こもうとしている勇者カルマ。

「ゆ、勇者さまが!?　ど、どどどうして！」

『簡単に言えば、俺たちがまだラスボスを倒してないからさ』

　ベルンの見立て通り、全く同じことが二つの世界で起こっていたのだ。

　異世界に送られた亞紋たち。その裏では、勇者様と賢者さんが異世界に送られていた。

　そう、この地球に。

『全てはマチエール。本名、飯いい島じま乙お廼の華かが仕組んだことさ』

　反応が分かれた。体人や錬は、当然クラブの一位であるマチエールの方に反応し、亞紋は乙廼華の名にピンと来る。覚えがあった。あれは、そう、まさに──

『ベルンや義乱にも協力してもらって、いろいろ調べた』

　赤石の掠かすれた声からは疲ひ労ろうが感じられる。なにやら徹てつ夜やして調べたり、作ったりしたとか。しかしとにかくまず知るべきは、飯島乙廼華とは何者なのかである。

『彼かの女じよは国の人間だ。元は防衛省に身を置いていたようだが……』

　ある日、その座を退き、表おもて舞ぶ台たいから姿を消した。

　亞紋も納得した。政治的な内容を扱あつかうテレビ番組に度たび々たび出ていたのを覚えている。

　モネたちに向かって一緒に強くなろうと言った日も、どこぞの番組に出ていたか。

『へぇ、よく覚えてますね亞紋さん』

「そりゃ、あの日はクリスマスだったからね。ま！　皆みなが股こ間かんの棍こん棒ぼうを振ふり回まわしていようが、僕にはモネたちがいたから寂しくなかったけどね！　がははは！」

『………』

「錬くんッ！　どうしたの、バグったの!?　これ、これだよ！　これが下ネタ！　どうし──錬くん！　やめて！　無視だけはやめてッ！」

『あ、ごめんなさい。爪つめ、切ってました』

「錬くん！　よかった！　死んだと思ったから！　でもそれ今やることかな！」

『伸びてたんで……』

「うん！　じゃあ深ふか爪づめしないようにね!!」

『あの、いいかな俺喋っても！　一つ、とても気になることがあって。実は──』

　赤石が語ることは、あくまでも予想でしかなかった。

　しかし、もしもそれが本当ならばとても恐おそろしいことだ。それこそ世界のあり方を変えてしまうのではないかと思うほどに。だから誰もが息を呑のむ。

『とにかく今ハッキリしていることは、彼女がもう一つのジョーカーだということだ。兄さんが俺たちをＫ・Ｆに送ったと同時期に、飯島は勇者を地球に召喚した。そして、何かを煽あおったに違いない……！』

「ん──？　勇者？」

　亞紋の表情が変わる。そういえば──

　だがその時、グループ通話の中に、招かれざる女の声が割り入ってきた。

『クカカカ、イヤですわ。もうそこまでお調べになっていたなんて』

　間違いない。それぞれのキングの携帯に、飯島乙廼華の姿が映し出されていた。クセのついたセミロングの黒くろ髪かみ、隈くまが酷い三白眼がキングたちを見つめている。

　乙廼華は笑みを浮かべているが、それは穏やかなものではなく、べっとりと張り付く嫌いやな『黒』を感じた。

『なぜ──ッ、携帯に……！』

　戸惑う赤石。それが面白いのか、乙廼華はカメラを引いた。

　すると彼女の隣にクラゲのような従者が見える。

『あ、バリオールだ』

　すぐさま錬が反応、ヘビーユーザーの知識がすぐに答えを導き出す。

　バリオールは機械でできたクラゲだ。だが一つだけ人間の脳が中央にある。かつて凄すさまじい知識を持った科学者が、自分の脳を機械に移植させて～……。そんな設定のモンスターである。

　ありとあらゆる機械を支配するとフレーバーテキストには書いてあるが、当然そんなものはゲームでは関係ない。そう、ゲームでは。これはゲームじゃないのだ。そういう設定があるなら、それをフルに使っていける。

『なぜ兄さんを切った？』

　赤石は、チートを使用していた郡冶にカルマの攻撃が通ったのがずっと気になっていたが、今なら分かる。乙廼華が裏で、そのチートコードを解除していたのだ。

　赤石の問いかけに、乙廼華は笑みを保ったまま口を開く。

『欲が出てしまいましたの。カカカ……！』

　目的が違ったのだ。郡冶のそれは『共有』だったが、乙廼華は『独どく占せん』したくなった。

『素晴らしい力の宝庫ですのよ。幻想世界は』

　そこでカメラが動く。乙廼華の周りに何人もの男性が倒れているのが見えた。

　気絶しているようだ。このように厳重な警備も、非力な女一人で突とつ破ぱできる。全ては従者の可能性。バリオールの他にもう一体、小こ槌づちを持った着物の少女がいた。

　マツリカ、ランクはカラーレス。

『ゲームではステータスの低い従者たちも、地球においてはその能力が脅きよう威いとなる』

　新しい進化の形がそこにはある。乙廼華もまた、異世界の魅み力りよくに堕おちていった。

『古い世界は破壊するべきですわ。私は、カカカ、腐ふ敗はい臭しゆうには耐たえられませんので』

　乙廼華はカメラを移動させ、周囲の光景をキングたちに見せつける。

　乙廼華は地球にいた。赤石が真っ先に気づいたが、自衛隊だ。

　そこには数々の武器が見える。乙廼華の前にあったのは新型の地対空ミサイル。ここからが問題だった。マツリカが虚ろな目のままミサイルに向かって小槌を振るう。

　どうやら洗脳プログラムによって従者は完全に言いなりらしい。予想はしていたが、発射台を含めてミサイルがひと回り、ふた回りと、どんどん大きくなっていくではないか。そしてバリオールが触しよく手しゆを発射台に突き刺すと、起動する。

「おい、おいおいおい……！」

　亞紋はまさかと思ったが、そのまさかだ。

　砲ほう台だいが轟ごう音おんを上げると、小型旅客機ほどはあるだろうミサイルが発射されて天てん井じようを突き破り、空の彼方かなたに消えていく。

　キングたちは言葉を失い、その様子を呆然と見ていた。

　一方で乙廼華はカメラを自分に戻した。しかし後ろからは、まだ発射音が聞こえているので、二発目以降も発射されているのだろう。

『クカカカ！　まずは日本！』

　そう言って、乙廼華はジョーカーのタブレット端たん末まつを見る。

　そこには各キングの詳しよう細さいが記載されていた。

『あら。亞紋さん、良い町に住んでらっしゃる。カカカ、うらやましい。日本海のお魚は美味しいですものね。カカカ……』

「……ッ？」

『けれども向こうにはもっと美味しいお魚がありましてよ。それにあんなもの、もしもミサイルでも当たったら……、あぁ怖こわい。カカカ』

　そこで気づいた。亞紋が住んでいる町には原子力発電所がある。そこを狙ねらう気なのだ。

『コール、ビッグマシン』

　さらに乙廼華は新しい従者を召喚する。空間を切り裂いて現れたのは、装そう甲こう列れつ車しやだ。

　ランクはゴールド。先端にはサメのような顔がペイントされ、何もない空間に自動で魔法のレールが敷かれて発進する。

　線路を自分で作れるということは、つまりどこにでも走っていけるのだ。

『あんなものが、病院や幼よう稚ち園えんを通過したら、まあ大変！　カカカ』

　乙廼華はニッコリと笑い、手を振った。

『それでは皆さん、よき終末を。カカカ……！』

　そこで映像は切れた。

　とんでもないことになってしまった。拠点にいたモネは、頭を抱かかえて震え始める。

　しかし画面の向こうが見えた。そこにいた亞紋の目は、全く死んでいなかった。

　いや、そればかりかキング全員、誰も怯えていないじゃないか。

「ポイントは四つ。カルマ、ビッグマシン、ミサイル、そして乙廼華」

　はじめに口を開いたのは亞紋だった。

　危機的な状じよう況きようなのに、何故か運命を感じてニヤリと笑ってしまう。

「こんな偶ぐう然ぜんがあるか？　キングの数と一緒だ！」

　体人は、赤石は、錬は、ニヤリと笑みを返した。

　モネはつくづく思う。それはきっと雫奈たちも同じだろう。

（情けない顔も好きだけど……）

　やっぱり自信に満ちた顔が一番かっこいい。

（この人を好きになってよかった）

　絶対になんとかしてくれるって思えてしまう。それはそうか、四人も王様がいるんだから。

　亞紋は、さらに言葉を続けていく。

「確かに危機的な状況だ。しかしそれは結局、Ｋ・Ｆが絡んだことでしかない」

　どれだけプレイしてきたと思っているのか。ガチ勢をナメてもらっちゃ困るのだ。

「止めよう！　僕たちで！」

　亞紋の言葉に体人たちは頷うなずき、決意を固める。

『よし！　決まりだ！　じゃあまず結束を高めるためにあだ名で呼び合わないかい？　小学生の頃ころとか中学とかさ、あるだろう？　俺は赤石だから、しーちゃんだった！』

『バイ菌きんゴミ男です。コミュ障で煙けむたがられてましたから。あぁぁクソクソクソ！』

「オレ山盛りウンコマン。学校でウンコしてるのバレたから。山盛りウンコマン二号が出てくるまでは孤こ独どくだったぜ」

「あ……、僕っ、ないです。友達全然ッ、いなかったんで……。てゅふふ……」

　赤石は天を仰あおいだ。亞紋だけじゃないはずだ。とても申し訳ない気持ちになったのは。

『うん、よし！　この作戦はナシにしよう。永遠に忘れてくれ。いや俺もね、やっぱり止めようかなって思ってたの。いや、本当に、うん。凄すごい偶然』

　そう言って微笑ほほえんだ赤石の笑顔は、とても優しいはずだ。それがとても苦しかった。

『アンタら、大事なところが決まりませんな』

　ペティの声が聞こえてきた。まあ、だが、この方が『らしい』ような気もする。

「しゃァッ、おらぁ！　上等だぜ。まず誰が勇者を止めに行く？　オレが行くか？」

『いや、脳筋が勇者様の説得とか不可能でしょう。死ね体人』

「おい、なんでだよ。言いすぎだろお前。え？　一回まずオレらで喧けん嘩かするか？」

「ちょ、ちょっと二人とも、やめなよ！　そんなことしてる場合じゃないよ！」

　即行で仲間割れだが、ここで一つ問題があった。

　赤石は兄からの贈り物でなんとか世界構造を理解する立場にはなった。しかし一朝一夕で物にできるわけがない。つまりまだ不完全な状態だということだ。

　それぞれのキングに贈った魔石も、実はまだ完全じゃないと赤石は言う。

『地球で従者を召喚できるようにはしたけど、でも兄さんが作った異世界へのチケットにはできなかったんだ』

　おまけに魔石は一つひとつ構造が違ってくる。

　そんなものをたった一日で完全に再現するなど不可能だったのだ。

『つまり俺たちがＫ・Ｆの方に行くのは不可能なんだ。ただ──』

　一つだけ魔石の構造を理解できた。それは、スペードである。

「お？　つーことは……」

『なんですか、その馬鹿にしたような声色は』

　錬のみが向こう側にいける。勇者の説得役は錬しかない。

「いや無理だろ。勇者ドン引きだよきっと」

「錬くん、手とか足とかフッ飛ばしたらダメなんだよ……」

『体人さん、亞紋さん、先に刻みますよ』

　そこで携帯の画面がテレビモードに切り替わり、錬が映った。

　冷めた目をしながら、携帯裏のスペードのキングを見せつける。

『あと、もう一ついいかな？　実はちょっと考えてることがあって──』

　赤石はある作戦──というより提案をもちかける。赤石には赤石なりの考えがある。

　譲ゆずれないプライドというのか。郡冶との違いをどうしても出したかったようだ。

　それを聞いてキングたちは了りよう承しようする。だがそれを成功させるには、いずれにせよ勇者やミサイルを何とかしなければならない。

『楽勝ですよ。ボクが戻る前に、地球が滅びてなければいいけど』

　錬の姿が消えた。それを見て、体人が気だるそうに立ち上がる。

「じゃ、ま、あの特急モンスターはオレが止めてやるぜ」

　体人は杖をついてファミレスを出て行った。亞紋は急いで後を追う。

「体人くん！　どさくさに紛れてハンバーグのお金払ってないよね！」

「……チッ、気づいてたか」

　そこで亞紋は、体人の杖が地面に落ちているのに気づく。

　体人は既すでにフレンドスキルでユニオンを使用しており、腕はキャミーの義手、足はラミーの義足になっていた。そこでまた、赤石から連絡が入る。

『俺の従者がビッグマシンを捕ほ捉そくした。猛もうスピードでそちらに向かってる。俺は今、自宅にいるんだが、ここからじゃ止められない。体人、追えるか？』

「余よ裕ゆう」

　決してビッグマウスではない。体人は携帯を確認していた。そこには既に従者がセットされており、前回は合流できなかった三体目の仲間もしっかりと表示されている。

「うし！　コール、アクセル！」

　光が逬ほとばしり、三頭身の赤いマキナロイド（ロボット）が姿を見せる。つぶらな瞳で、額にはアルファベットのＡを二つくっつけた菱ひし形がたのエンブレムが輝かがやいていた。耳の辺りにはバイクのハンドルがついており、踵かかとには小さなタイヤが埋め込まれていた。

「呼ぶのが遅おせぇな。ハートのキング！」

　従者アクセル。ランクはゴールド。常にセットしていたワケではなく、イベントの際は外すこともあったため、光の柱は確認できなかった。

　だが、この三日の間にキャミーたちがコンタクトを取っていたようだ。

「協力してくれるか？　アクセル」

「グダグダうぜぇな。退たい屈くつは嫌きらいなんだ。さっさと行くぞ」

　するとアクセルが変形を始め、両踵にあった小さなタイヤが分ぶん離りして巨きよ大だい化か。両りよう腕うでで一つ目のタイヤを挟んで前輪に。両足で二つ目のタイヤを挟んで後輪にする。

　あっという間にアクセルがミニバイクに変わった。目がライトになっていて、光る。

「乗れ」

「おお。ってなわけで、先行くぜ亞紋」

　体人はアクセルの背中シートに座し、アクセルグリップを捻ひねる。

　するとタイヤが激しく回転し、体人たちは猛スピードで道路を駆けていった。これは体人が運転しているように見えるが、実際は全てアクセルの意思で走っているだけだ。

　体人は移動の間に携帯を睨み、赤石から送られた位置情報を確認する。

「まだ結構離はなれてるな」

「どれくらいだ」

「あー、六五キロくらい」

「一〇秒でいい」

　え？　体人がそう思った時には、既に周りの景色が『線』に変わっていた。

　魔法のシートは、搭とう乗じよう者しやに風圧の影響を齎もたらさない。そればかりか飛んでくる虫や、石ころも体に触れるまえに吹ふき飛とばされていく。ドライビングテクニックも凄まじく、他の車の間を縫ぬうように駆け抜け、時には歩道やガードレールの上も走るが、スピードは緩ゆるめないし、何にもぶつからない。

「暇ひまだぜ。しりとりでもするかキング。行くぞ。ライオン。ああぁくそ！　負けた！」

「え？　お前マジで何言ってんの？　怖いよ。怖いな」

　そこで体人が右斜め上を見ると、ビッグマシンが空を走っているのが見える。

「もう追いついたのかぁ。すごいなぁ」

　間ま抜ぬけな声が出てきた。しかし穏やかな状況ではない。体人に気づいたのか、ビッグマシンは突如ルートを変へん更こう。体人から離れるように空を駆けていく。

「まっじぃなッ、アクセル！　追えるか!?」

「は？　おいキング、勘かん弁べんしてくれ。俺を誰だと思ってんだ？　正義のスーパーロボット、音速の貴公子だぞ。あんなウスノロ、止まって見えるぜ」

　加速するアクセル。体人をつれてビッグマシンにぴったりと張り付いていく。

　ついにビッグマシンが地面に着地した。周囲は田んぼで人はいない。しかし伸びるレール、その先には大きな建物が見えた。

「病院だ！　クソ！　止めんぞ！　アクセル！」

「ッ？　どうやって」

「決まってんだろ！」

　ビッグマシンは一両編成で、サイズは大型バスほどだ。

　体人はアクセルを加速させて、ビッグマシンの前に出る。

　そしてドリフトで急きゆう旋せん回かいするとレールの上に下りた。ラミーの義足で踏ふみ込こみ、そして大きく息を吸ってキャミーの義手で握にぎりこぶしを作る。

「おい、まさか……」

「ああ、正面ど真ん中からだよ!!」

　渾こん身しんのストレートがビッグマシンの車体先端に叩き込まれる。

　その衝撃で一いつ瞬しゆん止まったかと思ったが──

「あ、やべぇ!!」

　ビッグマシンは減速したものの構わず前進。体人は足で土を抉えぐりながら後退していく。

「さ、さすがにキツイな!!」

「当たり前だろうが！　く、クソ！　無茶がすぎるぜキング！」

　アクセルもすぐにバイク形態からロボット形態に戻り、補助に入った。

「ギギギギギ！」

　体人とアクセルは両手でビッグマシンを押おさえつけるが、止まらない。

　マズイかもしれない。体人は汗を浮かべて、思い切り歯を食いしばった。





　　　　◆






　良い夢を見たあとに目が覚めると、酷くガッカリしてしまう。

　まさに今がそうだ。つまらない世界だった。嫌けん悪お感かんが止まらない。

　プライベートジェットの中で乙廼華はワイングラスを見つめていた。窓の外には、まもなく崩ほう壊かいしていく小さな島国が見える。

「はじめまして」

　いつの間にか、亞紋が通路に立っていた。

「あら。カカカ……！　どこから？」

「空までは従者を使って。壁かべは──ほら、僕たくさん武器持ってるんで。壁を越こえられるスキルの物があるんです。スパイラルゲイザーっていうんですけど……」

　亞紋は乙廼華の向かい側に座る。乙廼華も別に止めはしなかった。

「郡冶さんは貴女に裏切られることを想定し、そちらのジョーカーのパッドにスパイアプリを入れていたみたいです。それで位置が分かりました」

「あら、そうなんですか。全く気づきませんでした。機械には疎うとくて……」

「ミサイルを止めてください。発射のシーンを見せたり、狙う場所を仄ほのめかしたりしたのは、貴女もまだ迷っているからではないんですか!?」

「カッ、カカカ！　まさか。キングたちを分断するためですよ」

　乙廼華は笑みを浮かべてワインを飲んでいた。

「飯島さん。貴女はなぜ、この世界を壊こわそうと？」

「……かつて私は、この国を守るために必死でした」

　日本は怖い。悪い人たちがたくさんいるし、それは世界を見ても同じだ。

「地球は一つ。全て繋がっているんですよ？　世界の端はしで起こっている紛ふん争そうも。向こうの国で暗あん躍やくしているテロ組織も、いずれは我らの生活を脅おびやかすかもしれない。そう思ったら夜も眠ねむれないでしょう？」

[image: ]

　不ふ眠みんが続き、隈が酷くなった。

「身を守ろうとするのは当然じゃありませんか、カカカ。だから必死に勉強しました。そうしたら──ね？　ある日、見えたんですよ」

　黒くろ魔ま術じゆつの勉強をしている途と中ちゆうだった。世界の真理が視えたのは。

「穴をね、開けられるようになりましたのよ。凄いでしょう？」

「……赤石さんが言ってました。あなたの就任期間中におかしな事件があったと」

　海外での出来事ではあるが、日本のニュースでも少し取り上げられていたようだ。

　ある日、海外で活動するテロ組織がミサイルを撃うったのだが、着ちやく弾だんせずに空中で忽こつ然ぜんと姿を消したらしい。

　墜つい落らくでもなければ、着弾前の暴発でもない。まさに突然消え去ったのだと。

「同じような都市伝説が過去、飛行機や船で起きてますよね。ワームホール、空間に開いたトンネルだとか噂うわさされています」

　乙廼華は、真っ赤なルージュが特とく徴ちよう的てきな唇を吊つり上あげた。裂けるほどに。

「ええ、カカカ！　私が実験したんですのよ。未来の防衛のために、穴を開けてミサイルをそこへ通したんです」

「だったら、やっぱり！」

「カカカ！　そうね。そちら側の予想通りだと思いますよ。でも誤解のないように言うと、その時の私はね、穴の中に別の世界が広がってるなんて思わなかったの」

　ブラックホールみたいなものだと思っていた。

　何もない空間があれば、そこへ有害なゴミをたくさん捨てられるし、防衛にも役立つ。だから試した。海外の出来事はいずれ日本でも起こりうるから。

　そうだ、知らなかったのだ、それは本当だと乙廼華は念を押す。

「でもまさか穴の先が、小さな村だったなんて！」

「飯島さん。貴女が……、ドゥームズデイを起こしたんですね！」

「結果的にそうなってしまったようね。結果的にね。カカカカカ！」

　Ｋ・Ｆのストーリーでも重要なポイントになる事件。勇者の村を消し飛ばした謎なぞの爆ばく発はつは、乙廼華が地球のミサイルをＫ・Ｆに送り込んだために起こった。

　そう。カルマの村は地球の兵器で壊かい滅めつしたのだ。

「そのことを勇者に!?」

「ええ、話しましたよ。もちろん私のせいとは言いませんでしたが……、カカ！」

　だからこそ勇者は地球への憎ぞう悪おを燃やし、壊滅させようと提案したのだ。

「でもどうして！　日本を守ろうとした貴女が、今は日本を滅ぼそうとしてる！」

「矛む盾じゆんしてるわね。カカカ、でも亞紋さん。人の心は移ろうものでして」

　はじめは本当に防衛のためだった。保身のためだった。

　しかしある日、穴の中にある世界を見てしまった。知ってしまった。

「地球はね、もうね、古いのよ」

　ご覧の通りだ。地球にとってはブロンズやカラーレスの従者でさえ、十分脅威となりうる。いやそれだけじゃない。モネだって素晴らしい力を秘めていた。

　本人はまだよく分かっていないようだが、きっとそんな従者がまだまだいるはずだ。

「でも地球は違う。文明は遅おくれているし、個性もない。にもかかわらず憎にくみ合う心だけは一丁前。どうせ今日も似たような理由で殺し合いでしょう？」

　だから同じようなことを研究していた郡冶に目をつけ、国としての研究を打ち切られたあとも、個人的には協力を続けた。

「ここだけの話、研究が打ち切られた一番の理由は、偉えらい人が気づきかけたからなんです。異世界の存在に。でも怖くなった。侵略されるかもしれないことが、魅力に溺おぼれてしまうかもしれないことが。カカカ、すっごく馬鹿でしょう？」

　しかし乙廼華は苦く悶もんの表情を浮かべる。

「でももしかしたら、まだ私たちの知らないところで秘密裏に研究が進んでいるのかもしれない。そう思うとね、怖くてまた眠れないの」

　独占するには、情報を知っている人間を消せばいい。

「世界ごと消すのが一番安心できるでしょう？　魅力的な世界は私だけのもの」

　開発しはい力りよくは郡冶の方が高く、乙廼華はまだゴールドランクの従者だとビッグマシンのような意思を持たないタイプのマキナロイドしか支配できない。

「しかしいずれは全ての従者を意のままにしてみせるわ。私はね、私の望む国を作るのよ。全てを支配して思い通りの生活を送るの。カカカ！」

　一切の抵てい抗こうは許さない。全てが思い通りになる世界にしてみせる。

「それが、私の理想王国キングダム・フアンタジアなんですのよ。カカカカカ！」

　乙廼華はジョーカーを取り出し、亞紋に画面を見せる。

　そして指を鳴らすと、画面の向こうで無数のミサイルが追加で発射されていくのが確認できた。通常のサイズではあるが、とにかく数がある。

「巨大化したミサイルを止めたとしても、無数に発射されたものが各地に向かっています。それを全て止めるなんて不可能！　カカカ！」

「なんてことを──ッ！」

　乙廼華は淀よどんだ笑みを、さらに濃こくする。

「貴方たちはもう十分ゲームを楽しんだでしょ？　女を侍はべらせ、力を振るい、成長ごっこ。そして帰還。はい、じゃあ遊びは終わり。次は、私が楽しむ番よね？　あなたたちに私は止められないわ。ガキが、大人の邪じや魔まをしちゃいけないのよ」

　以前の亞紋ならば何も言えなかっただろう。だが今は、確かに口を開いた。

「違う。あれは遊びじゃなかった」

「？」

「いや、たとえ遊びだったとしても、僕たちは本気で遊んでたんだ」

「フフフ！　クカカカカ！　そう、そうなの。そうだといいけど」

　乙廼華がジョーカーを操作するとＫ・Ｆの世界、広場が映し出される。




　広場には──錬が立っていた。焦あせりはない。明確なプランがあったからだ。

　一〇〇パーセント勇者が攻撃を止めてくれる自信が錬にはあった。それは、『素直に謝る』ことだ。

「クッチャックッチャッ、なんか、あの、ごめんなさい……、クッチャ」

　それで勇者は思いとどまってくれるはずだった。

　そういうヤツだ。そういう性格だ。だから何の心配もしていなかったが……。

「無理だ」

　勇者は即そく答とうだった。終わったと思った。錬は広場で立ち尽つくしていた。

「な、なんで……、クッチャクッチャ、どうして、ペッチャ！」

「地球はおれたちの世界を操作する力を持ってる！　向こうの人間が戦いを望めば、世界はやつらが望むように姿を変えてしまう！」

　カルマは叫ぶ。もともと勇者ということで、厚い信しん頼らいや友好はあった。既に多くの従者がカルマに賛同し、地球を落とすために集まっている。

　錬は周りからの敵意溢あふれる『視線』を受けて、吐はきそうになってしまう。

「ちょ、ちょっと待ってよ。でも勇者様はボクたちを助けてくれたじゃないですか……」

　確かにカルマは郡冶戦で颯さつ爽そうと現れ、光の剣で足止めしてくれたではないか。

「あれは助けたんじゃない。一番初めに目についた大きなターゲットを攻撃しただけだ。あの後は、お前たちを攻撃するつもりだった」

「えー……。モッチャモッチャ」

「お前たち地球人はドゥームズデイを引き起こした！　そしておれの村をッ！　いやそれだけじゃないッ、それが結果的に長く続く戦いの火種になった。そうだ！　全てはお前たちの責任だ！　お前たちの身勝手な行動のおかげで、おれたちがどれだけの迷めい惑わくを──」

　え、めっちゃ喋るじゃん。錬はカルマの迫はく力りよくに圧され、両手を上げながら後ろへ下がっていく。

（なんだよ、なんで分かってくれないんだよ。あぁあ、クソクソクソ！）

　錬の中にドス黒い炎ほのおが宿っていく。するとカルマが錬を指差した。

「だいたい、お前の従者とやらを見せてみろ!!」

　錬は見せろと言われたので素直に見せた。前回とは違い、全員揃そろっていたので包み隠さず、お見せした。なのに勇者様はもっと怒り出してしまったではないか。

「スマイルマーダー・ジルルート！　指名手配中の犯罪者だ！」

「だって、ステータスいいから……。クッチャクッチャクッチ」

「そのデカイのは究極邪じや神しんディアボロス！　破壊の限りを尽くすマキナロイドだ！」

「だって、必殺技が強いから……。周回するのに便利で」

「邪じや星せいのヘルカイザー！　魔王四天王だろうがソイツは！　おれは殺されかけたぞ！」

「だって、スキル強いし……。モッチャモッチャ！」

「そして最後は沼ぬま地ちの魔ま女じよのサリアンだ！」

「いや、だからね。とにかく勇者様は乙廼華に騙だまされてるんですよ」

「黙だまれ！　お前の方が怪あやしいわ!!」

　錬のパーティは全員が設定的に『ダークサイド』である。

　勇者がブチ切れるのも、まあ仕方ないのかも。

　そんな従者の上に立つ錬は、どう考えても信頼できる人物には見えないだろう。

（無理だ。もう無理だよ。なんだよ、アホのくせに。あーあー、もうダメだ。はい地球終わり。ボクのせいじゃないし、何にも知らない勇者が悪いし）

　錬はへたり込んで、人差し指で地面に『勇者しね』と書き連ねる。

「クッチャクッチャクッチャ！」

「あとそれだそれ！　さっきから気になってたが何クチャクチャ鳴らしてんだ！」

「はぁー、見りゃ分かんだろ。アメリカンドッグ食べてんだよ。美味しそうだからさっき、そこの屋台で買ったんだよ……」

「謝罪に来たんだよな、お前!?」




　乙廼華もそれを見て声を出して笑っていた。

「クカカカカ！　なんてアホなガキ！　物を食いながら謝罪なんて。食い方も汚いし！」

　亞紋も頭を抱えている。やはり人選ミスだったのか──？

「屑くずからは屑しか生まれない。地球の掟おきてよね。カカカ！」

「確かに彼はエキセントリックな面があります。ただ──」

　従者を操る機能はジョーカーだけのもの。

　つまりモネやキャミーたちは、自分の意思でキングたちに従っていたのだ。

　だからその時、一人の少女が広場で叫んだ。

「違う！」

　皆が注目する。サリアンが、錬を庇かばうように立っていた。

「私は沼地の魔女として恐れられ、多くの人間に迫はく害がいされてきました！　私はッ、な、何もしていないのに！」

　たしかにサリアンの母は、悪さを働いてしまったようだ。

　しかしサリアンは本当に何もしていなかったし、知らなかった。

　なのに母が死んだ後、サリアンはその娘という理由で差別を受けてきた。

「家に火を放たれ、大切に育てた動物を殺され！　は、畑も荒あらされてッ、うヒヒッ！　ももももう本当に死んでしまおうかなって思ってました！　勇者ッ、貴方だって世界を救うのに精せい一いつ杯ぱいで！　私のことなんて噂でしか知らないでしょう！　そ、それなのに、知ったような口を利かないで！　おえぇぅッ、うげぇ！　オロロロロロロ！」

「お、おい！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「し、失礼。ちょっと昔を思い出したのと、皆に見られた緊きん張ちようで吐いただけです！」

　見れば錬も吐いていた。もらいゲロ、まさに地じ獄ごくのような光景ではあるが──サリアンの必死な叫びは、多少なりともカルマの心に刺さったようだ。

「で、でも主様が私の前に来てくれて、いっぱい、いっぱいいっぱい励はげましてくれて、その、あの、えっと……！」

　伝えたいことがいっぱいあるのに、それを言葉にできない。だがそれでも、サリアンは拳こぶしをグッと握り締しめ、身を乗り出す。ここで引くわけにはいかなかったからだ。

「私は、主様によって救われました。救っていただきました！　主様は私の寂しさを理解し、仲間に加えてくださいました！　ですよね主様っ！」

　それを受けて、錬は一言。

「え？　は？　ゴメン聞いてなかった。ボクがキミを仲間に入れた理由はステータスが良かったからだよ。クッチャクッチャ！　ネッチャペッチャ！」

　ジルルートは大笑いである。ここまで空気の読めないアホも珍めずらしいと。

　サリアンも一瞬ドン引きしたように怯ひるんだが、それでもまた叫ぶ。

「それでも貴方は一人ぼっちだった私のところに来てくれた。私を連れ出してくれた！　私を励ましてくれたじゃないですか！　勇者様にはできないことをしてくれた！」

「……キミの力に惹ひかれただけだ」

「で、ではッ、今は？　今はどうですか？　私が弱くなったら、貴方は私を追い出しますか？　見捨てますか？　使えないと罵ののしりますか!?」

「……そんなことしないよ。だってキミはボクに似てるし。嫌いじゃないよ」

「じゃ、じゃじゃじゃあやっぱり貴方は大丈夫。それが──ッ、優しさです」

　早口で行われる応おう酬しゆうの中、錬は戸惑いがちに視線を泳がせる。

「どうして……!?　ボクは、優しさを知らないから、優しくできないのに」

「そんなことないです！　だって主様は、叔お父じ様や叔お母ば様は優しいと自分で言っていたじゃないですか！」

「そ、それは、そうか！　あ、あれ？　確かにそれはそうだ。でも──」

「あ、貴方様は、恐怖に縛しばられてるだけ。亞紋さんと戦って、分かったでしょう？　本当は優しい人なんです、だって貴方は弱さを知っているから！」

　恐怖を知り、憎悪を知り、絶望を知った。それは決して悪いことではないとサリアンは叫ぶ。人間の負の面を知っているからこそ、同じ轍てつを踏まないですむ。恐怖を知っているからこそ、同じ思いを他人に味わわせないですむのだ。

　しかしそれはなかなか難しい。人は不満を抱えれば周りを妬ねたみ、恨うらんでしまう。自分の苦しみを人にも味わわせてやりたいと思ってしまう。

　だからこそ、傷が塞ふさがったあと、どう動くのかが問題なんじゃないのか？

「間違えないで主様。貴方が目指したのは！　きゅ、救世主ですよね!?」

「そ、そう。ボクは救世主、世界を救うヒーローなんだ」

「そ、そそそそれをッ、どんな場所にいても、どんな時代にいても言い続けて！　それが私が愛した貴方！」

「……め、珍しいね。キミがそこまで熱くなるなんて」

「いえ別に！　ただッ、モネさんたちが、ちょっと！　羨うらやましくなっただけです！」

　真っ直ぐに気持ちをぶつけることは、とても難しい。

　だがそれができたなら、少しは何かが良くなるかもしれなかった。

　錬は立ち上がると、アメリカンドッグを従者の一人であるヘルカイザーに投げてカルマの前に立つ。サリアンが作った雰ふん囲い気きに呑まれているのか、誰もが無言だった。

　その中で錬は頭を深く下げる。紛れもない、謝罪の意を込めて。

「お願いです。地球に攻め込むのはやめてください」

「だ、だが……、しかし」

「たしかに、ボクはろくな人間ではありません。ですが、地球にはコッチの世界に住む良い人たちと同じくらい良い人間がいます。地球を滅ぼすということは、そういう人たちを全て殺すということです」

　錬は知っている。どんな人間も心があれば怒るだろう。

　悲しむのはきっと仕方ない。憎むのも──残念ながら人間であれば。

　だが知っている。人間には理性がある。優しい人間ならば、なおさら心は痛む。

「勇者カルマ様。ボクは貴方をずっと見てきました。貴方は、とてもよくできた人です。子供や女の命は奪うばえない」

　カルマはうな垂れ、剣けん先さきが地面についた。その時、錬の携帯が鳴った。通話をタップして情報を受け取ると、錬はすぐに電話を切る。

「クラブのキングからでした。勇者様は覚えてますか？」

「いや……、よく知らないな」

「そうですか。でも彼は──亞紋さんは、貴方のことを思い出したみたいだ」

　亞紋はまさかカルマが地球にいるとは思わなかった。だから気づくのが遅れたが──

「勇者様は亞紋さんを助けましたね。車に轢ひかれそうになってたところを」

　しばし沈ちん黙もく。するとカルマはハッとして目を見開く。亞紋がトラックに轢かれそうになった時、金きん髪ぱつの少年に助けられたが、あれがカルマだったのだ。

　乙廼華が亞紋の町を下見に訪れている際、カルマは召喚された。

「そ、そうか。彼がクラブのキングだったのか……！」

「どうして助けたんですか？　その時の貴方はまだドゥームズデイのことを知らなかったとか？　ならどうして郡冶と戦っている亞紋さんに気づかなかったのか？」

　カルマは黙っていた。いろいろ心を整理しているのだろう。

　やがて、ゆっくりと息を吐く。疲つかれたように。呆あきれたように。

「目の前で人が傷つくのは嫌だった。顔なんていちいち覚えてないさ。どんな人間であれ、おれは助ける。だからいちいち覚えてない」

「……貴方の言葉で印象に残っているものがあります。全ての人を救う」

「全ての人を救う。俺は──勇者じゃなくてもその道を選んだ」

「そう、それです。それは今も同じですか？　勇者カルマ」

　カルマは一瞬、卑ひ怯きようだと叫びそうになったが、本心だ。何も言い返せない。

「勇者様、聞いてください。貴方を騙した乙廼華は、地球を滅ぼすために暴れまわってます。それを止めるために、ボクの仲間が……、キングたちが戦ってます。みんな大切なものがあるんでしょう。だから戦ってる」

「……同じってわけか。おれも、お前たちも」

「はい。ボクも叔父さんと叔母さんを守るために戦います。貴方がもしも、何の罪もない優しい人たちを殺すっていうなら──」

　錬は、しっかりと勇者の目を見て答えた。

「ボクは大切なものを守るため。貴方と戦います」

　カルマは沈黙し、立ち止まった。するとその背後から、賢者エミリアが顔を出す。

「もうやめれば？　カルマ」

「エミリア……」

「貴方、そういうの似合わないから」

「なんだよ、急に……！　っていうか、今までどこに行ってたんだ」

　事情は知らないが、勇者の側近ともいえるエミリアが、今まで姿を消していたらしい。

　それは何故か？　エミリアは腕を組むと、眉み間けんにしわを寄せる。

「やっぱりね。乙廼華って人、目が怖いから。確証がほしくて」

「え？」

「ごめんなさいカルマ。今まで黙ってたけど、私、ずっと頭の中にある男の人の姿があったの」

　カルマはショックを受けているようだが、そういう意味じゃない。

　本当に文字通り、『ある男性』が頭の中にいたのだ。




「グッ!!」

　病院前。体人の汗が一いつ滴てき、土の上に落ちた。田んぼはもうめちゃくちゃだが、そこは許してもらうしかない。目の前には巨大な鉄の塊かたまりが迫せまっている。

　体人は両手、アクセルは背中で押さえつけていたが、もう限界だった。

『体ぢゃん、あだじッ、もうダメがも……!!』

『体くゥウん、はげまじでっず──ッッ!!』

　腕と足に変わっているキャミーたちも声色から限界が窺うかがえた。

　ビッグマシンは凄まじいパワーで前進してくる。体人が踏ん張っている間にアクセルに破壊してもらおうと思ったが、装甲が硬かたい。パンクも狙ったが、タイヤは分厚いマナでコーティングされており、剝はがすにはそれなりの時間がかかる。

　なによりもアクセル抜きではとてもビッグマシンを止めていられなかった。

「アクセル！　もしもオレがコイツに轢かれればどうなるッ？」

「おそらくテメェ程度のマナじゃ、すぐに車輪に轢き剝がされて肉ミンチだろうな！」

　そもそも生きていたとしても、後ろにある病院は破壊されてしまう。

「おい、もう無理だろキング！　このままじゃ、お互たがいに轢かれるぞ！」

「じゃあオメェだけ逃げろ！　今ならまだ間に合うだろッ！」

「ナメてんじゃねぇ！　このアクセル、逃げ道走るくらいなら死んだ方がマシだぜ！」

　その時、体人の目の前に妹の姿が視えた。

　これが今際の際に見える走馬灯というヤツなのだろうか？　だとすれば非常にまずい。

「……世界で一番かわいいヤツだった」

「あ？」

「昔はお菓か子しをやるとニコニコ嬉しそうに笑って、オレのところに寄ってきたんだ」

　体人がボクシングを始めた時も心配してくれて、でも応おう援えんもしてくれた。

「だから約束したんだ。必ず世界で一番強い男になって、お前を守ってやるって」

　従者たちは皆、黙る。

「でも守れなかった。オレはアイツの葬そう式しきにも立ち会ってやれなかった……」

　ヤベェ、死ぬ。そんな臆おく病びよう風かぜに吹かれた。逃げようと思った。見捨てようと思った。知らない連中が何人死のうが、それはきっと体人の人生にはそんなに関係ないことだ。だから別にいい。病院が壊れても仕方ない。もう十分頑がん張ばったから──

『お兄ちゃんは、世界で一番強いんだよっ！』

　友達に自じ慢まんげに語っていた妹の姿が──雪ゆき穂ほの姿が見えた。

「ァ、ダメだッ！　ダメだダメだ！　ぜってーッダメだ!!」

　体人は雄おたけびを上げてビッグマシンを押し返そうとする。

「オレは！　妹とお袋ふくろが死んだ時、死ぬほど悲しかったッッ！」

　死んだ方がマシだと思った。そしてＫ・Ｆの世界に来た時も、死者が蘇よみがえる伝説を見つけてそこにフラフラとやって来た。迷信かとは思いつつ縋すがろうとした。

　だからこそ、この悲しみはもう終わらせなければならない。

「オレには親父がいる。オレまで失うなんて、悲しすぎるぜ！」

　だからキャミーとラミーと別れる決断をしたのだ。

「ましてやこの先にいる奴やつらにも親がいる！　子がいる！」

　仮にこの状況を見つけて、病院内の人間が避ひ難なんを行ったとしても、中には動けない者もいるはずだ。もしかしたら逃げ遅れた者がいるかも。

　いやいや、そもそも気づいていない可能性もある。

「どの道、おかしな女の欲望のせいで死なせるのはムカッ腹が立って仕方ねぇ！　オレは世界に負けたままなんてのはゴメンだ！　自分の世界で、新しい幸せを、夢を、目標を見つける！　それまでは絶対に死ねねぇんだよクソがァア！」

「言ってる場合かよキング……！　もうヤバイぜこれはッ！」

　確かに、腕が、足がガクガク震えてきた。地面を擦する距きよ離りが長くなってきた。

「諦あきらめるかァアアアアアアアア!!」

　体人が叫んだ。しかし気合いでどうにかなるものではない。さらにその時、ビッグマシンの上部に広がるモニタ、その中では乙廼華が不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮かべていた。

『貴方の妹や母親は噓うそみたいな事故で死んだ。そう、ごくたまに、我々の世界では噓みたいなことが起きる。けれどもね、同じ噓みたいなことでも重さがまるで違うの。この腐くさった世界の空くう虚きよな幻想と、キングダム・ファンタジアにおける真の幻想では価値の差が歴然なのです。だからもうやめて、お願い』

「うるせぇ！　ワケ分かんねぇことをゴチャゴチャと！　それになッ、オレはそうは思わない！　この世界が存在し続ければ、妹がッ、お袋が生きた時間は残り続ける！」

　確かに、妹の雪穂が生きた時間は限りなく短い。

「でもな！　ぜってー無駄な物じゃねぇんだよ！　オレがウダウダ迷ってた頃に積み重ねたプレイ時間より、よほど価値のあるもんだぜ!!」

　体人は獅し子しのような眼光で乙廼華を睨みつけた。

「飯島ァ！　テメェ泣いたことはあるかッ？」

『……ありますわよ。そりゃもう何度も。この世界が怖くて』

「奇き遇ぐうだなァ、オレもあるぜェ！」

　腕と足を失った悔くやしさで。家族を失った悲しみで。

「でもまだオレが生きてるのはなァ!!」

　体人は父が泣いている姿を初めて見た。父は遺い影えいを見つめてワンワン泣いていた。

「この世界にまだ価値があるからだろうがァアアアアアアアア!!」

　腕が張り裂けそうだった。限界だった。しかしその獅子の叫びが、もしかしたら──誰かのハートには届いていたのかもしれない。

「グランッ！　カリバァアアアアアア!!」

　巨大な光の剣が、ビッグマシンに振り下ろされる。

　衝撃、そして完全に動きが止まった。乙廼華が映っていたモニタも消えてなくなる。

　体人は地面に膝ひざをついて息を荒あららげているが、ニヤリと笑みも浮かべていた。

「あぶねぇ！　マジで焦った。助かったぜ勇者さま──ッ！」

　体人の前に立っていたのは──勇者カルマ。

　カルマは複雑に表情を歪めていたが、手を出し、体人に差し伸べる。

「悪かったな。少し、頭に血が上ってた」

　すぐには体人を助けず、空中で様子を見ていたが──改めて思う。

「どうやらおれには、侵しん略りやく者しやは向いていないらしい」

「ずっと見てたし知ってるぜ。アンタは人を殺すような人間じゃないってよ」

　カルマは呆れたように首を振る。自分はそう簡単には変えられないものだが……。

「ドゥームズデイで弟が死んだ。まだ四歳さいだった」

「オレは妹が死んだ。でもそれは世界のせいじゃねぇ。クソッタレ野や郎ろうのせいだ」

「分かっていたさ。だがそれでも、おれは怒いかりを抱いだかなければならなかった」

　地球のせいですか。そうですか。では終われなかった。同郷の者、家族のためにも。

「むしゃくしゃする時はあるよな。オレもアマだけど、ボクサーのプライドを捨てて素人殴りまくったぜ。でもまあ、それで亞紋に負けたから。たぶんアンタも負けるぜ」

　カルマは体人が何を言いたいのか分かる気がした。憎しみや負の感情を糧かてにして生きるのは疲ひ弊へいする。それが間違っていると気づいているなら尚なお更さらだ。いつか誰かが自分を負かしてくれるように望んで戦うのは、あまりに後ろ向きにすぎる。

「真面目すぎんのもつまんねぇけど、やっぱ正しい道を選ぼうとするヤツが勝てるようになってんだよ世界ってのは。そうのがいいよな、勇者様よ」

「かもな。だからおれは宿命を背負う！　力を合わせよう。ハートのキング！」

　体人が頷き、カルマの手を取った時、従者のページが更こう新しんされた。キャミー、ラミー、アクセル、そして追加されたのは勇者カルマ、そのランクはレインボー。

　一方でビッグマシンは再び動き出し、凄まじい勢いで後退していく。助走をつけて再び突とつ進しんしてくるつもりなのだ。だからこそ体人はユニオンでカルマを武器と融合させた。現れたのはきらびやかなガントレットだ。右みぎ腕うでと、キャミーの義ひだり手うでに覆おおいかぶさる聖なる手てつ甲こう。さらに背中に赤いのマントが現れ、融合が完かん了りようした。

　体人はすぐに腰こしを落とし、拳を構える。収束していく光の奔ほん流りゆう。

「今日のオレはァッ！」

　まずは向かってきたビッグマシンを右腕のジャブで止める。

　大地を踏み込んだ時──ガントレットが光り輝き、体人の髪かみ色いろが金色に染まった。

「一〇〇億万パーセントだァアッッ!!」

　渾身のストレートがビッグマシンを直ちよく撃げきした。

　口にしたのは随ずい分ぶんと頭の悪い数値だが、体人は本気だった。だからこそビッグマシンは空の彼方まで飛んでいく。

　キランと、瞬またたく光。するとビッグマシンの破片が飛んできて携帯に吸収された。

　融合を解除すると、カルマはゆっくりと息を吐く。

「やったね体ちゃーん！」「ぎゅーしてっす体くぅーん！」

　姉妹に抱きしめられている中で、体人はカルマに笑みを向ける。

「サンキュー。助かったぜ勇者さま」

「……ああ。おれの刃に不可能はない」

「でもどうして協力してくれたんだ？　まさか錬に説得されたワケじゃないよな？　つか、もしかしてアイツ既に切り捨てられて！」

「錬？　ああ、スペードのキングか。そうだな、彼の言葉も刺さったよ。一旦、従じゆう者しや契けい約やくをして、こっちの世界に送ってもらった後に解除した」

「マジで？　うっそだぁ。だってアイツ絶対にイカれ──うっそだぁ！」

「真っ直ぐでいい目をしてた。思わずおれが目を逸そらすほど。それと、実はおれの仲間のエミリアが──」




　場面は、赤石の自室に変わる。

　赤石は真横に現れた人物を見て、安あん堵どしたような表情を浮かべた。

「カルマは怒りっぽくてアホだけど、人を殺すような人間ではないわ。思いとどまってくれたみたい」

　そう言って、エミリアは唇の端を吊り上げるように笑った。

「よかった。キミが話の通じる人間で」

「それはどうも」

　賢者エミリア。ランクはゴールド。

　彼女は赤石が一番最初の降こう臨りん召しよう星せいで引き当てた従者だった。光の柱を確認できる条件も満たしていたが、なにぶん地球の方に移動していたために合流はできなかったのだ。

　勇者の動きを知った赤石は、すぐにエミリアを召喚して事情を説明した。

　郡冶のビデオメッセージを見せたり、乙廼華のことを話したり。その情報を集め、エミリアは赤石たちの方が正しいと確信し、カルマを説得するのを手伝ってくれた。

　そういうカラクリである。

「貴方が粗そ暴ぼうな人間ではないことは、脳内に浮かんだ姿で分かってたし。まあそれにしてもいろんな面でベルンを優ゆう遇ぐうしていたのは少しどうかと思うけれど」

「も、申し訳ない。次からは気をつける……」

「それなら結構。それよりカルマが体人さんと合流したみたい。あっちは大丈夫よ。カルマは強いから」

　確かに、すぐにビッグマシンを撃げき破はしたと体人から連絡が入った。

「それより、ミサイルの方は大丈夫なのかしら？」

　幸いにも大型のミサイルにはマツリカの、通常のミサイルにはバリオールの魔ま力りよくが纏まとわりついている。赤石はエミリアの『魔力感知魔法』により、携帯にあるマップデータにマーカーを打ってもらった。

　これにより、ビッグマシンやミサイルの位置がリアルタイムで画面に表示される。

　しかしマップを覗いてみると、点の数がとにかく多い。ミサイル群は日本各地に進路をとり、無差別に着弾するようだ。

「問題ない。俺の従者が全て破壊する」

「ああ。彼ね。なら大丈夫かも」
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　ベルンが残りの従者を連れてきてくれた。もちろん、既に召喚ずみである。

　日本列島上空。宇宙と空の狭はざ間まに、白と金色の鎧よろいを纏まとったドラゴンが浮ふ遊ゆうしていた。

　輝き光こう帝てい竜りゆうバハムート。牛のような角を光らせると、宙そらから光が降ってきた。

　メテオレイン。流星群はエミリアがつけたマーカーに吸い寄せられるように飛来してくる。光速の星ほし々ぼしは、次つぎ々つぎにミサイルを貫き、爆発ではなく蒸発させるように消しよう滅めつさせていった。エミリアはターゲットの消失を確認し、引きつった笑みを浮かべる。

「──もう通常のミサイルが全て消えたわ。滅め茶ちや苦く茶ちやな強さね」

「まあ、約十秒ってところか。光の柱を確認できなかったのも太陽の近くを散歩していて、星にいなかったからだとか」

　ただ欠点もある。まずコールしてから召喚されるまでの時間が、他の従者よりも圧あつ倒とう的てきに長く、一定時間が経過すると自動的にレストされてしまう。

　おかげで、本命の巨大ミサイルは逃のがしてしまった。残念そうに目を細める赤石を、エミリアは腕を組んで見つめていた。

「ねえ赤石さん。一つ、意地悪なことを聞いてもいいかしら」

　エミリアは既に赤石から、だいたいの事情を聞かされていた。

　バハムートの攻撃は常識を超ちよう越えつしていた。魔法でできた隕いん石せきによる射しや撃げきは、日本のどこにいても逃げられはしないだろう。

「あの精度なら、貴方の妹さんを殺した犯人がいる場所けいむしよも狙えたはずよね？」

「……昔。兄さんと俺、どっちが好きか、美香に聞いたことがあって」

　質問とは全く違う答えが返ってきたが、エミリアは黙って聞いていた。

　結局、美香は赤石の方が好きと答えたらしい。赤石は少し自慢げに笑っていた。

「理由は俺の方が優しいから。兄さん結構……、本気でショックを受けてたな」

　赤石の両親は共働きで、どちらも忙いそがしい職種のため、兄妹三人でご飯を食べることも多かった。確かに郡冶は好き嫌いをする美香をよく叱しかっていたが、それらは全て美香のためだ。マナーや礼れい儀ぎは将来絶対に必要になってくる。

　そういう意味では、郡冶の方が美香を愛していたのかもしれない。

「そう──だから俺は異世界への扉を開くなんてことは絶対にできなかった。でもだからこそ、兄さんが美香への愛情を憎悪で証明しようとしたなら、俺は美香が言ってくれた優しさで証明したい。優しい人間は、他者を傷つける選せん択たくはしないだろ」

「貴方自身は？　傷ついてもいいの？　本当にそれで納得できる？」

「確かに犯人を恨んでいないと言ったら噓になるが、人間には理性がある。俺が美香や従者たちに見せたいのは、そういう姿なんだよ」

　地球を捨てたいという兄の気持ちはよく分かるが、一つだけどうしても許せないことがあった。赤石の祖父は、郡冶にも会うたびにお小こ遣づかいをあげていた。赤石たちも何となく気づいていた。あれはきっと、本来は美香にあげるためのお金だと。

　美香の遺体が見つかったと知った時、祖父は美香に描えがいてもらった似顔絵を握り締めて泣いていた。あれを見ておきながら、どうしてあの道を選んだのか。

「俺は永遠の負に抗あらがい続ける。今、周りにいる大切な人たちが笑ってすごせるなら──」

　エミリアは無言で頷いた。我ながら馬鹿なことを聞いたと思う。

「俺は……、それだけでいい」

　赤石は遙はるか遠くを見つめて呟つぶやく。瞳の奥おくにある光は、どんな宝石よりも美しいはずだ。




　これで勇者。ビッグマシン。各地に飛来したミサイル。三つの問題は解決できた。

　従者の力は脅威にもなるが、逆に脅威をねじ伏ふせる力にもなる。ジョーカーのパッドには次々に計画の失敗が表示されていき、乙廼華の表情が醜みにくく歪んでいく。

「クソ忌いま々いましいィ、ガキ共がァア……ッ！　勇者も使えない！　あの程度の説得で何を諦めている！　思い出せ、家族を失った悲しみ、憎しみ──ッッ!!」

　亞紋は呆れてしまった。この女は何を言っているんだ？　そんな表情だった。

「貴女はＫ・Ｆをちゃんとプレイしたんですか？　ランキングにも載ってましたよね？」

「あれは不正にデータを弄いじっただけよ！　私は一番がいいの！　ストーリーはちょこっとだけやって止めたわ。ゲームはそんなに好きじゃないのよッ！」

「ではネタバレを一つ。カルマはもう復ふく讐しゆう心しんを捨て去りましたよ。ヘルカイザーによって彼は心こころの闇やみを刺し激げきされ、ダークサイドに落ちかけました。けれども仲間たちの言葉で我を取り戻し、ドゥームズデイのトラウマを克服したんです」

「え？　はい？　何のお話？　妄もう想そう？」

「ストーリーです！　カルマは多くの苦しみを乗のり越こえました。彼が勇者と呼ばれているのは力があるからじゃない！　その胸に宿した正義感と優しさがあるからです！」

　それを亞紋たちは観察してきた。もちろん全てがアプリ通りではないだろうが、それでもちゃんとリンクしている部分はあるはずだ。だからこそ彼は、亞紋をトラックから守ってくれたのではないか？

「向こうの世界にいる人ひと々びとはちゃんと生きてる！　そしてそれは僕らも同じです！」

「……ええ、知ってますよ。カカッ！　貴方たちも家族の死とか、憎悪の記憶とか、いろいろあるものね。でもね亞紋さん。貴方だけちょっと薄うすくないですか？　従姉？　やぁね、ただのメンヘラ女に振り回されただけでしょ？　カカカ」

　乙廼華はそこでニコリと、亞紋に微笑ほほえみかける。

「どうかしら？　例えば、ええ、ここで皆を裏切って私につくとか。そうしたらとんでもないキャラ付けになりますわ」

「まさか。そんなの王ぼくのプライドが許さない」

　亞紋は立ち上がると通路に立ち、窓の外を見る。

「でも確かに。モネたちが慕したってくれるのも、僕が優しいからとか、そういう平へい々へい凡ぼん々ぼんな理由からでして」

「ありきたりよね。もっと優しいイケメンが出てきたら危ないわ」

「ええ、だから僕だけにしかない理由で好きになってもらいたい。たとえば、この世界に住む全ての人々を守るために戦えれば、きっとカッコよく見えるはずです」

　その想いは、他のキングを凌りよう駕がする自信がある。

「何よりも、そうすれば僕は僕を誇ほこれます！　いい、凄くいい！　たまらなく欲しいな！　だから飯島さん！　申し訳ないけど、この僕の礎いしずえになって頂きます！」

「……亞紋さん。私が一番嫌いなもの、知ってます？」

　乙廼華は空になったワイングラスを横へ投げた。窓にぶつかり、グラスの割れる音。

　刹せつ那な、乙廼華の腕にカラスの形をしたクロスボウ、『ブラックフェザー』が装着される。

「私の邪魔をする、ゴミですよ」

　腕を伸ばす。するとカラスの嘴くちばしから光の矢が発射された。

　しかし亞紋もシュバルツを出現させると、思い切り身を屈かがめる。脳天スレスレを通りすぎる矢。回かい避ひは成功、ならば反はん撃げきだ。立ち上がりざまに引き金を引くと、グリップから吸収された魔力が銃じゆう弾だんに変化して発射される。

　だが乙廼華は腕を前に出す。そこに張り付くカラスが翼つばさを巨大化させて、盾たてにした。

　ガンガンと硬いものがぶつかり合う音が響ひびき、そこへ乙廼華の笑い声が混じる。

「コール！　ペティ！」「ほいほーい」

　亞紋の携帯からペティが飛び出し、すかさず飛とび蹴げりでカラスの翼つばさを打った。

　衝撃で後退していく乙廼華。亞紋たちは床を蹴ると、距離を詰つめようと試みる。

「僕は右から！」「んじゃま、アタシ左で」

　通路からシートの方へ身を乗り出し、椅子を乗り越えながら前に進んでいく。

　しかしその時だ。乙廼華が腕を横へと向けると、カラスの嘴からレーザービームが発射されて、ジェット機の壁を破壊。大きな穴を開けると、気圧差で亞紋とペティは機外へ吸い出されていった。

「のわわー。まじやばー」

　空へ放り出されたペティは、やる気のない声をあげながら飛んでいく。

　亞紋はすぐにレスト機能を発動して携帯の中にペティを戻すが、そこで見た。真下を通過していく巨大化したミサイル。一機を先頭に、二機が追従している。

　合計三機。あんなものが原子力発電所に当たればとんでもないことになる。

「やらせるか！　コール！　フィリア！」

　フワリと体が軽くなった。呼吸も問題ない。

　気圧差や体感温度も地上にいる時と変わらない状態となる。

　それは隣に出現した風を操るフィリアのおかげだ。二人はそのまま先頭を飛んでいたミサイルの上に着地する。

「ありがとうフィリアさん。助かります」

「まあ本当ですか？　では後ほど、ご褒ほう美びのキスを希望します！」

　亞紋はどうしていいか分からずに赤くなって固まる。

　しかし、すぐに真面目な顔に戻った。ミサイルの上に乙廼華が着地してきたのだ。

「おモテになるのね。女の子たくさん。でもいいのよ。それは日本では少しおかしいことかもしれないけど、世界で見ればおかしなことではないからね。だから人を殺すこともね、おかしなことではないの。少しだけ世界は昔に戻るわ。人が人をたくさん殺していた時代に少しだけタイムスリップ。この不思議な時代、不思議じゃないから」

　乙廼華の武器、ブラックフェザーのスキルはマイウェイ。効果は『どんな状況』でもいつもどおりになる。

　水の中でも息ができるようになった。こんな場所でも普通に歩ける、息ができる。

　だから飛行中のミサイルの上でも問題ない。

「こんなパーフェクトな力を、思う存分使えるようになるなんて。考えただけでも高こう揚ようします。カカカカカ!!」

「本当にそうですか？　コール、モネ」

　フィリアには後ろへ下がっていてもらい、モネを武器と融合させる。

　ゲルブクイーン。大剣を片手にして、亞紋はゆっくりと乙廼華へと近づいていく。

「貴女は怖いからという理由でドゥームズデイを起こし、郡冶さんを裏切った」

　でもそれはＫ・Ｆでも同じではないのか？

「確かに貴女はジョーカーの力で世界を操ることができるかもしれない。でも僕らの世界は、支配力を除けばすべて向こうの世界に負けている。それは技術力も同じです。マキナロイドという種族がいるように、Ｋ・Ｆは科学力も発達しています。だからジョーカーを解かい析せきして、それを上回るものを作るかもしれない」

「ッ、で、でも私の頭の中には世界の理論。アカシックレコードが──ッ」

「ある日、突然、消えるかもしれない。郡冶さんだって今はもう……」

「あれは魔王と融合した影響では──？　え？　違う？」

「僕には分かりません。貴女にも分からない。それに支配力にも影響があるようですね、貴女はまだ全ての従者を操れるわけではない。それは今後も永遠にという可能性が──」

　乙廼華は青ざめながらビームを連射する。亞紋は全速力で前進、迫る攻撃を剣で打ち砕き、直撃しても歯を食いしばって前に進んでいく。

　だが乙廼華も簡単に近づけさせてはくれない。後ろへ跳とぶと、腕についていたカラスが翼を羽ばたかせた。すると無数の黒い羽が亞紋に向かって飛んでいく。

　羽は一つひとつがカッターになっていた。亞紋はそれを見ると、持っていた大剣を右へ投げる。黒い羽はすべて亞紋に突き刺さるが、時を同じくして武器の融合が解除された。

　モネはフィリアが与えた風を身に纏い、宙を舞まっていた。手にしているのは亞紋から譲り受けていた銃ワイルダー。そちらの特訓もしていたらしい。モネが両手で銃じゆうを構えて引き金を引くと、黄金色の水すい晶しようが発射されて乙廼華の武器カラスを直撃する。

　嘴部分を破壊してもまだ弾だん丸がんは突き進み、カラスをバラバラに粉ふん砕さいしていく。

　地面に落ちた武器を見て、乙廼華は青ざめた。さらに亞紋は言葉をぶつけていく。

「郡冶さんも貴女も、ましてや僕らもッ、向こうの世界をまだ完かん璧ぺきに理解していない！」

　マナの鎧が厚いため刺さりは甘かった。亞紋は体に刺さった羽を抜きながら叫ぶ。

「怖いから消す。そんな考えじゃ、無限の可能性を持つＫ・Ｆでは生きられませんよ！」




　きっと、誰も知らない。

　亞紋たちが乗っている大きなミサイルを、写真に撮とった少女がいたなんて。

「すごい。ＵＦＯかな……？」

　展望台。傷だらけの手首。リストバンド。自転車。

　四葉白はく亞あは空を見上げるのをやめて、携帯をポケットにしまった。




「だまれぇエエエエエエ!!　コール、マツリカァ！」

　亞紋の言葉が癇かんに障さわったようだ。乙廼華は激高、マツリカを呼び出し、小槌を振るわせる。すると乙廼華の下半身が溶とけて、真下にあったミサイルに埋め込まれたではないか。

　マツリカはさらに小槌を振るう。すると追従していた二つのミサイルは、乙廼華が融合したものに重なり、さらに結合され、上に一本、下に二本。三角形の並びになった。

　最後にジョーカーがミサイルの中に溶けていき、融合は完成する。

「レディの体に乗るなんて、礼儀のなっていない子！」

「うわぁああ！」

　乙廼華が体を思い切り振ると、ミサイルの上に立っていた亞紋たちは振り落とされ、空中に放り出されてしまう。青空が視界に広がり、一瞬わけが分からなくなるが、すぐにフィリアが風の魔法で亞紋とモネの体をコントロールしてくれた。それだけでなく、空中に放り出されていたシュバルツも回収。亞紋はモネを携帯に戻し、武器を受け取る。

「では、お先に！　クカカカカカ！」

　乙廼華は三つのミサイル内部にあるジェットエンジンを魔法で強化。

　凄まじいスピードで亞紋たちを置き去りにして、飛行していく。

　亞紋は乙廼華を追わず、携帯をジッと見つめていた。

　一つ、キングたちの間で決めていた作戦がある。そもそも、いくらゲーム通りではないにせよ、ステータスの問題はある。乙廼華はゴールドランクの武器しか持っておらず、従者のランクも低めである。その状態でキングたちを相手に──ましてやレインボーランクを持っている亞紋を相手にしなければならないのだ。

　向こうもそれを危き惧ぐし、何か奥の手を用意しているのではないか？

　それが赤石の考えだった。結果的に今、乙廼華はそれを使用したわけだ。魔力を持っている自分とミサイルと融合させ、性能を引き上げる。

「だが、切り札は僕らの手の中にも──ッ！」

　亞紋は各キングたちに一斉通話で連絡を入れる。これも初めは赤石の提案だった。

『あと、もう一ついいかな？　実はちょっと考えてることがあって──』

　亞紋たちがまだファミレスにいた時、赤石は四人のキングの力を合わせて発動する『切り札』システムを提案してきた。トランプは全てのカードが揃っていなければ意味を成さない。国も同じだ。上に立つ者も重要だが、一番はそこに生きる人たちではないのか？

　その点を蔑ないがしろにしたからこそ、赤石は兄が失敗したと思っている。

　力を貸してくれるのは相応の理由があるからだ。赤石は、どうしても独裁とは違う『協力』を形にしたくて、亞紋たちに提案を行ったのだ。




「みんな！　お願い！」

　亞紋の言葉を受けて、体人たちは携帯を操作し、『アイテム』のページを表示する。

　貴重品の欄に、『魔石』と書かれた部分があった。それをタップすると、『アイテムを送りますか？』と表示される。

　一番初めに『はい』をタップしたのは体人だった。

「王の前にひれ伏せ、飯島ァ。テメェとオレじゃ、魂ハートのレベルが違う！」

　すると体人の持っている携帯から、キングのカードが剝がれて消えた。

「飯島さん。王手だ！　貴女では、俺の意思ダイヤは砕けない！」

　次は赤石だ。同じように携帯から、キングが分離して消滅する。

「チェックメイト、飯島乙廼華。ボクの剣スペードが、貴女の野望を否定します」

　最後は錬。彼の携帯からもキングが消えた。では三枚のキングはどこへ？　答えは、亞紋のもとだ。亞紋の携帯にも同じことが起こり、四種類のキングが手札となる。

「コール！　モネ、雫奈、ペティ！」

　亞紋は全ての従者を召喚する。皆フィリアの風で宙に浮き、亞紋の傍そばに集まった。

「モネ、いける？」

「任せて！　お兄ちゃんっ！」

　カードが消え、スートの形をした魔石だけが残る。

　これが赤石の狙い。様さま々ざまな機能を持つ携帯を動かす魔力の源、それがスートの魔石だ。凄まじい魔力が込められた石を、どうにかして使えないかと思った。

　だから赤石はベルンに頼たのみ、モネにコンタクトを取ってもらっていた。

「お兄ちゃんと別れた後ね、お家に帰ったの」

　モネは自慢げに笑い、四つの魔石を受け取る。

「わたしねっ、実はとっても凄い力を持ってたみたい！　魔石の力を引き出せるの！」

「ハハ……、何となく知ってる」

　モネは星ほし詠よみの里さとの出身。魔石を発はつ掘くつし、生成できる貴重な存在だった。

「魔石の声が聴きこえるの。星がわたしに教えてくれる」

　モネが魔石をギュッと握り締めると、手から光が漏もれた。

　掌てのひらを広げると、魔石がモネの意思で浮遊し、強く光り輝く。

「魔石は魔力の塊ッ。わたしがそれをエネルギーに変える！」

　モネの掌に広がる魔ま法ほう陣じん。すると各スートの魔石が、文字通り光の塊になった。四つのマークはそのまま従者のもとへ飛んでいく。

　赤いダイヤはペティ。青いスペードは雫奈。緑のクラブはフィリ──

「モネちゃんにあげますよ。四葉くんと一緒のスートの方がいいでしょう？」

「ほ、本当!?　ありがとうフィリアお姉ちゃん！」

「うふふふ！　ラブリィなハートも悪くありませんからね」

　こうしてフィリアにはマゼンタのハートが。モネにはクラブの光が与えられ、肉体に吸収されていく。

「わたしが変へん換かんさせたエネルギーをお姉ちゃんたちに分け与える。これが、わたしが望んだ魔法の形ッ！　みんながお兄ちゃんの力になれる！」

　モネたちの体から光が溢れる。それに呼応するように亞紋の携帯の画面が光った。

　従者のページ。そこに並ぶモネたちの色ランクが、ゴールドに染まる。

「ハァアアアアアアア!!」

　モネの雄たけびで光が弾はじけた。

　皆、その服装が変わっている。モネはきらびやかなお姫ひめ様さまのようなドレスに。雫奈は羽衣を纏い、乙おと姫ひめを髣ほう髴ふつとさせる天女のような格好に。ペティはドラゴンの刺し繡しゆうが目立つチャイナドレスに。フィリアはアラビアンテイストな踊り子のような格好に。

[image: ]

　オーバードライブのシステムと同じだ。あれは携帯が光になってマスターの体に入っていくが、要するに携帯裏の魔石をエネルギーに変えて取り込んでいるのだ。

　そのおかげで大技が撃てる。それを応用して、モネは仲間たちをパワーアップさせた。




　乙廼華も振り向き、その変化を確認した。思わず恐怖で表情が歪む。あんな物は見たことがない。知らない。何が起こったのか理解できない。

　しかしそれが先ほどの亞紋の言葉を思い起こさせる。データや数値を超えた可能性があるのだと。

「飯島乙廼華！　アンタのキングダム・ファンタジアは、ここで終わりだ！」

　亞紋の意思を汲くみ取とり、モネが掌を前にかざす。

　すると拘こう束そく魔ま法ほうが発動。乙廼華が黄色い宝石の中に閉じ込められた。硬い石の壁に激げき突とつし、呻うめき声が聞こえる。

「四葉亞紋ンンンンン！　調子に乗らないで頂けますかァ！　コール！」

　マツリカとバリオールが空を駆け、亞紋たちへ向かう。

　前に出たのは雫奈だ。引き絞った弦つる、放たれた矢は蒼あおの閃せん光こうとなってバリオールを撃げき墜ついする。あくまでも操られているだけなため、ＨＰを残しているのは雫奈の腕と優しさだろう。

　ペティもマツリカを捕つかまえると、そのままジャイアントスイングで勢いよく吹き飛ばした。カラーレスの従者では、今のペティたちを止めることはできない。

「僕は！　モネたちにずっと会いたかった。愛していたから！」

　亞紋は叫ぶ。聞こえるだろうか、かつての自分には。

「でもそれは偶ぐう像ぞうでしかなかった！　データの彼女たちが見せる表情を愛し、決まったボイスパターンを愛し、後は脳内で構成した都合のいい彼女たちを愛していた。そうだ！　僕は結局、この地球での理解者が！　逃げ道が！　心の拠より所どころが欲しかっただけだ！」

　フィリアがロッドを振るうと、亞紋たちは猛スピードで空を翔かける。

　まさに音速。気づけば、亞紋たちは乙廼華の前に位置を取っていた。

「ンな──ッ！」

「僕は逃げたかっただけだ！　現実から！　僕の世界から！」

　それにモネたちを利用しただけだ。

　たまたまだ。他のゲームをやっていれば、適当に見つけたキャラクターに同じ感情を抱いだいていたことだろう。いずれにせよ、全てを肯こう定ていしてほしかった。

「彼女たちは僕の理想だった。正しくは、僕は理想を愛していたんだ！」

　しかし彼女たちは実在した。モネたちに触れ、亞紋は僅わずかだが成長できたと思う。

「今ならハッキリ言える。僕は彼女たちを心から愛している。だから、僕は理想を捨てる！」

「なにぃ……？」

「彼女たちのために現実を受け入れるんだ！　世界は、滅ぶべきじゃない！」

　確かに淀んだ世界だが、自分たちはそこで生きていくべきなのだと。

「誰もこの世界に生きる人たちの誠実を、愛情を、幸運を汚けがすことは許されない！　お前がその障害になるのなら、僕がそれを否定する希望クラブになろう！」

　亞紋はモネたち四人をシュバルツに融合させる。変形する銃が最後の姿を現した。

　それは二門の大たい砲ほう。腕に被さるように伸びる二つの砲ほう身しん。

「最後のオメガッ！　切り札トリオンフイ!!」

　砲ほう口こうから虹にじ色いろの光が無数に解き放たれた。

　同時に乙廼華もモネの拘束魔法である宝石の檻おりを叩き割る。

「カッ！　カカ！　違う！　理想は絶対だ！　それは向こうにあり、地球にはない！」

　乙廼華は笑みを浮かべながら、真っ向から何本ものレーザービームに突とつ撃げきしていく。

「キングダム・ファンタジアこそがッ！　私の世界だァアア!!」

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!」

　両者がぶつかり合い、競り合いが続く。だが──亞紋の腕が震え始めた。

　息が詰まる。意識が遠のいていく。膨ぼう大だいすぎるエネルギーを、制せい御ぎよしきれていないのだろう。徐じよ々じよに光の勢いが弱まり、乙廼華の笑い声が聞こえてくる。だから亞紋は口を開いた。何か喋らないと乙廼華に飲み込まれると思ったからだ。

「やる気のない日……、帰る時に見た夕焼け。寒い日の夜に、永遠に続きそうな闇の中で一本佇む街灯」

「は？」

「僕が好きな──ッ、景色だ。地球にある。何気ない景色……！」

　でもそれを──白亞に好きだとは言えなかった。彼女が『無』であってほしいと言っていたから。だから亞紋は無でありたかったし、無であろうと努力した。

　ロボットのように生きる。でも、そうやって格好つけてはみたものの、もちろんそんな機械みたいには生きられない。そうすることで防ぼう御ぎよしようとしていただけだ。

　白亞がいなくなっても、曖あい昧まいに続けるしかなかった自分が惨みじめで、何度か相談したことがある。よく分からない電話相談室。学校に講演しにきた偉い人。親とか……。

　だが心の弱さから全てを曝さらすことができず、曖昧に打ち明けたのが悪かったのか、帰ってくる言葉はだいたい同じだった。

『気持ちは分かるよ。僕もそういう時はあった』

　そうなのか？　そうなのかもしれない。もしかしたら、この地球にある苦しみなど、大きく分けて三種類くらいしかないのかも。だったら分かるというのは納得だ。

　だがもちろん。そんな簡単な言葉で『僕ら』の苦しみが癒いやされるわけがない。

　亞紋はそう思った。責任を背負いたくない。苦しい思いをしたくない。自分は悪くない。たまに出てくる白亞は白亞じゃない。あれは白亞の形をした自分の心だ。

　別に、辛つらいことは一つだけじゃない。白亞の言う通り、全てを彼女のせいにするのは楽だったが、それはそれで余計に苦しかった。だからトラックを間近に見たあの時──いやもっと前から亞紋は轢かれることを望んでいたのかもしれない。

　そうすれば全てが終わる。楽になれる。自殺願望？　いや、逃とう避ひ願がん望ぼうだ。

　そうだ。亞紋は死にたくなかった。カルマに助けられた時、ひしひしと思った。ましてや、わざと轢かれるなんて最低のことだ。運転手の人に申し訳ない。人生をめちゃくちゃにしてしまうことだ。だからやめなければいけない。今すぐに。

　なにを？　歩きながらゲーム？　それもあるが、轢かれることを望むことだ。

「人には──一人ひとりの世界がある！　心に、自分だけの幻想の王国がある！」

　亞紋は朦もう朧ろうとする意識の中で、光の向こうにいる乙廼華を睨んだ。

　辛い時に新しい世界が現れれば、誰だって変わるチャンスだって思える。そういう作品だって最近多いじゃないか。轢かれて、死んで、違う世界で生きる。

　まあそれは悪くない。亞紋だって好きだし、間違ってはいない。素晴らしいことだ。でもそれらと今が決定的に違うのは、自分たちがまだ死んでないという点だ。亞紋はカルマに命を救われていた。つまり生きている。

「地球の皆だって、自分の幻想王国に続く扉を探してる！　永遠に見つからないと分かってる人だって！　きっと！　今もッッ！　苦しみながら必死にッ!!」

　だが亞紋たちは、実際に扉の向こうに行けた。恵めぐまれてると思う。異世界には行けて、とっても凄い力を手に入れて、好きな人にも会えた。こんなに運がいいからこそ、一つだけ。乙廼華に、自分自身に、偉そうな言葉を伝えないといけない。

「なんで不思議な力を手に入れてまでマイナスに進もうとするんだ！　臆おく病びような僕らに必要なのは、世界を意のままに操る力じゃない！　怖いけどッ、それでも光を目指して前に進もうとする力なんじゃないのかよ!!」

　リセットボタンだけは押してはいけない。トランプのカードは五四枚もあるが、クラブのキングは一枚だけだ。どこにいようが、自分の心は一つだけなんだ。

「才能ある人間が王になるんじゃない。王を目指したものに、可能性が宿るんだ！」

　違う世界で変わろうと思えたなら、自分の世界でだって思えるはずなんだ。

「僕はまだ──ッ、自分の人生を諦めちゃいないんだよッッ!!」

　乙廼華が破壊や死を標ひよう榜ぼうするならば、それを壊さなければならないと思った。

「新たな理想は、その果てにある!!」

「お、おのれェエエェェエエェエエ……ッッ！」

　徐々に、乙廼華の体が震え始めた。ふと気づく。乙廼華があげる咆ほう哮こうは一つ。しかし亞紋の咆哮は五つ。亞紋、モネ、雫奈、ぺティ、フィリアの声が重なっていた。

「……ガッ、カカカ。ワインが回ってきたのかしら？」

「世界に酔よう時間は終わりだ！　地球は必要なんだ！　飯島乙廼華ァアアアア!!」

　そこで虹色の光が乙廼華の抵抗を打ち破り、光で包み込んだ。

　バハムートの時と同じく、ミサイルは蒸発するようにしてジョーカーごと消滅。

　空中に放り出された乙廼華は気絶しており、雫奈のシャボンで捕ほ獲かくする。

　凄まじい疲ひ労ろう感かんだ。融合を解除した亞紋は意識が朦朧として、そのまま空から落下していく。何だか、夢から覚めた感覚だった。もしかしたら本当に今までのことは幻まぼろしだったのかもしれない。しかし亞紋は、にんまりと笑って降って来るモネをしっかりと見た。

　フィリアの風を纏って、モネは嬉しそうに近づいてくる。

「お兄ちゃーんっ！」




　モネは、里に帰った時のことを思い出す。

　錬との戦いで起きたことを伝えると、母リビアスは小さく笑った。

『そう。目覚めたのねモネ。貴女には恐ろしいほどの才能がある。星せい岩がんや魔石を自分で生み出せるなんて凄まじい力よ。けれども魔法の源は感情。この閉へい鎖さ的てきな里では、モネの本当の気持ちを活性化させることはできなかった』

　だからモネにはもっと広い世界を見る必要があると思った。まだ見ぬ秘境や、圧倒的な技術。そして他者との繋がり。かけがえのない体験をしてほしかった。

『星岩はかつてブラックジャックを倒した五二人の英えい雄ゆうが使っていた武器を呼び出すための鍵。その強大な力を授けたいと思う人を見つけてほしかったの』




「大丈夫。もう見つけたよ、お母さん！」

　大好きな友達。そして──

「亞紋くん！　本当の本当の本当に、大好きっ！」

　モネは亞紋の両手をしっかりと取った。フィリアが風を操って、二人を空中に浮遊させる。そこで亞紋たちは、改めて眼下に広がる現実世界を見た。

「綺麗な海！　あれは何？　島？　ここがお兄ちゃんの住んでるところなんだね！」

　はじめて見る異世界に、モネは目を輝かせている。

　説明してあげたいが──うぅむ、なんと言えばいいのか。なので亞紋はたった一言。

「ああ。良い世界だよ」





[image: ]







　赤石あかしは、自室でパソコンの画面を睨にらんでいた。

　向こう側にはベルンがおり、ハーレクインやビッグマシンも映っている。

　復元は成功。それは良いのだが──

「飯いい島じまさんのキングダム・ファンタジアに関する記き憶おくが全て消えていた。それだけじゃない、ミサイルが誤射されたとの情報も見当たらない」

　テレビに視線を移すと、乙お廼の華かがコメンテーターとして出演しているのが見える。

「くヒヒヒ、修正されたわけですね。まるでバグがゲームから消え去るように……」

　錬れんは差し出されたケーキを貪むさぼっており、口の周りを大量のクリームで汚よごしている。

「ジョーカーを失うと現実に帰るのかもしれない。異世界に救われた部分が消えるんだ。兄さんたちはきっとそれを知らなかった……」

　異世界に縋すがれなかった郡ぐん冶じは精神を病み、乙廼華はビクビクと挙きよ動どう不ふ審しん気ぎ味みだった。

「知ってますか赤石さん。麻ま酔すいのメカニズムってまだ正確には解明されてないみたいですよ。でも皆みな、必要だから使ってる。ジョーカーを持った彼かれらも同じだったのかもしれません。ところでカイザー、そっちはどうなの？」

『はぁい錬ちゃん。そうねぇ、とりあえずは休戦ってことにはなったけど──』

　錬の従者・ヘルカイザーが画面に映る。顔は完全に骸がい骨こつに見えるが、素材が柔やわらかいのかコロコロ表情が変わる。今も目の空くう洞どうが三日月のような形になり、ヘルカイザーは困り顔だ。

『でもまあほら、そもそもアタクシ錬ちゃん派だったから、いずれは魔ま王おうちゃんのこと裏切るつもりだったじゃない？』

　ローブを着き込こんでいるため見えないが、声帯もちゃんと残っているようで、かなり渋しぶい声ではあるが、オネエ口調である。

　ヘルカイザーは魔王軍──つまり勇者と敵対していた組織の一員であるが、錬マスターの姿が脳内にあったので、既すでにそちらの方に興味を移していたらしい。

『口にしてないだけで、アタクシの他にもそうしたヤツはいるかも』

「どういう意味？　分かんない。殺すよ？」

『まあ辛しん辣らつ！　でもそういうトコ、刺し激げき的てきで好きよ。つまりね？』

　もっと広い視野を持っている者が、まだまだＫキングダム・Ｆフアンタジアにはいるかもしれない。

　色んな意味があるが、それこそ──野心を抱いだいている者とか。

『こっちはね、そっちと違ちがって錬ちゃんが来たこと、みんな覚えてるから』

「──みたいですよ。赤石さん」

「そうだな。そっちのケアもしていかないと。だから俺おれは研究をもっと続けるよ。俺たちの世界がバレた以上、少しでも良い関係を作れるようにしたいからね」

「……かつて神話や伝承には、特とく殊しゆな力を持った存在がたくさん出てきます。化け物とか、武器とか。それらは今のファンタジー作品の元ネタともなるものですが──こうは考えられませんか？」

　そこで錬は、とっておいたイチゴをフォークで刺さした。

「穴は、もっと昔に開いていたのかもしれない」

「たしかに。向こうの……、たとえば食事や風習がそれほど俺たちのものとかけ離はなれていないのも気になった。俺たちの歴史にはもしかしたらもっと早く、そして深く、異世界というのが関わっていたのかもな」

「いずれにせよワクワクしませんか？　まだまだ知らないことばかり」

　王都の外にどんな景色が広がっているのやら。他にも町や村はあるだろうし、アプリじゃ知らない場所だってきっと。錬は携けい帯たい裏にあるスペードのキングを改めて見つめる。

「このツールもまた、ボクらの理解を超こえた先に成り立っている。まるでそれは──幻げん想そうのように。ボクらがキングダム・ファンタジアを操っているのか、それともキングダム・ファンタジアがボクらを操っているのか……」

　錬はニヤリと笑った。王への道は、まだまだ始まったばかりかもしれない。





　　　　◆






　当たり前だが不ふ倫りんだとか、殺しだとか、そういうニュースが減ることはなかった。

　世界は腐くさっているのかもしれない。けど誰だれかが言っていた気がする。食べ物は腐りかけが美味しいのだとか。意外と濁にごっていても、その濁りが味になる場合もある。

『すげぇの見つけたぜ。マジでスゲェから。凄すごすぎて逆に凄くないから今度教えるわ』

　体たい人とから送られてきた頭の悪いメールを見て、亞あ紋もんは苦笑していた。

「なあ四よつ葉ば。今日も皆でゲーセン行こうかって話してるんだけど、お前もどう？」

　ホームルームが終わり、亞紋はクラスメイトの一人に話しかけられた。

「うん。いいね。僕ぼくも行って良いかな？」

「おお！　来い来い！　ってか、あれ？　何かほっぺ腫はれてない？」

「いや──実は昨日、酔よっ払ぱらいに絡からまれてる人助けようと思ったら殴なぐられて」

「ひぇー、マジで？　怖こわいじゃん。俺ならスルーしちゃうかも」

「いや……、なんか、これからは困ってる人はなるべく助けようって思ったからさ」

「スゲェな。まあ、もうすぎたことだろ？　ゲームかダーツでもしてパーッと忘れよう！」

　亞紋は立ち上がると、カバンを持って教室を出ようとする。先日──亞紋は叔お母ばに会い、白はく亞あに会いたいと頼たのんだ。するとその夜、知らないアドレスからメールが届いた。

『やだ。でも、いつか』

　たったそれだけ。迷めい惑わくメールの可能性もあるので返信はしてない。

　そもそもたとえ返信したとしても繋つながらないだろう。そういう人だ。

　だから、いつか会いにいくべきだと思った。会って、ちゃんともう一度話をするんだ。

　そこに魔ま法ほうはいらない。強い武器もいらない。地球に住む亞紋だけがいれば、きっと。

　あれからキングたちは話し合い、地球での召しよう喚かん機き能のうを使えなくした。でなければ頼たよってしまいそうになるからだ。触ふれ合あえないのは辛つらいが、今はまだその時じゃない。

　いつかもっと人として大きくなって、強くなったと思ったら、赤石が魔ま石せきを完成させたら会いに行こう。そしたら──白亞なんて目じゃないさ。

『お兄ちゃんっ！』『旦だん那な様！』『亞紋！』『四葉くぅん！』

　携帯から声が聞こえてきた。召喚はできないが、テレビ電話はできる。

　画面の中ではモネたちが目を閉じて顎あごを僅わずかに上げていた。

『どしたのお兄ちゃん。お口が寂さびしいよっ！　せめて気分だけでも』

『旦那様──ッ、し、シズナはッ、い、いつでも！』

『男を見せい！　男を！』

『本当は会ってちゅっちゅしたいんですけどねぇ。今はこれで我が慢まんします！』

　頭を過よぎる黒歴史。だが彼かの女じよたちがお望みならば仕方ない。亞紋も覚かく悟ごを決めた。

　久しぶりのキスは、やっぱり液えき晶しようの味がした。






あとがき






　とにかく何かを書かなければと思い、キーボードを叩き始めた。

　はじめまして。ツカサショウゴと申します。

　まずはこの本に関わってくれた全ての人に感謝を。本というのは一冊出すのにもいろいろな人の協力がありまして。僕にチャンスを与えてくださり、一緒に作品を良くしてくださった担当編集さん。可愛くて美しい素晴らしい挿絵を描いてくださったイラストレーターさん。校閲に関わってくださった方々。編集部の皆さん。印刷に関わってくださった方々。僕を東京シティに連れてってくださった運転手の方々。本屋さん。紙になった木。そしてなによりもこの本を読んでくださった『あなた』にお礼を言いたいです。

　本当にありがとうございました。

　話は変わりますが、僕の初恋は二次元のキャラクターでした。学校で貰った子供新聞に掲載されていた漫画のキャラクターで、中学時代には彼女の世界がリアルと繋がって、帰り道に出会えるかもしれないという厨ちゆう二に妄想を抱き、ぶっちゃけ今も人工精霊とか、夢なんかで、どうにかこうにかして会えないかと──ちょっと待って、引くのはもう少し待ってください。確かにあの時の僕は頭の悪い男でした。今もそうでしょう。でも毎日それなりに楽しかったし、彼女のことを考えればいろいろ上手くやっていけました。

　現在、たくさんのソシャゲが世に出て、その多くに魅力的なキャラがいます。でもどうですか皆さん、惰性でプレイしてませんか？　ただ何となく周りの子たちがやってるからとか、ただの暇つぶしにプレイしてませんか？　まあそれもいいんですけど、皆さん、どうか本気で遊んでください。いいなと思ったキャラクターや、最初に引き当てたキャラクターにガチ恋してください。それはとても痛いことなのかもしれないけど、もしかしたら何か大きなものが、あなたの心にも宿るかもしれません。

　今回のあとがきの最初の一文は、僕が一番好きな小説のあとがきを真似てます。

　僕はその本を読んだとき、もちろん面白いんですけど、とにかく面白いつまらないとかは置いておいて、とても強いエネルギーを感じました。僕はそれを再現したくて、少しでも同じ気持ちを皆さんに抱いてもらえればと思って、この本を書きました。

　今回はキャラ紹介みたいな感じで終わりましたが、次はもっとテーマを広げたいと思ってます。ですが、なかなか厳しい世界ですので、本が売れないと続きが出せません。

　なので少しでも面白いと思っていただけたなら、ＳＮＳで繋がっている人や、お友達にオススメしてもらえますと、とっても嬉しいです。なんなら予備用にもう一冊買──

　こ、これからも面白いものが作れるように頑張りますので、よろしくお願いします。
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